
夫
婦
の
一
方
が
、
他
方
に
無
断
で
他
方
を
代
理
し
て
、
民
法
七
六
一
条
所
定
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
こ
え
て
行
為
を
し
た
場
合
、

そ
の
行
為
に
つ
い
て
表
見
代
理
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
対
立
が
あ
る
。

(
1
)
 

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
に
関
し
て
、
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
（
民
集
二
三
巻
―
二
号
二
四
七
六
頁
）
は
、
夫
M
が
妻

x

関
法

は

じ

め

に

第
四

0
巻
第
一
号

常

家

事

行

為

は

じ

め

に

一
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
に
関
す
る
私
見

（
一
）
民
法
七
六
一
条
の
趣
旨

（
二
）
日
常
家
事
行
為
の
範
囲

(
-
―
-
）
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理

二
日
常
家
事
行
為
が
問
題
と
さ
れ
た
借
財
に
関
す
る
判
例
の
考
察

（
一
）
自
己
名
義
の
場
合

(
I
型）

（
一
一
）
他
方
名
義
の
場
合(
I
I
a型
•
I
I
P
型
）

―

―

―

小

括

お

わ

り

に

借

財

と

日

高

森

J¥ 

哉 (
-
―
―
八
）

子



私
見
に
即
し
た
判
例
の
分
析
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。

所
有
の
不
動
産
を
自
己
の
Y
に
対
す
る
債
務
を
清
算
す
る
た
め
に
、

X
に
無
断
で

y
に
売
却
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
は

じ
め
て
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
述
べ
、
七
六
一
条
に
基
づ
く
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
肯
定
し
た
上
で
、

こ
れ
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
っ
て

相
当
で
な
い
か
ら
、
当
該
越
権
行
為
の
相
手
方
に
お
い
て
そ
の
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
2
)

る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、

判
示
し
た
。

＿九

「―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

―

-
0条
の
趣
旨
を
類
推
適
用
し
て
、
第
三
者
の
保
護
を
は
か
れ
ば
よ
い
旨

右
最
高
裁
判
旨
は
、
我
妻
説
に
代
表
さ
れ
る
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
を
採
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
如
何
な
る
事
実
が
あ

れ
ば
「
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
」
が
肯
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
内
容
は
不
明
確
で
あ
る
し
、
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
が
問
題
と

な
る
同
種
の
事
案
に
対
し
て
、
右
最
高
裁
判
旨
は
先
例
た
り
う
る
具
体
的
明
確
な
基
準
を
示
し
て
い
な
い
。

(
3
)

（

4
)
 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
々
稿
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
、
前
稿
で
は
問
題
を
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
無
断
で
他
方
を
代
理
し

て
他
方
名
義
の
不
動
産
を
処
分
し
た
場
合
に
限
定
し
て
、
私
見
に
即
し
て
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
及
び
そ
れ
以
前
と
そ
れ
以
後
の
判
例

を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
夫
婦
の
一
方
が
自
己
名
義
で
借
財
し
た
場
合
及
び
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
無
断
で
他
方
を
代
理
し
て

(
5
)
 

他
方
名
義
で
借
財
し
た
場
合
を
採
り
上
げ
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
具
体
的
判
断
基
準
と
、
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
の
関
係
を
、

(

1

)

夫
婦
の
一
方
の
無
権
代
理
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
無
権
代
理
人
が
夫
の
場
合
に
そ
の
夫
を
M
、
無
権
代
理
人
が
妻
の
場
合
に

そ
の
妻
を
W
と
称
す
る
。

(

2

)

傍
点
部
分
を
一
―
〇
条
の
正
当
理
由
と
対
比
さ
せ
て
、

借
財
と
日
常
家
事
行
為

（
三
九
）



し
て
い
た
が
、
現
行
七
六
一
条
は
法
文
上
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
七
六
一
条
が
、
夫
婦
が
相
互
に
日
常
の
家
事
に
関

(

2

)

 

っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
そ
の
責
に
任
ず
る
。
」
と
規
定
す
る
。

(

1

)

 

（一）

民
法
七
六
一
条
の
趣
旨

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
に
関
す
る
私
見

第
四
0
巻
第
一
号

(

3

)

高
森
八
四
郎
・
高
森
哉
子
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
」
名
城
法
学
一
一
一
八
巻
別
冊
本
城
武
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
一
九
頁
以
下
。

こ
れ
を
以
下
高
森
①
と
略
す
る
。

(

4

)

高
森
八
四
郎
・
高
森
哉
子
「
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為
」
関
西
大
学
法
学
論
集
三
八
巻
四
号
一
頁
以
下
。
こ
れ
を
以
下
高
森

③
と
略
す
る
。

(

5

)

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
に
よ
る
借
財
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
（
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
と
日
常
家
事
行
為
」
）
論
じ
た
い
の
で
本
稿
で
は
除
外
す
る
。

民
法
七
六
一
条
は
「
夫
婦
の
一
方
が
日
常
の
家
事
に
関
し
て
第
三
者
と
法
律
行
為
を
し
た
と
き
は
、
他
の
一
方
は
、
こ
れ
に
よ

現
行
法
は
、
婚
姻
生
活
に
お
け
る
両
性
の
本
質
的
平
等
の
理
念
に
従
っ
て
、
夫
婦
別
産
制
の
下
で
、
婚
姻
費
用
は
夫
婦
が
分
担
す
る
も

の
と
し
て
い
る
（
七
六

0
条
）
が
、
こ
の
婚
姻
費
用
の
分
担
責
任
に
基
づ
い
て
、

日
常
の
家
事
に
関
す
る
支
出
は
夫
婦
が
共
同
し
て
負
担

す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
常
の
家
事
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
も
、
夫
婦
が
共
同
し
て
責
任
を
負
う
と
す
る
の
が
、
夫
婦

共
同
体
の
き
ず
な
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
日
常
の
家
事
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
夫
婦
の
一
方
と
取
引
し
た
第
三
者

を
保
護
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
が
、
日
常
家
事
行
為
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
夫
婦
の
連
帯
責
任
を
定
め
た
七
六
一
条
の
趣

旨
で
あ
る
。

次
に
、
旧
民
法
八

0
四
条
は
「
日
常
ノ
家
事
二
付
テ
ハ
妻
ハ
夫
ノ
代
理
人
卜
看
倣
ス
」
と
し
て
明
確
に
代
理
権
の
存
在
を
規
定

関
法

四
〇

（
四
0
)



四

（
四
一
）

す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
他
方
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
も
規
定
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
学
説
は

(
1
)

（

2
)

（

3
)
 

否
定
説
と
肯
定
説
に
分
か
れ
、
肯
定
説
は
更
に
部
分
的
代
理
権
説
、
代
表
権
説
、
管
理
権
説
、
授
権
説
等
に
分
か
れ
る
。

こ
の
学
説
の
対
立
を
反
映
し
て
判
例
も
肯
定
説
と
否
定
説
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
最
判
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
は
、
民
法
七
六
一

条
は
「
そ
の
明
文
上
は
単
に
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
効
果
、
と
く
に
そ
の
責
任
の
み
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
条
は
、
そ
の
実
質
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な
効
果
の
生
じ
る
前
提
と
し
て
、
夫
婦
は
相
互
に
日
常
の

家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
き
他
方
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
も
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判

私
見
は
、
婚
姻
共
同
体
の
夫
婦
の
実
質
的
な
あ
り
よ
う
を
判
断
す
れ
ば
、
仮
に
七
六
一
条
と
い
う
規
定
が
な
く
て
も
、
夫
婦
は
夫
婦
で

あ
る
が
故
に
、
そ
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
家
事
の
範
囲
内
で
任
意
的
に
相
互
的
に
代
理
権
を
授
与
し
あ
っ
て
い
る
と
考
え

(
4
)
 

る
の
で
、
夫
婦
の
共
同
生
活
の
実
態
と
い
う
観
点
か
ら
、
任
意
代
理
権
と
し
て
の
日
常
家
事
代
理
権
を
肯
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

最
判
昭
和
四
四
年
が
日
常
家
事
代
理
権
を
肯
定
し
た
結
論
を
私
見
も
支
持
す
る
が
、
日
常
家
事
代
理
権
は
法
定
代
理
権
と
み
る

べ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
七
六
一
条
の
代
理
権
は
商
業
使
用
人
（
商
法
三
八
条
、
四
三
条
、
四
四
条
）
と
同
じ
く
客
観
的
、
画
一
的
、

包
括
的
に
代
理
権
の
範
囲
が
法
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
性
質
上
無
能
力
者
の
た
め
の
法
定
代
理
と
は
異
質
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
従
っ
て
、
客
観
的
に
み
て
日
常
家
事
行
為
に
属
す
る
行
為
を
夫
婦
の
一
方
が
内
部
的
に
制
限
し
て
も
善
意
の
第
一
一
一
者
に
は
対
抗

で
き
ず
、
夫
婦
の
一
方
が
七
六
一
条
の
責
任
を
免
れ
よ
う
と
思
え
ば
「
第
三
者
に
対
し
責
に
任
じ
な
い
旨
を
予
告
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
七
六
一
条
但
書
）
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
高
森
八
四
郎
「
石
田
編
・
民
法
総
則
」
ニ
ニ
九
頁
）
ま
た
仮
に
七
六
一
条
の
規
定

が
法
定
代
理
で
あ
る
と
の
見
解
を
と
る
に
し
て
も
、
今
日
四
宮
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
法
概
念
の
相
対
性
と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
（
四

(
3
)
 借

財
と
日
常
家
事
行
為

示
し
、
肯
定
説
の
立
場
に
た
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。



宮
和
夫
「
民
法
総
則
」
第
四
版
二
六
八
頁
）
表
見
代
理
の
法
理
が
理
論
上
問
題
と
な
り
う
る
場
合
は
性
質
上
任
意
代
理
と
み
て
法
的
処
理

否
定
説
立
石
芳
枝
1
1
我
妻
栄
「
親
族
法
・
相
続
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
」
―
一
五
頁
、
青
山
道
夫
「
家
族
法
論
」
一

0
四
頁
、
谷
田
貝
―
―
一
郎

「
親
族
法
」
六
六
頁
、
鍛
治
良
堅
「
日
常
家
事
債
務
に
関
す
る
理
論
構
成
」
法
律
論
叢
四
八
巻
四

l
六号一―

10九
頁
、
國
府
剛
「
判
批
（
東
京
高

判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
同
志
社
法
学
八
二
号
六
九
頁
。

(
2
)

肯
定
説
部
分
的
代
理
権
説
ー
板
木
郁
郎
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
一
二
月
五
日
）
」
立
命
館
法
学
二
巻
―
―
六
頁
。
代
表
権
説
ー
中
川

善
之
助
「
新
訂
親
族
法
」
二
四
四
頁
、
松
坂
佐
一
「
民
法
提
要
・
親
族
法
相
続
法
」
五
八
頁
、
三
島
宗
彦
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族

法
大
系
II
ニ
四
八
頁
、
同
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
判
例
評
論
一
四

0
号
二
四
頁
、
中
川
淳
「
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」

L
o
w
 S
c
h
o
o
l
 N
o
.
 3
4
 
1

―
―
―
―
―
一
頁
、
遠
藤
浩
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
二
八
頁
。
管
理
権
説
ー

我
妻
栄
「
親
族
法
」
一
―
一
頁
註
（
四
）
。
授
権
説
ー
伊
藤
進
「
民
法
七
六
一
条
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
律
論
叢
四
一
巻
四

l
六
号
合
併
号
四

0
八
頁
。

(
3
)
各
説
の
紹
介
と
し
て
中
川
淳
•
前
掲
一
三
一
頁
以
下
、
同
「
夫
婦
の
家
事
代
理
権
」
民
法
学7
-
0
六
頁
以
下
、
奥
村
長
生
「
判
批
（
最
判
昭

和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
曹
時
ニ
ニ
巻
八

0
号
一
六
五
五
頁
、
右
近
健
男
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
と
表
見
代
理
」
民
法
の
争
点
I
-
―

0
二
頁
、
小
野
幸
二
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
法
学
教
室
第
二
期
第
7
号
―
二
四
頁
、
各
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
伊
藤
・
前
掲
一
二
八

九
頁
以
下
、
鍛
治
•
前
掲
―
―-
0九
頁
以
下
。

(

4

)

日
常
家
事
の
範
囲
内
で
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
個
別
的
承
諾
を
得
ず
に
他
方
を
代
理
し
て
な
し
た
行
為
が
、
す
べ
て
無
権
代
理
行
為
で
あ
る

と
解
す
る
の
は
、
夫
婦
の
共
同
生
活
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
共
同
生
活
の
実
態
を
重
視
す
れ
ば
、
内
縁
関
係
の
夫
婦
に
も
日

常
家
事
代
理
権
を
肯
定
し
て
よ
い
。
幾
代
通
「
民
法
総
則
」
三
九
一
頁
が
「
現
行
七
六
一
条
は
、
や
は
り
、
夫
婦
に
は
（
夫
婦
な
る
が
ゆ
え
に
）

日
常
家
事
の
範
囲
内
で
相
互
的
に
代
理
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
表
見
代
理
が
問
題
に
な
る
余
地
が
あ
る
）
、
と
解
す
る
の
が

妥
当
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
民
法
中
に
同
条
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
夫
婦
と
い
う
実
態
の
あ
る
と
こ
ろ
、
一
定
事
項
に
つ
い
て
は
明
示
的

ま
た
は
黙
示
的
に
代
理
権
授
与
が
あ
る
と
認
定
し
う
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
結
局
七
六
一
条
は
…
…
夫
婦
と
い
う
特
殊
緊
密

な
人
間
関
係
類
型
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
授
権
を
定
型
化
し
て
い
る
も
の
、
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
」
と
す
る
の
は
、
私
見
と
ほ
ぼ
同
旨

(1‘-

を
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

関
法

第
四
〇
巻
第
一
号

四

（
四
二
）



「
そ
の
具
体
的
な
範
囲
は
、
個
々
の
夫
婦
の
社
会
的
地
位
、
職
業
、
資
産
、
収
入
等
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
、
そ
の
夫
婦
の
共
同
生
活

の
存
す
る
地
域
社
会
の
慣
習
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
、
問
題
に
な
る
具
体
的
な
法
律
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日

常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
か
否
か
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
条
が
夫
婦
の
一
方
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
一
―
―

者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
単
に
そ
の
法
律
行
為
を
し
た
夫
婦
の
共
同
生
活
の
内
部
的
な
事
情
や
そ
の
行
為
の

(
2
)
 

予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

（四）」
(

1

)

 

（

二

）

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
否
定
説
及
び
肯
定
説
の
各
説
に
対
す
る
検
討
は
、
高
森
①
二
＿
―
-
頁
ー
ニ
七
頁
参
照
。

日
常
家
事
行
為
の
範
囲

日
常
家
事
行
為
と
は
「
衣
食
住
二
関
シ
何
レ
ノ
家
二
於
テ
モ
通
常
必
要
ト
ス
ル
法
律
行
為
ヲ
謂
フ
例
ヘ
ハ
米
、
塩
、
薪
、
炭
、

油
ノ
買
入
、
衣
服
ノ
調
整
、
家
賃
ノ
支
払
等
ノ
如
キ
即
チ
是
ナ
リ
」
と
い
う
の
が
立
法
者
の
見
解
で
あ
る

一
九
一
頁
）
。

日
常
家
事
行
為
が
抽
象
的
に
は
、
個
々
の
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
生
活
を
営
む
た
め
に
通
常
必
要
と
す
る
法
律

行
為
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
家
庭
の
家
計
簿
の
支
出
欄
に
も
日
々
記
入
さ
れ
る
事
項
の
買
入
や
支
出
は
日
常
家
事
行
為
に
当
然
含
ま

れ
る
。
た
と
え
ば
、
食
料
品
や
燃
料
、
衣
類
（
但
し
相
当
範
囲
で
の
）
の
買
入
、
家
賃
・
地
代
・
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
管
理
費

な
ど
の
支
払
、
相
当
な
範
囲
内
で
の
家
族
の
保
健
・
娯
楽
・
医
療
・
未
成
熟
の
子
女
の
養
育
・
教
育
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然

た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
」
と
定
義
で
き
よ
う
。

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
具
体
的
判
断
基
準
で
あ
る
。
最
判
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
は
、

借
財
と
日
常
家
事
行
為

四

（
梅
謙
次
郎
「
民
法
要
義

「
日
常
家
事
行
為
と
は
、
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る

（四一―-）



(
3
)
 

判
夕
六
三
五
号
七
九
頁
）
、

し
か
し
判
旨
を
素
直
に
読
め
ば
、

日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
は
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
等
の
内
部
的

め
の
も
の
は
、
な
お
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
」

具
・
調
度
品
の
購
入
な
ど
は
当
然
に
含
ま
れ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
調
達
す
る
行
為
ー
既
存
の
財
産

の
処
分
と
借
財
ー
だ
が
、
こ
れ
も
、
普
通
に
家
政
の
処
理
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
（
例
え
ば
月
末
の
支
払
の
や
り
く
り
の
た
め
の
質
入
・

借
財
な
ど
）
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
こ
れ
を
逸
脱
す
る
場
合
で
も
、
当
該
夫
婦
の
共
同
生
活
に
と
く
に
必
要
な
資
金
調
達
の
た

こ
れ
は
日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
を
判
断
す
る
に
あ

(
1
)
 

た
っ
て
広
範
囲
に
行
為
者
の
主
観
的
意
図
（
目
的
・
動
機
）
を
考
慮
す
る
立
場
で
あ
る
。

右
最
高
裁
判
旨
は
我
妻
説
に
た
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
右
近
「
判
批
（
大
阪
簡
判
昭
和
六
一
年
八
月
二
六
日
）
」

事
情
に
よ
り
個
別
的
に
異
な
る
が
、
七
六
一
条
が
第
三
者
保
護
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
単
に
そ
れ
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す

べ
き
で
は
な
く
、
更
に
客
観
的
に
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質
等
を
充
分
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
だ
と
、
最
高
裁
は
説
い
て
い
る
の
で

(

2

)

(

3

)

 

あ
り
、
こ
の
様
に
解
す
る
の
が
本
判
決
の
調
査
官
の
解
説
で
あ
る
奥
村
・
前
掲
一
六
五
六
頁
の
記
述
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

私
見
は
、

日
常
家
事
行
為
が
、
行
為
の
種
類
、
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ

我
妻
栄
「
親
族
法
」

1
0六
頁
は
、

い
て
は
、
論
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
り
差
異
が
あ
る
。

第
四
0
巻
第
一
号

個
別
的
な
目
的
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
さ
ら
に
客
観
的
に
、
そ
の
法
律
行
為
の
種
類
、
性
質
等
を
も
充
分
に
考
慮
し

て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

多
く
の
学
説
も
右
最
高
裁
判
旨
に
同
調
す
る
が
、
夫
婦
の
内
部
的
事
情
（
社
会
的
地
位
、
職
業
、
資
産
、
収
入
、
地
域
社
会
の
慣
習

等
）
や
主
観
的
意
図
（
行
為
者
の
目
的
、
動
機
）
及
び
客
観
的
事
情
（
行
為
の
種
類
、
性
質
）
の
何
に
重
点
を
お
い
て
判
断
す
る
か
に
つ

「
家
族
の
食
料
・
光
熱
・
衣
料
な
ど
の
買
入
、
保
健
・
娯
楽
・
医
療
・
子
女
の
養
育
・
教
育
・
家

関
法

と
し
て
お
り
、

四
四

（
四
四
）



四
五

（
四
五
）

一
方
で
借
財
も
日
常
の
家
事
の
範
囲
に
含
め

れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・

職
業
・
社
会
的
地
位
等
の
内
部
的
事
情
と
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質
等
の
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
客
観
的

に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
承
諾
を
得
ず
に
な
し
た
行
為
が
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
れ

ば
他
方
は
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
加
え
て
七
六
一
条
が
夫
婦
の
一
方
と
取
引
を
し
た
第
三
者
保
護
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を

考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、

日
常
家
事
行
為
の
概
念
と
範
囲
を
あ
い
ま
い
に
す
る
行
為
の
目
的
や
動
機
と
い
っ
た
主
観
的
意
図
は
考
慮
に
い
れ
る

ペ
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
借
財
に
つ
い
て
い
え
ば
、

二
で
検
討
す
る
が
借
財
に
つ
い
て
の
近
時
の
判
例
は
、

い
か
な
る
程
度
の
借
財
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま

れ
る
か
は
、
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
と
債
務
額
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
月
収
の
一

2-―
一
割
程
度
の

借
財
が
他
方
の
承
諾
を
と
る
必
要
の
な
い
日
常
家
事
行
為
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
但
し
サ
ラ
金
等
か
ら
高
利
で
借
り
る
場
合
に
は
、

限
り
、
他
方
の
特
別
の
承
諾
を
得
て
相
談
の
上
借
財
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
常
家
事
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
及
び
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由

の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
、
借
受
け
時
に
相
手
方
に
説
明
し
た
使
途
目
的
及
び
実
際
の
使
途
を
重
要
な
判
断
基
準
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
消
費
者
金
融
が
著
し
く
発
達
し
て
家
庭
生
活
に
入
っ
て
き
て
い
る
今
日
、

る
べ
き
要
請
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
他
方
で
借
財
に
つ
い
て
安
易
に
七
六
一
条
の
連
帯
責
任
を
認
め
る
と
サ
ラ
金
問
題
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
家
庭
生
活
の
破
壊
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
抽
象
的
に
金
額
の
み
か
ら
判
断
せ
ず
、
借
り
受
け
目
的
を
考
慮

し
て
個
別
的
に
判
断
し
て
い
く
態
度
は
妥
当
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
齊
木
敏
文
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
判
ク
六
五

0
号
六
四

頁
）
も
あ
る
。
し
か
し
サ
ラ
金
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
サ
ラ
金
業
者
が
主
婦
に
対
し
て
出
費
が
何
に
あ
て
ら
れ
る
か
を
問
い
、
生
活
費

借
財
と
日
常
家
事
行
為

J

の
程
度
内
で
も
日
常
家
事
行
為
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
）
。

こ
の
範
囲
を
越
え
る
場
合
に
は
、

通
常
の
健
全
な
家
庭
を
営
ん
で
い
る



第
四

0
巻
第
一
号

に
あ
て
る
と
の
言
を
得
て
か
ら
貸
付
け
、

の
ち
に
日
常
家
事
行
為
だ
か
ら
夫
に
も
責
任
が
あ
る
と
主
張
す
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
き
て
お
り

（
高
森
八
四
郎
「
石
田
編
・
民
法
総
則
」
二
三
一
頁
）
借
り
受
け
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、

か
え
っ
て
弊
害
が
多
い
。

夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
債
務
額
を
考
慮
し
て
、
月
収
の
一

2
三
割
程
度
の
借
財
で
あ
れ
ば
（
但
し
、
高
利
の
も
の
を
除
く
）
、

時
に
相
手
方
に
説
明
し
た
使
途
目
的
及
び
実
際
の
使
途
目
的
の
如
何
を
問
わ
ず
現
実
に
は
非
日
常
家
事
行
為
的
に
費
消
さ
れ
よ
う
と
も
、

(
4
)
 

夫
婦
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
右
の
基
準
に
て
ら
し
客
観
的
に
は
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
借

財
（
高
利
で
は
な
く
月
収
の
一
{
-
―
一
割
程
度
の
も
の
）

で
あ
っ
て
も
、
借
主
の
非
日
常
家
事
行
為
的
使
途
目
的
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
権
限
濫
用
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
月
収
の
マ
~
三
割
程
度
を
こ
え
る
借
財
は
、
借
受
け
時
に
相
手
方
に
説
明
し
た

使
途
目
的
及
び
実
際
の
使
途
目
的
の
如
何
を
問
わ
ず
日
常
家
事
行
為
に
は
該
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
、
夫
婦
別
産
制
の
尊
重
に
つ
な
が
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
現
実
に
日
常
家
事
行
為
に
支
出
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
う
の
で

(
5
)
 

あ
る
か
ら
、
取
引
の
相
手
方
を
害
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

従
前
の
判
例
の
傾
向
に
つ
い
て
「
金
額
か
ら
の
み
こ
れ
を
判
断
し
、

地
享
「
注
釈
民
法
（
二

0
)」
一
―
-
五
九
頁
）
。

し
か
も
そ
の
額
は
い
ち
じ
る
し
く
低
い
」
と
の
批
判
が
あ
る
（
有

日
常
家
事
行
為
と
は
そ
も
そ
も
、
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生

活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、

日
常
家
事
行
為
と
し

て
な
さ
れ
る
借
財
も
月
々
の
生
活
費
の
や
り
く
り
の
た
め
に
な
さ
れ
る
小
額
の
も
の
の
は
ず
で
あ
り
、
か
か
る
批
判
は
あ
た
ら
な
い
と
解

(
6
)
 

す
る
。

(

1

)

我
妻
説
と
同
様
に
行
為
者
の
主
観
的
意
図
を
重
視
す
る
見
解
と
し
て
齊
木
敏
文
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
（
判
夕
六
五

0
号
六
二
頁
）

は
、
「
行
為
の
外
観
か
ら
は
日
常
の
家
事
に
関
す
る
行
為
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
よ
う
な
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
目
的
い
か
ん
に

関
法

し
か
し
、

四
六

（
四
六
）

借
受
け



(

1

)

 
よ
っ
て
行
為
の
も
つ
意
味
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
場
合
（
た
と
え
ば
借
財
）
、
あ
る
い
は
当
該
行
為
に
よ
っ
て

夫
婦
の
他
方
に
も
債
務
を
負
担
さ
せ
る
と
き
に
は
他
方
の
了
解
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
家
庭
も
あ
る
し
、
了
解
が
不
要
な
家
庭
も
あ
る
で
あ
ろ
う

と
推
認
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
（
た
と
え
ば
、
二

0
万
円
相
当
の
服
の
購
入
）
に
は
、
当
該
夫
婦
の
資
産
・
収
入
、
当
該
行
為
の
主
観
的
目
的
を
重

視
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

(

2

)

奥
村
・
前
掲
一
六
五
六
頁
は
、
「
社
会
通
念
上
生
活
必
需
品
と
さ
れ
る
食
糧
・
衣
類
・
燃
料
の
買
入
、
夫
婦
の
共
同
生
活
に
不
可
欠
な
家
賃
、

地
代
、
電
気
水
道
料
金
の
支
払
等
の
法
律
行
為
や
、
相
当
な
範
囲
内
で
の
家
族
の
保
健
、
娯
楽
、
医
療
、
未
成
熟
の
子
女
の
養
育
、
教
育
等
に
関

す
る
法
律
行
為
は
、
そ
の
行
為
を
す
る
夫
婦
の
主
観
的
意
思
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
七
六
一
条
所
定
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
で
あ

る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
他
方
、
日
常
の
生
活
費
と
し
て
は
客
観
的
に
妥
当
な
範
囲
を
越
え
る
借
金
を
し
た
り
、
ま
た
、
夫
婦
の
一
方
の

特
有
財
産
で
あ
る
不
動
産
を
担
保
に
供
し
た
り
、
そ
れ
を
売
却
し
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
一
般
的
に
は
、
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為

に
は
属
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
齊
木
•
前
掲
六
二
頁
は
、
奥
村
説
は
夫
婦
の
主
観
的
目
的
を
ほ

と
ん
ど
考
慮
し
な
い
か
、
し
て
も
重
視
は
し
な
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
す
る
。

(

3

)

最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
が
、
日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
に
つ
き
我
妻
説
に
た
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
の
は
、
七
六
一
条
と
表
見
代

理
規
定
と
の
関
係
に
つ
き
我
妻
説
に
従
っ
て
い
る
こ
と
、
「
単
に
そ
の
法
律
行
為
を
し
た
夫
婦
の
共
同
生
活
の
内
部
的
な
事
情
や
そ
の
行
為
の
個

別
的
な
目
的
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
な
く
、
…
・
:
」
と
い
う
く
だ
り
で
我
妻
説
に
ひ
き
づ
ら
れ
た
形
で
「
目
的
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使

っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

4

)

但
し
飲
屋
の
ッ
ケ
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ

る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
と
は
言
い
得
な
い
か
ら
、
金
額
の
如
何
を
問
わ
ず
、
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。

(

5

)

問
題
と
な
っ
た
借
財
が
現
実
に
何
に
費
消
さ
れ
た
か
の
認
定
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

(

6

)

私
見
で
は
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
は
原
則
と
し
て
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
森
③
参
照
。

(-――) 

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理

夫
婦
の
一
方
が
他
方
を
代
理
し
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
外
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
場
合
、
そ
の
日
常
家
事
行
為

借
財
と
日
常
家
事
行
為

四
七

（
四
七
）



第
四
0
巻
第
一
号

外
行
為
に
つ
い
て
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
を
肯
定
す
る
の
が
、
最

(
1
)
 

判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
以
前
の
学
説
の
多
数
説
で
あ
っ
た
。

こ
の
多
数
説
に
対
し
て
は
―

-
0条
の
適
用
を
直
接
肯
定
す
る
こ
と
は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
批
判
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
に
批
判
す
る
学
説
は
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
は
、
…
…
各
夫
婦
共
同
生
活
の
事
情
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
行
為
を
な
す
目

的
に
よ
っ
て
異
な
り
、
外
部
か
ら
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
的
事
情
に
従
っ
て
そ
の
範
囲

を
限
定
す
る
こ
と
は
、
第
三
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
多
い
の
み
な
ら
ず
、
ー
第
三
者
に
過
当
な
警
戒
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
ー
ひ
い
て

は
夫
婦
共
同
生
活
の
運
営
を
妨
げ
る
。
従
っ
て
、
表
見
代
理
の
趣
旨
を
類
推
適
用
し
て
、

当
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」

日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正

「
日
常
の
家
事
の
範

囲
を
•
…
・
・
広
く
解
し
、
か
つ
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
し
、
そ
れ
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
代
理
一
般
の
法

理
に
譲
り
、
と
く
に
代
理
権
の
授
与
が
あ
っ
た
場
合
に
だ
け
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
夫
婦
の
財
産
的
独

を
越
え
て
第
三
者
と
法
律
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
理
権
の
存
在
を
基
礎
と
し
て
広
く
一
般
的
に
民
法
―

-
0条
所
定
の

表
見
代
理
の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
相
当
で
は
な
い
か
ら
、
夫
婦
の
一
方
が

他
の
一
方
に
対
し
そ
の
他
の
何
ら
か
の
代
理
権
を
授
与
し
て
い
な
い
以
上
、
当
該
越
権
行
為
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
に
お
い
て
そ
の
行

為
が
当
該
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、
民
法

―

-
0条
の
趣
旨
を
類
推
適
用
し
て
、
そ
の
第
三
者
の
保
護
を
は
か
れ
ば
足
り
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

J

の
我
妻
説
に
従
っ
て
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
は
、

と
判
示
し
、

こ

「
夫
婦
の
一
方
が
右
の
よ
う
な
日
常
の
家
事
に
関
す
る
代
理
権
の
範
囲

立
の
理
想
に
近
づ
く
ゆ
え
ん
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

（
同
•
前
掲
一0
九
頁
）
と
主
張
す
る
。

（
我
妻
・
前
掲
一

0
七
頁
）
と
し
、

関
法

四
八

（
四
八
）



の
善
意
・
無
過
失
の
こ
と
を
い
う
と
余
り
に
も
漠
然
と
規
定
す
る
か
ら
、

四
九

（
四
九
）

―
-
0条
の
適
用
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
何
ら
か
の

―

-
0条
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
の
で
は
―

-
0条
の
成
立
す

ず
る
の
が
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
」

の
最
高
裁
判
決
の
判
旨
1
1
我
妻
説
(
―

-
0条
類
推
適
用
説
）
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
に
関
す
る
見
解
の
有
力

(
2
)
 

説
で
あ
る
。
川
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
は
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る

こ
と
は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
相
手
方
に
「
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信

ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
」
に
か
ぎ
り
と
い
う
要
件
を
附
加
し
て
、
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り

（
即
ち
―

-
0条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
）
夫
婦
の
財
産
的
独
立
と
第
一
二
者
の
保
護
と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
と
説
く
。

し
か
し
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
が
何
故
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

七
六
一
条
と
表
見
代
理
と
の
関
係
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
旨
は
我
妻
説
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
妻
説
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を

行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
広
く
と
ら
え
、
か
っ
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
「
普
通
の
人
が
代
理
権
が
あ
る
と
信

（
我
妻
「
新
訂
民
法
総
則
」
三
七
一
頁
）
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
代
理
権
の
存
在
に
つ
い
て

る
範
囲
が
か
な
り
広
く
な
り
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
強
い
の
で
、

制
限
的
要
件
を
附
加
し
て
―

-
0条
の
成
立
範
囲
を
せ
ば
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
般
的
に
一
―

0
条
類
推
適
用
説

の
方
が
第
三
者
の
保
護
さ
れ
る
範
囲
が
せ
ば
ま
り
夫
婦
の
財
産
的
独
立
に
資
す
る
と
解
さ
れ
る
基
礎
に
は
、

―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る

(
3
)
 

と―

-
0条
の
「
正
当
理
由
」
は
ゆ
る
や
か
に
判
断
さ
れ
る
と
い
う
半
ば
定
式
化
し
た
理
解
の
仕
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

圃
結
局
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
が
問
題
と
な
る
事
案
に
お
い
て
ま
ず
考
察
さ
れ
る
べ
き
は
、

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
判
断
基
準

で
あ
り
、
具
体
的
に
如
何
な
る
事
実
が
あ
れ
ば
そ
の
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
妻
説
は
、
前
述
の

借
財
と
日
常
家
事
行
為

(
2
)
 



普
通
の
取
引
形
態
で
あ
る
。

の
代
理
権
の
徴
表
と
は
な
り
え
な
い
。

第
四
〇
巻
第
一
号

よ
う
に
正
当
理
由
1
1
善
意
・
無
過
失
と
定
義
し
、
代
理
権
の
授
与
と
と
も
に
実
印
等
を
交
付
し
て
あ
る
と
き
は
、
正
当
理
由
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
多
い
と
す
る
（
我
妻
「
新
訂
民
法
総
則
」
三
七
一
頁
）
。
判
例
も
、

観
的
事
情
で
あ
る
と
し
、

「
疑
念
を
生
ぜ
し
め
る
に
足
り
る
事
情
」
が
存
在
す
る
と
き
は
、
代
理
権
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
の
意
思
を
確

認
す
べ
き
注
意
義
務
即
ち
調
査
確
認
義
務
を
相
手
方
に
課
し
、
本
人
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
確
認
し
な
か
っ
た
相
手
方
に

は
過
失
が
あ
る
と
し
て
、
正
当
理
由
を
否
定
す
る
と
い
う
。
フ
ロ
セ
ス
を
と
る
。

圃
し
か
し
な
が
ら
、
実
印
の
所
持
は
、
原
則
と
し
て
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
客
観
的
事
情
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
実

印
は
夫
婦
間
で
あ
れ
他
人
間
で
あ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
っ
て
本
人
か
ら
代
理
人
に
預
託
さ
れ
た
り
交
付
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ

る
し
、
盗
用
や
偽
造
も
な
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
代
理
人
が
実
印
を
所
持
す
る
に
至
る
内
部
的
事
情
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
内
部
的
事
情
を
見
知
っ
て
い
な
い
相
手
方
に
と
っ
て
は
、
実
印
の
所
持
と
い
う
ひ
と
つ
の
客
観
的
事
実

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
実
印
の
所
持
は
、
何
ら
か
の
代
理
権
の
徴
表
と
は
な
り
え
て
も
、
代
理
人
が
自
称
す
る
当
該
取
引
に
つ
い
て

ま
た
、
相
手
方
が
代
理
人
を
通
し
て
本
人
と
取
引
す
る
際
に
、
代
理
人
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
、
相
手
方
が
本
人
に
問
合

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
（
調
査
確
認
義
務
）
は
な
い
と
考
え
る
。
相
手
方
が
代
理
人
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
本
人
に
問

合
せ
ず
に
代
理
人
を
通
し
て
本
人
と
取
引
し
、
代
理
人
に
当
該
取
引
に
つ
い
て
の
代
理
権
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
は
無
権
代
理

の
不
利
益
を
負
う
だ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
問
合
せ
る
義
務
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
問
合
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

む
し
ろ
相
手
方
が
無
権
代
理
の
不
利
益
を
負
い
た
く
な
か
っ
た
ら
、
代
理
人
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
本
人
に
問
合
せ
る
の
が
、

関
法

実
印
の
所
持
は
原
則
と
し
て
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
客

五
〇

（
五

0
)



し
か
し
、
相
手
方
が
こ
れ
ま
で
も
代
理
人
を
通
し
て
今
回
の
取
引
と
同
種
同
量
の
取
引
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
ら
の

取
引
が
本
人
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
つ
つ
が
な
く
履
行
さ
れ
て
き
た
の
で
、
今
回
の
取
引
に
つ
い
て
も
本
人
に
問
合
せ
る
ま
で
も
な
く
従
来

と
同
様
に
代
理
人
に
は
代
理
権
が
あ
る
と
相
手
方
が
信
じ
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
代
理
権
が
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
相
手
方
に

―

-
0条
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
場
合
の
相
手
方
を
保
護
す
る
た
め
に
代
理
権
あ

り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
あ
る
こ
と
を
、
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
要
件
で
あ
る
と
定
め
、
相
手
方
に
正
当
理
由
が
成
立
す
る
と
き

に
本
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
引
の
安
全
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
相
手
方
に
は
本
人
に
問
合
せ
る
義
務
は
な
く
、

五

（
五

、一

―-
0条

し
か
し
相
手
方
が
無
権
代
理
の
不
利
益
を
負
い
た
く
な
か
っ
た
ら
問
合
せ
る
の

が
普
通
で
あ
る
が
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が

あ
り
」
そ
れ
故
相
手
方
が
「
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
き
に
は
、
相
手
方
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
が
成
立
す
る
。

こ
れ
は
、
起
草
者
た
る
梅
・
富
井
両
博
士
の
見
解
（
梅
謙
次
郎
「
民
法
要
義
（
巻
之
一
総
則
編
）
」
訂
正
増
補
版
二
七
七
頁
二
七
八
頁
、

富
井
政
章
「
民
法
原
論
（
第
一
巻
総
論
）
」
訂
正
増
補
版
五
一
四
頁
五
一
五
頁
）
、

―

-
0条
の
立
法
趣
旨
、

―

-
0条
の
文
言
の
忠
実
な

解
釈
、
正
当
理
由
肯
定
否
定
判
例
の
実
質
的
判
断
。
フ
ロ
セ
ス
（
形
式
的
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
）
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
従

的
そ
こ
で
い
か
な
る
客
観
的
事
情
が
、
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
の
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る

ほ
ど
の
客
観
的
事
情
か
、
即
ち
、
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
は
何
か
が
問
題
に
な
る
。
私
見
は
、

の
立
法
趣
旨
か
ら
し
て
、
相
手
方
が
こ
れ
ま
で
代
理
人
を
通
し
て
本
人
と
同
種
同
量
の
取
引
を
し
て
き
た
が
、

は
本
人
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
つ
つ
が
な
く
履
行
さ
れ
て
き
た
（
梅
・
富
井
•
第
一
類
型
）
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
準
じ
る
よ
う
な
客
観
的
事

借
財
と
日
常
家
事
行
為

っ
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
単
な
る
善
意
・
無
過
失
で
は
な
い
）
。

無
権
代
理
の
不
利
益
を
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
取
引
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情
（
た
と
え
ば
本
人
の
認
容
的
言
動
）
の
あ
る
こ
と
が
、
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。

実
印
の
所
持
は
原
則
と
し
て
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
客
観
的
事
情
で
は
な
く
、

他
の
積
極
的
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
あ
わ
さ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も

は
じ
め
て
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
自
体
は
弱
い
肯
定
的
フ
ァ
ク

タ
ー
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
代
理
人
の
詐
欺
師
的
言
辞
は
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
五
二
）

事
情
」
は
否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
で
あ
る
か
ら
、
否
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
と
き
に
は
そ
れ
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
積
極
的
な
肯
定
的

我
妻
説
は
、

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
、
右
に
の
べ
た
厳
格
な
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
で
、

―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る

こ
と
が
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
財
産
的
独
立
を
尊
重
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
広
く
と
ら
え
、
そ
の
基
準
で
も
な
お
か
つ
日

常
家
事
行
為
と
は
評
価
で
き
な
い
行
為
に
つ
い
て
表
見
代
理
の
適
用
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
我
妻
説
の
立
場
で
は
実
印
等
の
交
付

が
あ
れ
ば
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我
妻
説
に
従
っ
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
れ
ば
、

そ
の
成
立
範
囲
は
か
な
り
広
く
な
る
。
そ
こ
で
我
妻
博
士
は
自
ら
の
説
を
か
え
り
み
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
と
夫
婦
の
財
産
的
独

立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
反
省
し
、

そ
こ
に
何
ら
か
の
制
限
的
要
件
（
即
ち
「
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属

す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
」
）
を
附
加
し
よ
う
と
意
図
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

次
に
具
体
的
に
如
何
な
る
事
実
が
あ
れ
ば
「
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の

(
4
)
 

理
由
」
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
右
最
高
裁
判
旨
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

我
妻
説
に
従
え
ば
、
普
通
の
家
政
の
処
理
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
（
私
見
に
よ
れ
ば
月
収
の
一
：
三
割
程
度
）
を
逸
脱
し
た
借
財
で
も
、

(
3
)
 

団
私
見
は
、

フ
ァ
ク
タ
ー
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

関
法

「
疑
念
を
生
ぜ
し
め
る
に
足
り
る

五



(
4
)
 

る。 に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」

ま、
,
9
.
 

と

五

生
計
維
持
と
い
う
目
的
が
あ
る
時
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
妻
が
夫
名
義
で
借
財
す
る
に
つ
き
生
活

維
持
と
い
う
目
的
な
ら
日
常
家
事
行
為
、
妻
の
遊
興
費
に
あ
て
る
と
い
う
目
的
な
ら
非
日
常
家
事
行
為
と
な
る
か
ら
、
妻
が
相
手
方
に
生

活
維
持
費
に
あ
て
る
と
巧
妙
に
説
明
し
相
手
方
が
そ
れ
を
信
じ
た
が
実
際
は
遊
興
費
に
費
消
し
て
い
た
と
い
う
事
案
で
は
、
相
手
方
は
実

際
に
は
日
常
家
事
行
為
で
は
な
か
っ
た
の
に
そ
の
範
囲
を
誤
信
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
目
的
・
動
機
の
誤
信
に
つ
い
て

(
5
)
 

の
正
当
理
由
が
―

-
0条
の
類
推
適
用
と
い
う
形
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る

相
手
方
が
行
為
者
の
説
明
し
た
目
的
か
ら
日
常
家
事
行
為
と
誤
信
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
誤
信
し
た

の
は
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
程
度
の
内
容
で
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
我
妻
説
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者

の
目
的
・
動
機
と
い
っ
た
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
広
く
と
ら
え
た
上
で
、
そ
の
目
的
・
動
機
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
が
も
っ
と
も
だ

と
い
え
る
か
ど
う
か
を
―

-
0条
類
推
の
際
の
正
当
理
由
の
内
容
で
判
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ

れ
は
二
重
に
強
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
つ
き
行
為
者
の
目
的
・
動
機
と
い
っ
た
主
観

的
意
図
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
あ
い
ま
い
に
し
か
え
っ
て
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
結
果
と
な
る
と

考
え
る
私
見
で
は
、
目
的
・
動
機
に
つ
い
て
の
相
手
方
の
誤
信
は
そ
も
そ
も
正
当
理
由
の
判
断
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ

借
財
に
関
し
て
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
に
つ
き
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
つ
判
例
が
如

(
6
)
 

何
な
る
事
実
か
ら
そ
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
た
か
と
い
え
ば
、
①
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
（
主

と
し
て
金
額
と
使
途
目
的
）
と
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
際
に
そ
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
の
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
（
即
ち
実

印
の
所
持
や
本
人
名
義
の
白
紙
委
任
状
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
な
ど
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
考
慮
さ
れ
る

借
財
と
日
常
家
事
行
為

（
五
一
一
[
)
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事
実
）
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
、
R
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
考
慮
さ
れ
る

事
実
を
排
除
し
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
の
み
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
、

の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
か
れ
る
こ
と
自
体
―

-
0条
類
推
適
用
に
お
け
る
正
当
理
由
の
内
容
の
不
明
確
さ
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
あ
る
が
、
R
の
よ
う
に
即
ち
、
主
と
し
て
金
額
と
使
途
目
的
と
か
ら
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
な
ら
ば
「
日
常
の
家
事
の
範
囲

内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
と
は
、
七
六
一
条
の
拡
張
解
釈
を
意
味
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
①
の
よ
う

に
解
す
る
に
し
て
も
、

日
常
の
家
事
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
考
慮
し
た
事
実
と
は
結
局
行
為
者
の
使
途
目
的
・
借
財
の
動
機
な
ど
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
は
正
当
理
由
の
判
断
基
準
と
し
て
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
（
つ
ま
り
無
権
代
理
行
為
の
効
果
を
本
人
に
帰
属
さ
せ
る
た
め
の

実
質
的
判
断
基
準
と
し
て
は
機
能
し
な
い
か
ら
）
、
従
っ
て
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
つ
判
例
も
実
質
的
に
は
―

-
0条
の
正

当
理
由
の
有
無
つ
ま
り
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事

情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
「
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
時
に
「
日
常
家
事
の
範

囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
が
な
い
」
と
い
う
表
現
を
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
の
判
旨
に
従
っ
て
述
べ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観

的
事
情
が
あ
っ
た
」
と
判
断
で
き
る
と
き
、
実
質
的
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
で
き
る
と
き
「
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る

(7) 

と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
が
あ
る
」
と
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
借
財
に
関
す
る
判
例
を
私
見
に
即
し
て
考
察
す
る
。

(
1
)
幾
代
通
「
民
法
総
則
」
―
―
―
九
二
頁
、
中
川
善
之
助
•
前
掲
二
四
四
頁
、
松
坂
•
前
掲
五
八
頁
、
三
島
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法

大
系
II
二
五

0
頁
、
椿
寿
夫
「
注
釈
民
法
」

4
巻
一
六
四
頁
。

(

2

)

川
井
健
「
表
見
代
理
制
度
」
民
法
基
本
問
題
一
五
〇
講
I
一
八
六
頁
、
中
川
淳
「
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」

L
a
w
S
c
h
o
o
l
 
N
o
,
 
3
4

ニ―一六

頁
、
遠
田
新
一
「
夫
婦
相
互
の
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
代
理
理
論
の
基
礎
的
研
究
四
五
三
頁
、
四
宮
・
前
掲
二
六
八
頁
、
齊
木
・
前
掲
六
七

関
法

五
四

（
五
四
）



頁
、
原
田
純
孝
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
と
表
見
法
理
の
類
推
適
用
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
二
号
二

0
九
頁
、
遠
藤
浩
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
一

1

一
月
一
八
日
）
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
＝
―
-
頁
。

(

3

)

し
か
し
現
実
に
は
判
例
上
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
、
一
般
に
思
い
込
ま
れ
て
い
る
程
ゆ
る
や
か
に
は
判
断
さ
れ
て
い
な
い
。
高
森
八
四
郎

「
不
動
産
取
引
業
者
と
民
法
―

-
0条
の
『
正
当
理
由
」
』
法
時
五
六
巻
一
1

一
号
―
二

0
頁
以
下
参
照
。

(

4

)

最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
の
事
案
は
私
見
に
即
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
従
来
の
判
例
の
立
場
で
も
、
一
―

0
条
の
正
当
理
由
が
成
立

し
な
い
こ
と
は
明
白
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
最
高
裁
が
判
旨
に
お
い
て
展
開
し
た
「
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
」
は
、
事
案
の
解
決
に

全
く
不
要
な
抽
象
的
理
論
で
あ
り
、
そ
れ
故
以
後
の
同
種
の
事
案
に
対
し
て
先
例
た
り
う
る
具
体
的
明
確
な
基
準
を
示
し
て
い
な
い
。
最
判
昭
和

四
四
年
―
二
月
一
八
日
の
事
案
と
考
察
は
高
森
③
四
一
＝
頁
i
五
一
頁
参
照
。

(

5

)

最
高
裁
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
は
客
観
的
に
定
ま
る
と
も
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
客
観
的
に
定
ま
る
は
ず
の
日
常
家
事
行
為

の
範
囲
を
相
手
方
が
誤
信
す
る
と
は
、
結
局
目
的
・
動
機
の
誤
信
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
目
的
・
動
機
の
誤
信
に
つ
い
て

の
正
当
理
由
が
―

-
0条
の
類
推
適
用
と
い
う
形
で
判
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(

6

)

―
-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
ち
そ
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
判
例
は
、
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
（
高
民
集
一
五
巻
六
号
四

――
10頁
）
と
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
―
一
月
―
―
日
（
判
時
一
〇
一
五
号
一
〇
七
頁
）
の
二
件
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
判
例
の
事
案
と
考

察
は
高
森
①
四
三
頁
i
五
二
頁
参
照
。

(

7

)

高
森
①
五

0
頁
i
五
二
頁
。
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
―
一
月
―
―
日
の
事
案
。

本
章
で
は
借
財
に
関
す
る
判
例
を
、
自
己
名
義
（
行
為
者
の
み
の
名
義
．

I
型
）
と
他
方
名
義
（
行
為
者
と
他
方
配
偶
者
と
の
連
帯
名

権
の
あ
る
場
合

(
I
I
P型
）
に
分
け
、
更
に

I
I
a
型
を
借
財
の
場
合

(
I
I
a
a
型）、

義
を
含
む
．

n型
）
に
分
け
、
後
者

(n型
）
を
基
本
代
理
権
と
し
て
日
常
家
事
代
理
権
し
か
な
い
場
合

(na型
）
と
他
に
基
本
代
理

他
人
の
債
務
に
つ
い
て
の
連
帯
債
務
・
連
帯
保
証

の
場
合

(
I
I
a
b
型）、

借
財
と
日
常
家
事
行
為
高
利
・
サ
ラ
金
の
場
合

(
I
I
a
C
型）、

五
五

（
五
五
）

復
代
理
の
場
合

(
I
I
a
d
型
）
、
手
形
・
小
切
手
行
為

(
I
I
a
e
型）

日
常
家
事
行
為
が
問
題
と
さ
れ
た
借
財
に
関
す
る
判
例
の
考
察



(
3
)
 

第
四
〇
巻
第
一
号

に
分
類
し
て
考
察
す
る
。
な
お
本
稿
で
考
察
す
る
判
例
は
以
下
判
例
番
号
で
略
す
る
の
で
、
判
例
番
号
に
つ
い
て
は
、
末
尾
図
表
ー
・
図

自
己
名
義
の
場
合

(
I
型）

配
偶
者
の
一
方
（
例
え
ば
妻
）
が
自
己
名
義
で
借
財
し
た
場
合
、
そ
の
借
財
が
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
債
務
額
•
利
息
等
を
考

慮
し
て
、
月
収
の
一

2
三
割
程
度
で
あ
れ
ば
（
但
し
高
利
の
も
の
を
除
く
）
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
、
夫
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯

責
任
を
負
う
。
こ
の
場
合
妻
の
無
権
代
理
行
為
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
夫
の
表
見
代
理
に
基
づ
く
責
任
は
、
も
と
よ
り
問
題
と

な
ら
な
い
。
但
し
妻
が
自
己
名
義
の
借
財
に
つ
い
て
夫
に
無
断
で
夫
を
代
理
し
夫
を
連
帯
保
証
人
と
し
た
時
は
、
そ
の
借
財
行
為
自
体
は

日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
夫
は
七
六
一
条
に
よ
る
連
帯
責
任
を
免
れ
て
も
、
妻
が
夫
を
代
理
し
て
な
し
た
連
帯
保
証
契
約

に
つ
い
て
は
、
も
し
相
手
方
に
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
な
ら
ば
連
帯
保
証
人
と
し
て
の
責
任
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
あ
ろ
う
。

判
例
①
（
東
京
地
判
昭
和
一
―
―
―
年
）
は
妻
が
自
己
名
義
で
借
財
し
た
事
案
で
、
そ
の
金
額
は
原
告
（
貸
主
）
主
張
に
よ
れ
ば
―
一
回

に
わ
た
り
合
計
十
三
万
七
千
円
（
利
息
月
一
割
）
で
あ
り
、
被
告
（
夫
）
主
張
に
よ
れ
ば
九
回
に
わ
た
り
合
計
九
万
五
千
円
（
利
息
月
一

割
）
で
あ
る
。
夫
の
月
収
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
が
昭
和
二
五
年
当
時
で
は
高
額
の
債
務
額
で
あ
り
利
息
も
月
一
割
の
高
利
で
あ
る
か
ら
、

本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
。
東
京
地
判
が
「
原
被
告
双
方
主
張
の
金
額
か
ら
見
て
決
し
て
小
額
と
は
い
え
な
い
金
額
の
金

(
1
)
 

銭
消
費
貸
借
契
約
は
、
…
…
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
判
示
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
。

判
例
⑯
（
松
山
簡
判
昭
和
五
二
年
）
は
妻
W
が
不
動
産
業
及
び
金
融
を
業
と
す
る
会
社
X
か
ら
、
一
―

10万
円
を
自
己
名
義
で
弁
済
期

(

2

)

 

(
1
)
 

（一）
表
II
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
法

五
六

（
五
六
）



次
第
に
借
財
を
重
ね
る
に
つ
れ
一
ヶ
月
六
分
、
七
分
、

(

4

)

 

い
な
い
）
、

あ
る
か
ら
、
一
―

10万
円
の
借
財
は
判
旨
も
い
う
と
お
り
高
額
で
あ
っ
て
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。

五
七

（
五
七
）

を
定
め
ず
期
限
後
の
損
害
金
は
一

0
0円
に
つ
き
一
日
一
―

-
0銭
の
約
定
で
借
り
受
け
、
そ
の
際
夫

y
に
無
断
で
Y
の
代
理
人
と
し
て
連
帯

(
2
)
 

保
証
契
約
を
締
結
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
認
定
さ
れ
た
事
実
に
よ
れ
ば

y
は
W
に
当
時
二

0
万
円
位
の
生
活
費
を
渡
し
て
い
た
の
で

次
に

W
は
Y
の
実
印
と
印
鑑
証
明
書
を
所
持
し
、
自
己
の
債
務
に
つ
い
て
Y
を
代
理
し
て
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
こ
で

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
か
で
あ
る
が
、
本
件
に
お
け
る
決
定
的
否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
は
、
代
理
人

(
W
)
自
身
の
債
務

の
保
証
の
た
め
に
、
代
理
人
が
本
人
を
代
理
し
て
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク

ー
と
し
て
は
、
実
印
と
印
鑑
証
明
書
の
所
持
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
印
の
所
持
は
そ
れ
だ
け
で
正
当
理
由
を
成

立
さ
せ
る
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
で
は
な
い
し
、
否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
の
存
在
は
本
件
で

は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。
松
山
簡
判
は
一
―

0
条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
ち
本

件
の

W
の
借
財
が

X
主
張
の
よ
う
に

y
の
入
院
費
に
あ
て
た
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
（
現
実
に
入
院
費
に
費
消
さ
れ
た
か
は
認
定
し
て

―
-
0条
類
推
の
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は

(
3
)
 

成
立
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
不
要
な
―

-
0条
類
推
を
言
う
必
要
は
な
い
。

判
例
＠
（
東
京
高
判
昭
和
五
五
年
）
は
妻
が
九
ヶ
月
間
に
二
二
回
に
わ
た
り
合
計
五
二

0
万
円
を
自
己
名
義
で
借
り
受
け
た
と
い
う

事
案
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
利
息
は
、
当
初
の
借
財
に
つ
い
て
は
各
々
一
ヶ
月
五
分
で
あ
っ
た
が
（
こ
れ
自
体
高
利
で
あ
る
が
）
そ
の
後

ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
妻
は
借
受
金
の
ほ
と
ん
ど
を
自
分
が
夫
に
秘
し
て
他
の
第
三
者
か
ら
高
利
で
借
り
受
け
て
い

た
金
員
の
利
息
の
支
払
に
あ
て
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
夫
は
本
件
の
貸
金
の
返
還
に
つ
き
七
六
一
条
に
基
づ
く
連
帯
責
任
を
負
担
す

借
財
と
日
常
家
事
行
為

一
割
と
高
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該



第
四
0
巻
第
一
号

と
こ
ろ
で
判
時
九
七
二
号
三
二
頁
の
本
件
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
貸
主
は
妻
に
対
し
て
貸
金
の
返
還
を
求
め
る
と
と
も
に

夫
に
対
し
て
も
七
六
一
条
に
基
づ
い
て
連
帯
支
払
を
求
め
、
仮
に
本
件
借
財
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
越
え
て
い
た
と
し
て
も
、

0
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
夫
の
連
帯
責
任
を
主
張
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
て
東
京
高
判
は
本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
で

は
な
い
と
判
断
し
た
上
で
「
自
己
の
利
益
を
目
的
と
し
て
夫
婦
の
一
方
に
対
し
日
常
家
事
の
範
囲
を
越
え
て
多
額
の
金
員
を
高
利
で
貸
し

付
け
た
第
三
者
が
該
貸
付
け
を
も
っ
て
夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
、
か
つ
、
か
く
信
ず
る
に
つ
き
正
当
な
理
由

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
り
と
し
て
、
夫
婦
の
他
方
に
対
し
民
法
―

-
0条
の
規
定
の
趣
旨
の
類
推
適
用
に
よ
り
連
帯
責
任
を
追
求
し
う
る
た
め
に
は
（
傍
点
筆

者
）
単
に
直
接
借
受
の
衝
に
当
っ
た
夫
婦
の
一
方
の
言
を
軽
信
し
た
の
み
で
は
足
り
ず
、
直
接
借
受
の
衝
に
当
ら
な
か
っ
た
他
の
配
偶
者

が
当
該
借
受
行
為
を
容
認
す
る
か
又
は
第
三
者
が
夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
き
右
配
偶
者
も
原
因
を
与

え
る
な
ど
特
別
の
事
情
が
存
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
、
右
特
別
事
情
の
存
在
を
肯
認
す
る
に

足
る
証
拠
は
な
く
、
」
貸
主
に
は
正
当
理
由
が
な
い
か
ら
夫
に
対
し
て
―

-
0条
の
類
推
適
用
に
よ
り
連
帯
責
任
を
追
求
で
き
な
い
旨
判

示
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
判
時
九
七
二
号
一
―
―
―
-
＿
頁
は
「
本
件
は
…
…
右
判
例
（
最
判
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
）
の
趣
旨
に
従
い
正
当

理
由
の
有
無
を
具
体
的
に
判
断
し
た
結
果
こ
れ
を
否
定
し
た
具
体
例
と
し
て
、
参
考
と
さ
れ
よ
う
。
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

時
九
七
1

一
号
一
―
―
―
二
頁
、
三
四
頁
、
及
び
判
夕
四
二
四
号
九
七
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
判
旨
に
は
、
本
件
借
財
に
つ
い
て
妻
が
夫
に
無
断
で

夫
を
代
理
し
て
連
帯
債
務
契
約
あ
る
い
は
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

妻
が
自
己
名
義
で
日
常
家
事
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
借
財
を
し
た
場
合
、
私
見
の
よ
う
に
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
に
せ
よ
最
判
昭

和
四
四
年
一
1

一
月
一
八
日
の
よ
う
に
―

-
0条
を
類
推
適
用
す
る
に
せ
よ
相
手
方
の
「
正
当
理
由
」
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
妻
が
自
己

る
こ
と
は
な
い
。

関
法

五
八

（
五
八
）

し
か
し
、
判



―

-
0条
直
接
適
用
説
で
あ
れ
―

-
0条
類
推
適
用
説
で
あ
れ
、

五
九

（
五
九
）

名
義
の
借
財
に
つ
い
て
夫
に
無
断
で
夫
を
代
理
し
て
連
帯
債
務
契
約
あ
る
い
は
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
場
合
だ
け
の
は
ず
で
あ
る
。

問
題
と
な
ら
な
い
。
本
件
で
も
判
時
九
七
1

一
号
一
―
―
-
＝
頁
、
三
四
頁
及
び
判
夕
四
二
四
号
九
七
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
判
旨
に
は
妻
が
無
権

代
理
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
妻
の
自
己
名
義
の
借
財
が
非
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
れ
ば
そ
れ

で
足
り
、
そ
れ
以
上
に
相
手
方
の
「
正
当
理
由
」
の
有
無
を
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
は
全
く
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。
東
京
高
判
は
、
貸

主
の
―

-
0条
類
推
適
用
の
主
張
に
対
し
て
「
代
理
行
為
の
な
か
っ
た
本
件
で
は
貸
主
側
の
『
正
当
理
由
』
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
ら
な

―

-
0条
類
推
適
用
の
「
正
当
理
由
」
の
内
容
の
不
明
確
さ
か
ら
そ
れ
が
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
強
い
こ
と
は
既

―

-
0条
類
推
適
用
説
が
何
ら
の
代
理
行
為
も
な
か
っ
た
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
ま

で
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
―

-
0条
の
類
推
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
七
六
一
条
の
拡
張
解
釈
と
よ
ぶ
の
が
正
確
で
あ
る
。

夫
婦
の
一
方
（
例
え
ば
妻
）
が
何
ら
の
代
理
行
為
も
せ
ず
に
、
貸
主
に
は
生
活
維
持
費
に
あ
て
る
と
説
明
し
て
月
収
の
一
？
三
割
を
こ

え
る
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
で
も
高
利
の
）
自
己
名
義
の
借
財
を
し
、
そ
の
借
受
金
を
自
己
の
遊
興
費
に
費
消
し
た
と
す
る
。
私
見
で
は

妻
の
こ
の
自
己
名
義
の
借
財
は
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
り
、
夫
が
七
六
一
条
の
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
代
理
行
為
が
な

い
以
上
―

-
0条
の
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
余
地
も
な
い
。
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
つ
き
行
為
者
の
目
的
・
動
機
と
い
っ

た
主
観
的
意
図
を
重
視
す
る
見
解
で
も
、
現
実
に
遊
興
費
に
費
消
さ
れ
て
い
れ
ば
非
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
貸
主

が
妻
の
言
辞
態
度
の
巧
妙
さ
か
ら
目
的
・
動
機
を
誤
信
し
日
常
家
事
の
範
囲
内
で
あ
る
と
信
じ
た
に
し
て
も
、

つ
ま
り
一
見
―

-
0条
類

推
の
正
当
理
由
が
あ
る
よ
う
に
み
え
た
に
し
て
も
、
や
は
り
代
理
行
為
が
な
い
以
上
―

-
0条
の
類
推
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
余
地
は
な

に
前
章

借
財
と
日
常
家
事
行
為

(
-
―
―
)
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

い
」
と
応
答
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
代
理
行
為
」
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
相
手
方
の
「
正
当
理
由
」
は



(
1
)
 

（

二

）

第
四

0
巻
第
一
号

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
の
よ
う
に
代
理
行
為
が
な
か
っ
た
場
合
に
ま
で
、
東
京
高
判
の
採
る
―

-
0条
類
推
適
用
説

の
よ
う
に
相
手
方
に
「
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
」
が
あ
れ
ば
夫
は
連
帯
責

「
日
常
の
家
事
の
範
囲
を
…
…
広
く
解
し
、
か
つ
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
」
（
我
妻
「
親
族
法
」

す
る
と
い
う
―

-
0条
類
推
適
用
説
自
体
が
も
つ
あ
い
ま
い
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
、
、
、
、
、
、

(

1

)

原
被
告
双
方
の
主
張
に
よ
れ
ば
一
回
の
債
務
額
は
五
千
円
か
ら
二
万
円
程
度
で
あ
る
が
月
一
割
の
高
利
で
あ
る
か
ら
、
日
常
家
事
行
為
と
は
言

い
難
い
。
但
し
そ
の
借
用
金
の
一
部
は
生
活
費
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
夫
は
七
六
一
条
に
よ
り

9

連
帯
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

(

2

)

本
件
で
X
は
W
に
対
す
る
ほ
か
予
備
的
に
Y
に
対
し
て
連
帯
保
証
な
ど
を
原
因
と
す
る
連
帯
責
任
を
追
求
し
て
い
た
が
、
そ
の
訴
訟
係
属
中

w

が
死
去
し
た
の
で
、

X
は
W
の
相
続
人
で
あ
る

y
及
び
子
供
三
人
に
対
し
て
訴
訟
の
受
継
を
申
立
て
た
。
そ
れ
以
前
に

y
ら
相
続
人
は
家
庭
裁
判

所
に
相
続
放
棄
の
申
述
を
な
し
こ
れ
が
受
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
相
続
放
棄
の
申
述
前
の
相
続
人
ら
に
よ
る
相
続
財
産
の
処
分
が
九
ニ
一
条

一
号
の
処
分
に
該
当
す
る
か
が
争
わ
れ
た
が
、
松
山
簡
判
は
こ
れ
を
肯
定
し
相
続
放
棄
申
述
の
受
理
は
無
効
と
判
断
し
て
X
の
受
継
の
申
立
が
認

め
ら
れ
た
。

(

3

)

本
件
の

y
ら
相
続
人
は
W
の
借
用
額
一
―

10万
円
に
つ
い
て
相
続
分
に
応
じ
て
支
払
義
務
が
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
。

他
方
名
義
の
場
合
(
I
I
a型
•
I
I
P
型
）

夫
婦
の
一
方
が
他
方
名
義
（
行
為
者
と
他
方
配
偶
者
と
の
連
帯
名
義
を
含
む
）
で
非
日
常
家
事
行
為
を
し
た
場
合
を
、
他
方
か

ら
の
何
ら
か
の
代
理
権
授
与
が
な
く
基
本
代
理
権
と
し
て
日
常
家
事
代
理
権
し
か
な
い
場
合

(
I
I
a
型
）
と
、

基
本
代
理
権
と
し
て
他
方
か
ら
の
何
ら
か
の
代
理
権
授
与
が
あ
る
場
合

(
I
I
P型
）
と
に
分
類
し
た
。

任
を
問
わ
れ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、

夫
婦
の
財
産
的
独
立
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
は
極
め
て
大
き
く
な
る
。

関
法

六
〇

東
京
高
判
の
右
の
見
解
は

1
0九
頁
）

日
常
家
事
代
理
権
の
他
に

（
六

0
)



借
財
と
日
常
家
事
行
為

(•1) 

． 
ノ‘

（
六
一
）

(

2

)

 

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
考
察
し
た
い
。

正
当
理
由
の
考
察
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
（
但
し
、

I
I
a
型
の
判
例
と
の
対
比
に
お
い
て
註
記
し
考
察
し
た
判
例
も
あ
る
）
。

そ
こ

判
例
は
、
基
本
代
理
権
と
し
て
日
常
家
事
代
理
権
し
か
な
い
場
合
で
、
か
つ
行
為
者
が
相
手
方
に
説
明
し
た
使
途
目
的
を
重
視
し
そ
れ

が
一
見
日
常
家
事
的
で
あ
る
と
き
は
―

-
0条
類
推
適
用
説
を
採
り
そ
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
、
他
方
か
ら
の
何
ら
か
の
代
理
権

授
与
が
あ
る
湯
合
あ
る
い
は
何
ら
か
の
代
理
権
授
与
が
な
く
て
も
使
途
目
的
が
日
常
家
事
行
為
か
ら
か
け
は
な
れ
て
い
る
と
き
は
一
―

O

条
を
直
接
適
用
す
る
。
私
見
は

I
I
a
型、

I
I
P型
を
通
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
相
手
方
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
ぺ
き
正
当
理
由
が

「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情

が
あ
り
」
そ
れ
故
に
「
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
い
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
厳
格
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
来
な
ら
ば
（
二
）
に
お
い
て

I
I
a
型
の
み
な
ら
ず
I
I
P型
の
判
例
に
つ
い
て
も
私
見
の
基
準
に
照
ら
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
の

有
無
を
考
察
す
べ
き
で
は
あ
る
。
し
か
し

I
I
P型
に
つ
い
て
は
判
例
も
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
て
い
る
し
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で

本
稿
で
は

Ilp型
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
属
す
る
判
例
を
末
尾
図
表
ー
・
図
表

rrで
あ
げ
る
に
と
ど
め
、
私
見
の
基
準
に
よ
る
―

-
0条
の

で
、
以
下
判
例
に
よ
れ
ば
―

-
0条
類
推
適
用
説
が
妥
当
す
る
と
い
わ
れ
る

I
I
a
型
に
つ
い
て
、
判
例
が
具
体
的
に
如
何
な
る
事
実
が
あ

る
と
き
に
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
あ
る
い
は
否
定
し
た
か
を
検
討
し
、
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
私
見
の
基
準
に
即
し
て
一

借
財

(
I
I
a
a
型
）
の
場
合

―

-
0条
類
推
適
用
説
を
採
り
そ
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
の
は
判
例
④
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
）
と
判
例
⑫
（
名
古
屋
地
判
昭
和

五
五
年
）
の
み
で
あ
り
、
ま
た
判
例
④
は
―

-
0条
直
接
適
用
説
を
採
り
そ
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
判
例
③
（
浦
和
地
判
昭
和
一
ー
一
五
年
）
の

(
1
)
 

上
告
審
判
決
で
あ
る
。

あ
っ
た
か
否
か
を
、



第
四

0
巻
第
一
号

―

-
0条
の
適
用
に
つ
い
て
制
限
（
日
常
の

判
例
③
（
判
例
④
）
は
妻
W
が
夫
X
と
娘
そ
の
他
一
名
を
連
帯
債
務
者
と
し
て
金
融
会
社

y
か
ら
一
一
一
万
円
を
借
り
受
け
た
が
、
そ
の
際

X
の
承
諾
を
得
ず
に
そ
の
印
鑑
を
盗
用
し
て
委
任
状
を
偽
造
し
公
正
証
書
を
作
成
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
浦
和
地
判
は
、

が
W
に
本
件
消
費
貸
借
に
つ
い
て

X
の
代
理
権
が
あ
っ
た
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
東
京
高
判
は
、

X
の
収
入

が
約
三
万
五

0
0
0円
、
生
活
費
は
二
万
五

0
0
0円
程
度
で
あ
る
か
ら
三
万
円
の
借
財
は
日
常
家
事
の
範
囲
外
で
あ
る
と
の
前
提
に
た

七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
も
っ
て
―

-
0条
の
基
本
代
理
権
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

た
上
で
、
次
の
よ
う
な
事
情
か
ら
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
。
即
ち
妻
W
は
Y
の
専
務
取
締
役
が
調
査
の
た
め

x宅
に
赴
い
た

際
に
、
④
自
分
は
夫
か
ら
家
事
一
切
を
任
さ
れ
、
以
前
に
自
分
が
他
か
ら
借
り
た
三
•
四
0
万
円
に
つ
い
て
も
夫
が
支
払
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
り
か
つ
今
回
の
借
財
は
家
の
新
築
費
に
あ
て
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
夫
は
承
知
し
て
お
り
、
夫
の
依
頼
に
よ
り
印
鑑
証
明
を
採
っ

て
き
た
等
と
述
べ
た
上
で
、
＠
印
鑑
証
明
と
実
印
を
差
し
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
◎
三
万
円
と
い
う
借
財
も
比
較
的
軽
少
の
額
で

あ
り
、
当
時
同
居
の
妻
が
こ
の
程
度
の
借
財
に
つ
い
て
夫
か
ら
代
理
権
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

Y 

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
の
関
係
に
つ
い
て
類
推
適
用
説
を
採
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
原

審
が
確
定
し
た
事
実
（
①
•
@
•
◎
)
か
ら
原
審
が
Y
に
お
い
て
本
件
消
費
貸
借
に
つ
き
W
に
X
を
代
理
す
る
権
限
が
あ
っ
た
と
信
ず
べ

き
正
当
の
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
は
是
認
で
き
る
し
、
ま
た
原
審
が
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
W
が
Y
の
専
務
取
締
役
に
告
げ
た
借

財
の
使
途
は
家
屋
の
新
築
に
あ
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
説
明
を
受
け
た
Y
の
専
務
取
締
役
が
本
件
借
財
は
日

常
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
信
ず
べ
き
正
当
の
理
由
も
存
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、

家
事
の
範
囲
に
属
す
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
）
を
付
し
て
も
、
即
ち
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
の
範
囲
に
関
す
る
見
解
の
相
違
は
(
-
―

0
条
直
接
適
用
説
か
―

-
0条
類
推
適
用
説
か
）
あ
っ
て
も
、
判
決
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

ち
（
こ
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
）
、

関
法

． 
ノ‘

（
六
二
）



-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
っ
た
東
京
高
判
が
、

肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
）
、

． 
ノ・ヽ

（
六
―
―
-
)

私
見
の
基
準
か
ら
し
て
本
件
は
一
―

0
条
の
正
当
理
由
の
成
立
し
な
い
事
案

る）、
理
人
に
代
理
権
が
あ
っ
た
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
、
浦
和
地
判
も
こ
の
点
に
つ
い
て

の
一
応
詳
細
な
事
実
認
定
を
し
て
い
る
が
（
但
し
、
こ
の
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
の
は
不
当
で
あ

―

-
0条
の
類
推
適
用
説
で
は
相
手
方
が
当
該
行
為
が
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由
が

あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
か
ら
、
東
京
高
判
も
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的
に
対
す
る
相
手
方
の
信
頼
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な

(
2
)
 

い
の
で
あ
る
。

私
見
に
即
し
て
本
件
を
考
察
す
る
と
、
④
で
い
う
妻
の
詐
欺
師
的
な
言
辞
は
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
に
な
ら
な
い
。
◎
で
い
う
三
万
円
の

借
財
は
月
収
三
万
五

0
0
0円
の
公
務
員
で
あ
る

X
に
と
っ
て
は
比
較
的
軽
少
の
額
と
は
い
え
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
日
常
家
事
の
範
囲

を
こ
え
た
借
財
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
公
正
証
書
を
作
成
す
る
権
限
を
夫
が
妻
に
授
与
す
る
の
は
社
会
通
念
上
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
は
な

い
。
と
す
る
と
本
件
で
は
＠
の
実
印
等
の
所
持
し
か
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
は
存
在
し
な
い
か
ら
（
夫
婦
間
で
は
実
印
の
盗
用
が
な
さ
れ
や

す
い
か
ら
、
他
人
が
本
人
の
実
印
を
所
持
し
た
場
合
に
比
較
す
れ
ば
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
実
印
を
所
持
す
る
こ
と
は
、
よ
り
微
弱
な

で
あ
る
。
従
っ
て
、
浦
和
地
判
が
―

-
0条
直
接
適
用
説
の
立
場
に
た
っ
て
そ
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
の
は
不
当
で
あ
る
。
そ
し
て
一

借
財
と
日
常
家
事
行
為

「
上
告
人
(

x

)

が
さ
し
て
収
入
の
多
く
な
い
公
務
員
で
あ
る
こ
と
、
被
上
告
人

(

Y

)

が
上
告
人
宅
を
訪
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
勤
務
先
に
お
い
て
上
告
人
本
人
に
直
接
確
か
め
る
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
そ
の
他
所

論
の
点
は
本
件
に
お
い
て
右
の
結
論
を
左
右
す
る
に
足
ら
ず
」
と
判
示
し
、

W
の
説
明
し
た
使
途
目
的
を
日
常
家
事
的
な
も
の
と
し
て
と

ら
え
、
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
重
視
し
て
「
本
件
金
銭
借
入
が
日
常
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
信
ず
べ
き
正
当
の
理
由
も
存
し
た
と
解
す

J

の
同
一
の
事
案
に
対
す
る
1

―
つ
の
判
例
を
比
較
し
て
み
る
と
、

―

-
0条
直
接
適
用
説
で
は
相
手
方
が
当
該
行
為
に
つ
い
て
自
称
代



第
四
〇
巻
第
一
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る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
限
り
表
見
法
理
を
適
用
す
る
）
、

対
す
る
相
手
方
の
誤
信
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
判
例
で
あ
る
。

と
付

る
こ
と
が
で
き
、
民
法
―

-
0条
の
適
用
に
つ
き
第
一
点
に
説
示
し
た
制
限
を
付
し
て
も
（
第
三
者
に
お
い
て
日
常
家
事
の
範
囲
に
属
す

す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
旨
判
断
し
た
の
は
ま
こ
と
に
不
当
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的
に

次
に
判
例
⑫
（
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
）
は
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
以
後
―

-
0条
類
推
適
用
説
を
採
り
そ
の
正
当
理

由
を
肯
定
し
た
唯
一
の
判
例
で
あ
る
。
事
案
は
Y
の
妻
W
が
A
相
互
銀
行
か
ら
Y
名
義
で
一
五

0
万
円
を
借
り
受
け
た
が
、
右
借
受
金
を

返
済
し
な
か
っ
た
の
で
A
と
損
害
保
険
契
約
を
締
結
し

A
に
代
位
弁
済
し
た
X
火
災
保
険
会
社
が

Y
に
対
し
そ
の
支
払
を
求
め
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
名
古
屋
地
判
は
、
本
件
の
借
入
金
が

W
の
説
明
し
た
様
に

y
の
家
族
の
医
療
費
や
生
活
費
の
用
途
に
費
消
さ
れ
た
と
の
事

実
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
が
な
い
か
ら
日
常
家
事
行
為
に
は
該
ら
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
以
下
の
理
由
か
ら
A
が
本
件
借
入
れ
を

y

夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
内
で
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
は
正
当
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
し
た
。
即
ち
、
＠

wは
A
か
ら
一
五

0
万
円
を

借
入
れ
る
際
、
そ
の
名
目
上
の
使
途
を
「
医
療
費
」
と
記
入
し
、

口
頭
で
A
の
貸
付
担
当
員
に

y
家
族
の
医
療
費
及
び
生
活
費
の
足
し
に

す
る
と
述
べ
た
こ
と
、
＠

y
の
月
収
は
約
一
二
七
万
円
で
あ
り
、
借
入
金
一
五

0
万
円
の
返
済
条
件
は
毎
月
元
利
合
計
二
万
一
―
―
―
―
―
―

1
0円
の

借
入
申
込
書
の
み
の
際
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
」

割
賦
償
還
で
あ
る
こ
と
、
◎
W
が
予
め
A
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
こ
の
証
明
書
は
、

記
し
て
あ
る
給
与
証
明
書
用
紙
を

y
に
手
渡
し
、

Y
が
自
ら
右
証
明
書
用
紙
を
も
っ
て
そ
の
勤
務
先
で
発
行
を
受
け
た
給
与
証
明
書
と

y

名
義
の
印
鑑
登
録
証
（
但
し

W
が
勝
手
に
届
出
て
交
付
を
受
け
た
も
の
）
を
A
に
提
出
し
た
こ
と
、
＠
A
は
Y
の
借
受
意
思
を
確
認
す
る

た
め
そ
の
勤
務
先
会
社
に
三
回
電
話
し
た
が
、

(~11) 
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い
ず
れ
も
Y
は
不
在
で
あ
り
、

Y
の
所
在
と
さ
き
に
提
出
さ
れ
た
前
期
給
与
証
明
書
が
Y

自
身
発
行
を
受
け
た
こ
と
が
間
違
い
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
得
た
こ
と
、
以
上
①
＠
◎
◎
の
事
実
か
ら
A
が
W
の
借
入
れ
を

な
お
原
審
が
同
条
を
適
用
し
た
こ
と
は
こ
れ
を
是
認

六
四

（
六
四
）



Y
夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
内
で
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
は
正
当
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
、

の
借
り
入
れ
た
一
五

0
万
円
に
つ
き
A
に
対
し
て
債
務
者
と
し
て
弁
済
責
任
を
負
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

見
に
即
し
て
も
本
件
は
か
ろ
う
じ
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
う
る
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為

六
五

（
六
五
）

本
件
を
私
見
に
即
し
て
検
討
す
る
と
、
私
見
で
は
当
該
の
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
は
、
そ
の
借
入
額
と
夫
婦
の
資
産
・
収

入
か
ら
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
月
収
三
七
万
円
と
い
う
Y
夫
婦
に
お
い
て
一
五

0
万
円
と
い
う
借
入
れ
は
日
常
家
事
行
為
で
は
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
次
に
こ
の
よ
う
に
客
観
的
に
非
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
た

W
の
借
入
れ
行
為
に
つ
い
て
A
が

W
に
代
理
権

あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
が
あ
っ
た
か
否
か
が
厳
密
に
検
討
さ
れ
る
。
即
ち
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す

る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
「
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
判
断
で
き
る
か
で
あ

る
。
本
件
で
は
、
A
は

y
の
代
理
人
と
称
す
る
W
と
取
引
を
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
が
、
◎

W
が
A
に
提
出
し
た
Y
の
給
与
証
明
書
は
、

A
か
ら
予
め
交
付
さ
れ
た
「
こ
の
証
明
書
は
、
借
入
申
込
書
の
み
の
際
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
」

と
付
記
し
て
あ
る
給
与
証
明
書
用
紙
を

W
が

y
に
手
渡
し

Y
が
自
ら
そ
の
証
明
書
用
紙
を
も
っ
て
そ
の
勤
務
先
の
証
明
を
受
け
た
上
で
再
び

W
に
手
渡
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

@
A
は

y
の
勤
務
先
に
電
話
し
そ
の
給
与
証
明
書
は
Y
自
身
発
行
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該

借
財
に
つ
い
て
の
夫
の
認
容
的
言
動
が
あ
り
、
こ
の
客
観
的
事
実
を
正
当
理
由
を
成
立
さ
せ
る
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
と
し
て
、
私

名
古
屋
地
判
が
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
た
め
に
認
定
し
た
④
＠
◎
@
の
事
実
の
う
ち
、
④
＠
は
日
常
家
事
行
為
の
範

囲
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
で
あ
り
、
◎
＠
は
ま
さ
に
A
が

W
の
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
っ
た

か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
本
判
決
に
つ
い
て
原
田
・
前
掲
ニ
―
一
頁
は
「
本
判
決
は
、
七
六
一
条
へ
の
表
見

法
理
の
類
推
適
用
に
お
け
る
正
当
理
由
の
認
定
の
幅
を
必
ず
し
も
広
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
認
定
の
た
め
に
は
―

-
0条

―

-
0条
の
趣
旨
を
類
推
し
て

y
は
W



に
は
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
か
」

を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
件
で
は
◎
＠
の
点
で
あ
る
。
も
し
本
件
で
◎
＠
の
事
実
が
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
④
＠
の
事
実
の

み
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
名
古
屋
地
判
は
一
―

0
条
類
推
適
用
説
を
採
り
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
（
た
と
え
ば
東
京
地
判
昭
和
四

(
3
)

（

4
)
 

七
年
―
一
月
ニ
―
日
判
時
七

0
五
号
六
七
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
―
二
月
一
九
日
判
時
七

0
八
号
五
一
頁
、
判
例
⑭
）

「
Y
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
判
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
④
＠
特
に
④
の
事
実
は

W
の
嘘
言
か
ら
A
が
本
件
借
財
の

使
途
目
的
を
誤
信
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
本
人

y
に
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
相
手
方
の
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
基
準

と
し
て
は
何
ら
実
質
的
に
機
能
し
な
い
か
ら
で
あ
る
（
も
っ
と
も
実
質
的
に
機
能
し
な
い
は
ず
の
使
途
目
的
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
を

重
視
し
て
、
判
例
④
の
よ
う
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
も
な
い
の
に
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
こ
と
が
夫
婦

の
財
産
的
独
立
を
極
め
て
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
）
。

A
が
W
の
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
る
と
実
質
的
に
判
断
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
名
古
屋
地
判
は
一
―

0
条

の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
判
決
が
―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
て
ば
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
た
場
合
よ
り
も
厳
格
な

要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
は
決
し
て
評
価
で
き
な
い
。
む
し
ろ
本
判
決
は
一
―

0
条
類
推
適
用
説
に
た
っ
て
「
日

常
の
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
と
信
じ
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
具
体
的
事
情
は
、
実
質
的
に
は
―

1
0

条
の
「
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
」
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
具
体
的
事
情
と
異
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
本
件
で
は
◎
＠
の
事
実
が
認
定
さ
れ
、

と
同
様
に

し
か
し
―

-
0条
の
通
常
の
適
用
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
で
は
判
例
は
「
本
人
の
意
思
の
確
認
」
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的

六
六

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
通
常
の
適
用
の
場
合
（
基
本
代
理
権
さ
え
あ
れ
ば
、
◎
＠
の
点
は
今
日
で
は
要
求
さ
れ
な
い
）
以
上
に
厳
格
な
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
と
評
価
し
て
い
る
。

関
法
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六
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六
七

（
六
七
）

（
出
）
判
例
⑬
（
東
京
地
判
昭
和
四
六
年
）
・
判
例
⑳
（
東
京
地
判
昭
和
五
五
年
）
・
判
例
＠
（
高
松
高
判
昭
和
五
六
年
）
は
―

-
0条
類
推
の
正
当

理
由
を
否
定
し
た
判
例
で
あ
る
。
ま
ず
判
例
⑲
は

y
の
内
縁
の
夫
M
が
X
と
の
間
に
二

0
0万
円
の
準
消
費
貸
借
契
約
を
結
び
、
そ
の
際

M
は
Y
に
無
断
で

y
を
代
理
し
て
自
己
の
右
契
約
上
の
債
務
に
つ
き
Y
が
M
と
連
帯
し
て
履
行
責
任
を
負
う
旨
を
約
束
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

M
が
二

0
0万
円
を
返
済
し
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
の
で
、

X
が

y
に
そ
の
支
払
を
求
め
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

(
5
)
 

東
京
地
判
は
内
縁
の
夫
M
に
も
七
六
一
条
に
よ
り
日
常
家
事
代
理
権
が
あ
る
と
判
示
し
た
上
で
、
④
M
は
繊
維
類
の
プ
ロ
ー
カ
ー
と
し

て
損
益
常
な
ら
ず
女
遊
び
等
の
た
め
浪
費
も
激
し
か
っ
た
こ
と
、
＠
M
は
y
と
の
共
同
生
活
の
た
め
の
費
用
を
支
出
し
た
こ
と
は
殆
ど
な

く
そ
の
費
用
は
専
ら
Y
の
芸
妓
置
屋
と
し
て
の
営
業
収
益
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
本
件
の
二

0
0万
円
に
つ
い
て
も
共
同
生
活
の
た
め
の
費

用
に
充
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
◎
X
は
終
戦
の
頃
に
死
亡
し
た
自
分
の
姪
が

M
と
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
古
く
か
ら
M
を
知
り
、

戦
後
も
M
及
び
Y
と
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
、
◎
二

0
0万
円
と
い
う
金
額
は
（
こ
れ
は
二
、
三
年
の
間
の
何
回
か
の
借
入
金
を
合
計
し
た

も
の
）

Y
と
M
と
の
共
同
生
活
の
費
用
に
充
て
る
金
員
と
し
て
は
高
額
す
ぎ
る
こ
と
、
以
上
④
＠
◎
@
の
事
実
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正

当
理
由
を
否
定
し
た
。

東
京
地
判
は
専
ら
共
同
生
活
の
費
用
を
支
出
し
て
い
た

y
の
収
入
を
認
定
し
て
い
な
い
が
、
二

0
0万
円
と
い
う
金
額
は
高
額
で
あ
っ

て
本
件
の
準
消
費
貸
借
契
約
が
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
―

-
0
0万
円
と
い
う
金
額
は
二
、
三
年
の

間
に

M
が
X
か
ら
何
回
か
借
入
れ
た
金
員
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
準
消
費
貸
借
契
約
は
実
質
的
に
は
、
代
理
人

(
M
)

自
身
の
債
務
の
保
証
の
た
め
に
代
理
人
が
本
人
(

y

)

を
代
理
し
て
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
決
定
的
否
定
的
フ
ァ
ク

ク
ー
で
あ
り
（
た
と
え
ば
判
例
⑯
）

X
は
M
.
y
と
は
熟
知
の
間
柄
（
◎
）
で
、

M
.
y
の
共
同
生
活
の
実
態
（
④
＠
）
も
よ
く
知
っ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
準
消
費
貸
借
契
約
の

y
の
連
帯
名
義
は

M
の
無
権
代
理
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
い
だ
く
の
が
む
し
ろ
通

借
財
と
日
常
家
事
行
為



常
で
あ
る
。
従
っ
て
本
件
は
―

-
0条
類
推
を
い
う
ま
で
も
な
く
、
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な

(
6
)
 (

.
l
V
)

判
例
⑭
（
高
松
高
判
昭
和
五
六
年
）
の
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

y
は
昭
和
四
九
年
九
月
一
日
こ
ろ
妻
W
と
と
も
に
A
金
庫
へ

赴
き
、
自
己
名
義
で
一
―

10万
円
（
利
息
年
一
割
二
分
）
を
借
り
受
け
W
を
通
じ
て
昭
和
五

0
年
一

0
月
ま
で
に
完
済
し
た
（
こ
れ
を
借
財

①
と
す
る
）
。

て
か
ら
五
ヶ
月
余
り
後
の
昭
和
五
一
年
四
月
五
日
こ
ろ
W
は
y
に
無
断
で

y
を
借
主
、
自
己
を
連
帯
保
証
人
と
し
て
A
金
庫
か
ら
用
途
を

子
供
部
屋
の
改
築
資
金
と
し
て
―
―

10万
円
（
利
息
年
一
割
五
厘
）
を
借
り
受
け
た
。
そ
の
際
W
は
y
の
雇
主
か
ら
か
ね
て
渡
さ
れ
て
い
た

Y
の
昭
和
五

0
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
給
与
手
取
額
合
計
約
一
―
―
―
―

10万
円
）
を
A
金
庫
を
差
入
れ
、

A
金
庫
は

Y
が
遠
洋
漁
業

に
出
漁
中
で
あ
る
こ
と
を
W
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
が
、

y
に
借
入
意
思
の
確
認
を
せ
ず
、
家
屋
改
築
の
調
査
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
三

0
万
円
の
現
実
の
使
途
は
不
明
だ
が
借
出
し
か
ら
一
ヶ
月
余
り
後
の
同
年
五
月
一
五
日
こ
ろ
W
か
ら
一
括
完
済
さ
れ
た
（
こ
れ
を
借
財
③

と
す
る
）
。

第
四

0
巻
第
一
号

Y
は
遠
洋
鮪
漁
船
の
機
関
員
で
あ
り
昭
和
五

0
年
一

0
月
二
五
日
こ
ろ
出
漁
し
同
五
1

一
年
一
一
一
月
帰
宅
し
た
。

こ
の
一
括
完
済
か
ら
五
日
後
に

A
金
庫
は

W
と
の
間
に

Y
を
借
主
、

W
を
保
証
人
と
す
る
本
件
一
五

0
万
円
の
消
費
貸
借
契

約
を
締
結
し
た
が
、
借
財
③
の
際
に

W
が
差
入
れ
て
い
た
源
泉
徴
収
票
等
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、

Y
へ
の
意
思
確
認
を
せ
ず
、
貸
付
金
の

使
途
に
関
し
て
は
W
か
ら
台
所
改
修
工
事
見
積
書
を
提
出
さ
せ
た
の
み
で
他
の
調
査
を
し
な
か
っ
た
。

Y
は
昭
和
五
二
年
一
ー
一
月
に
帰
宅
し
、

A
金
庫
か
ら
の
電
話
で
初
め
て
借
財
③
と
本
件
借
財
の
こ
と
を
知
り
、

W
に
使
途
を
尋
ね
た
が
、

W
は
一
五

0
万
円
の
う
ち
約
一
―

10万
円

を
湯
沸
器
の
購
入
設
置
代
及
び
台
所
内
壁
の
補
修
代
に
使
い
、
七
万
円
余
を
長
男
の
入
院
治
療
に
費
消
し
た
と
告
げ
た
ほ
か
は
、
残
―
―

0
万
円
余
の
使
途
を
明
さ
ず
、

Y
帰
宅
よ
り
約

110日
後
に
自
己

(
W
)
名
義
部
分
を
記
載
ず
み
の
協
議
離
婚
届
書
を

y
の
も
と
へ
残
し

て
家
出
し
、

y
は
同
年
六
月
三
日
W
と
協
議
離
婚
し
た
。

Y
は
A
金
庫
よ
り
返
済
を
催
告
さ
れ
た
が
W
の
無
権
代
理
で
あ
る
旨
を
告
げ
て

関
法

六
八

（
六
八
）

y
が
出
漁
し



事
行
為
に
該
る
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る
。

事
行
為
に
該
る
か
否
か
が
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

六
九

（
六
九
）

一
五

0
万
円
が

y
の
年
間
収
入
の
半
分
近
く
に
該
る
と
い
う
本
件
で
は
、

催
告
に
応
ぜ
ず
、
昭
和
五
二
年
八
月
一
五
日
こ
ろ
A
金
庫
は

y
に
対
す
る
本
件
消
費
貸
借
契
約
上
の
債
権
を
X
に
譲
渡
し
、

X
が

y
に
対

し
て
元
利
金
未
払
分
(
-
四
六
万
九
千
円
）
の
返
済
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

高
松
高
判
は
W
の
無
権
代
理
に
よ
る
一
五

0
万
円
の
借
財
の
う
ち
日
常
家
事
的
に
費
消
さ
れ
た
三
七
万
円
の
借
入
れ
に
つ
い
て
は
、

Y

夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
に
該
る
の
で
Y
に
連
帯
責
任
が
あ
る
と
判
示
し
た
上
で
、
以
下
の
理
由
で
一
五

0
万
円
中
三
七
万
円
を
超
え
る
金

銭
の
借
入
れ
に
つ
い
て
も
、

A
金
庫
に
お
い
て
そ
れ
が
Y
夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
と
信
ず
る
と
か
、
借
財
③
を
基
本
代
理
権

と
し
て
W
が

y
の
代
理
人
で
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
か
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
即
ち
一
五
〇

万
円
の
使
途
目
的
に
つ
き

W
の
説
明
を
信
用
し
た
と
し
て
も
、

額
（
借
財
①
・
借
財
R
)
の
五
倍
で
あ
る
の
に
、

W
が
早
急
な
貸
付
方
を
申
し
入
れ
る
や
A
金
庫
は

W
か
ら
さ
え
緊
急
の
出
費
の
具
体
的

事
情
を
確
か
め
ず
、
出
漁
中
の

Y
が
乗
船
す
る
漁
船
が
寄
港
す
る
先
へ
、

Y
の
意
思
を
確
認
す
る
方
法
も
採
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
（
④
)

A
金
庫
に
持
参
し
た
こ
と
(
R
)
等
を
考
慮
し
て
も
、
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

本
件
を
私
見
に
即
し
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
一
五

0
万
円
の
借
り
受
け
行
為
そ
の
も
の
が
、

Y
夫
婦
の
資
産
・
収
入
か
ら
し
て
日
常
家

当
該
借
り
受
け
行
為
は
当
然
に
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。
判
旨
の
よ
う
に
実
際
の
使
途
を
考
慮
し
て
借
り
受
け
行
為
の
一
部
が
日
常
家

次
に
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
A
に―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
と
（
借
財

R
は

W
の
無
権
代
理
行
為
で
あ
り
基
本
代
理
権
と
は
な
り
得
な
い
）
本
件
に
お
け
る
決
定
的
否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
は
、

A
は
W
よ
り
Y
が

借
財
と
日
常
家
事
行
為

を
鑑
み
る
と
、
借
財
①
と
借
財
R
は
完
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
@
)
、

W
は
本
件
借
受
け
申
込
み
に
あ
た
り

y
の
印
章
と
印
鑑
証
明
書
を

一
五

0
万
円
は
Y
の
年
間
収
入
の
約
半
分
近
く
に
該
り
、
従
来
の
貸
付
け



意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
）
。

の
本
件
借
財
の
申
込
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
①
）
、

第
四
0
巻
第
一
号

出
港
か
ら
帰
港
予
定
時
ま
で
一
年
余
と
い
う
長
期
間
の
遠
洋
漁
業
へ
出
漁
中
（
実
際
は
約
一
年
五
ヶ
月
の
出
漁
で
あ
っ
た
）
で
あ
る
こ
と

(
7
)
 

を
聞
か
さ
れ
て
お
り
、

Y
の
長
期
不
在
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

Y
が
出
漁
中
で
長
期
不
在
で
あ
れ
ば
、

W
が

y
の
印
章
や
印

鑑
証
明
書
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
事
実
（
◎
）
は
、
き
わ
め
て
弱
い
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
し
か
な
ら
な
い
。
私
見
は
他
方
配
偶
者
が

日
常
家
事
の
範
囲
を
こ
え
た
特
定
の
行
為
に
つ
い
て
幾
度
か
真
実
本
人
を
代
理
し
て
相
手
方
と
取
引
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
と
考
え
る
が
（
梅
・
富
井
•
第
一
類
型
）
、

行
し
、
ま
た

W
を
通
じ
て
完
済
さ
れ
た
と
は
い
え

Y
本
人
が
A
と
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
借
財
②
は

W
の
無
権
代
理
行
為
で
あ
る
か
ら

(
@
)
、
や
は
り
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
本
件
で
は
借
財
③
が
借
出
し
か
ら
一
ヶ
月
余
り
後
に
（
約
定
で
は

一
五
回
割
賦
で
あ
っ
た
）

一
括
完
済
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
二
日
後
に
（
契
約
締
結
は
一
括
完
済
か
ら
五
日
後
）
、

む
し
ろ

W
の
無
権
代
理
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
い
だ
く
の
が
当
然
だ
と
思

わ
れ
る
事
情
す
ら
存
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
高
松
高
判
が
認
定
し
た
事
実
か
ら
は
本
件
の
A
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

結
局
本
件
の
一
五

0
万
円
の
借
財
は
、

W
の
無
権
代
理
行
為
に
な
る
。
但
し
、
実
際
に
日
常
家
事
行
為
に
支
出
さ
れ
た
三
七
万
円
の
部
分

に
つ
い
て
は
、

Y
は
そ
の
返
還
債
務
に
つ
い
て
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
現
実
の
使
途
の
認
定
は
こ
の

(
>
)
判
例
⑳
（
東
京
地
判
昭
和
五
五
年
）
は
有
限
会
社
を
経
営
す
る
夫
M
が
X
信
用
金
庫
か
ら
妻

y
を
借
主
、
自
己
を
連
帯
保
証
人
と
し

て
二
五

0
万
円
を
借
り
受
け
た
が
、
そ
の
際
M
は
X
に
使
途
目
的
を
娘
（
当
時
ニ
ニ
歳
）
の
結
婚
費
用
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
実
際
は
自
己

の
会
社
の
営
業
資
金
に
充
て
る
意
図
で
あ
り
現
実
に
そ
の
よ
う
に
費
消
さ
れ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

東
京
地
判
は
既
に
成
熟
し
た
娘
の
結
婚
費
用
と
し
て
、
し
か
も
二
五

0
万
円
も
の
多
額
の
金
員
を
借
り
受
け
る
行
為
は
日
常
家
事
行
為

関
法

し
か
も
五
倍
の
借
入
額

借
財
①
は
借
り
受
け
の
際
W
が
Y
に
同

七
〇

（
七
0
)



調
達
す
る
意
図
で
あ
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

い
う
事
情
が
あ
る
な
ら
ば
（
梅
・
富
井
•
第
一
類
型
）

七

（
七
一
．
）

M
が
使
途
目
的
を
何
と
説
明
し
よ
う
と
、

く
理
由
が
な
い
」
と
判
示
し
た
。

「
そ
の
余
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な

に
該
ら
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、

X
の―

-
0条
類
推
に
よ
る
表
見
代
理
の
主
張
に
対
し
て
は
、
こ
れ
は
娘
の
結
婚
費
用
に
あ
て
る
た
め

借
財
す
る
こ
と
が

y
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
に
該
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

東
京
地
判
は

y
夫
婦
の
収
入
を
認
定
し
て
い
な
い
が
債
務
額
が
二
五

0
万
円
と
い
う
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
件
借
財
は
当
然
日
常
家

事
行
為
に
該
ら
な
い
。
そ
し
て
私
見
の
基
準
に
照
ら
し
て
も
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は
一
―

0
条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
が
、
東
京

地
判
の
判
旨
の
よ
う
に

M
の
説
明
に
よ
り

X
が
信
じ
た
使
途
目
的
が
そ
も
そ
も
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
事
情
を

考
慮
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
態
度
は
問
題
で
あ
る
。
仮
に
本
件
で
M
が
真
実
Y
を
代
理
し
て
幾
度
か

X
と
取
引
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

（
判
例
⑰
参
照
）
、

ま
た
何
に
借
受
金

が
費
消
さ
れ
よ
う
と
厳
格
な
私
見
の
甚
準
に
照
ら
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
の
で
あ
る
。
行
為
者
の
説
明

し
た
使
途
目
的
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
を
重
視
し
て
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
判
例
④
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
）
の
よ
う

な
態
度
に
も
問
題
は
多
い
が
、
本
件
判
旨
の
よ
う
に
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的
が
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
か
ら
他
の
事
情
を
考
慮

し
な
い
と
い
う
態
度
も
事
実
認
定
が
あ
い
ま
い
に
な
る
と
い
う
危
険
性
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

(
•
V
l
)
判
例
⑭
（
東
京
高
判
昭
和
四
八
年
）
は
妻
W
が
y
信
用
金
庫
か
ら
夫
X
を
借
主
と
し
て
二
0
万
円
を
借
り
受
け
た
が
、
そ
の
際
W
は

Y
に
使
途
目
的
を
長
男
の
大
学
入
学
の
た
め
の
費
用
に
あ
て
る
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
は
自
己
の
勤
務
先
の
上
司
と
の
外
泊
費
用
を

X
の
債
務
不
存
在
確
認
の
訴
に
対
し
て

y
は、

W
が
X
か
ら
別
箇
の
事
項
に
つ
き
与
え
ら
れ
て
い
た
代
理
権
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条

の
表
見
代
理
の
主
張
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
高
判
は
そ
の
よ
う
な
基
本
代
理
権
を
W
は
X
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
本

借
財
と
日
常
家
事
行
為



肯
定
さ
れ
な
い
。

第
四

0
巻
第
一
号

件
二

0
万
円
の
借
財
の
前
提
と
し
て
X
を

y
の
会
員
と
す
る
た
め
の

X
名
義
の
普
通
預
金
口
座
の
開
設
に
つ
い
て
も
W
が
X
に
無
断
で
X

の
印
章
を
冒
用
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

X
の
意
思
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
、

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て

W
の
実
際
の
使
途
目
的
は
上
司
と
の
外
泊
費
用
を
調
達
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
現
実
に

何
に
費
消
さ
れ
た
か
は
認
定
し
て
い
な
い
）
本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
ず
、
ま
た
―

-
0条
類
推
に
よ
る
表
見
代
理
の
主
張
立

東
京
高
判
は

X
W
夫
婦
の
収
入
を
認
定
し
て
い
な
い
が
昭
和
四
四
年
当
時
の
二

0
万
円
は
中
流
家
庭
の
平
均
月
収
よ
り
高
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
私
見
に
即
し
て
も
本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
。
そ
し
て
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条

の
適
用
を
検
討
す
る
と
、

（
七
二
）

こ
の
よ
う
な
経
過
で
本
件
借
財
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
Y
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も

y
に
お
い
て

W
に
代
理
権
が
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
重
大
な
過
失
が

印
鑑
証
朋
書
を
所
持
し
た
こ
と
は
弱
い
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
す
ぎ
ず
、

(
8
)
 

本
件
借
財
の
前
提
と
な
る

X
名
義
の
普
通
預
金
口
座
の
開
設
も
W
の
無
権
代
理
行
為
で
あ
る
か
ら

y
に
つ
い
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
は

金
商
四
〇
吾
竺
四
頁
の
本
件
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、
借
財
が
日
常
家
事
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
否
か
は

W
が
Y
に
対
し
て
説
明

し
た
使
途
目
的
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
く
借
入
の
本
当
の
目
的
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
た
る
Y
が
こ
の
酷
な
結

、
、
、
、
、
、
、
、

果
を
避
け
た
い
な
ら
最
判
昭
和
四
四
年
―
―
一
月
一
八
日
に
基
づ
い
た
表
見
代
理
の
主
張
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
コ
メ
ン

ト
は
Y
が一

-
0条
類
推
の
主
張
を
し
て
い
た
な
ら
ば

W
の
説
明
し
た
使
途
目
的
に
対
す
る
Y
の
誤
信
が
も
っ
と
も
だ
と
い
え
る
か
が
一

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
、
そ
し
て

W
の
説
明
し
た
使
途
目
的
に
対
す
る

y
の
誤
信
が
も
っ
と
も
だ

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
Y
に―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
が
成
立
し

Y
が
保
護
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一

W
が
X
の
印
章
（
実
印
及
び
認
印
）
、

証
を
Y
は
全
く
し
て
い
な
い
と
判
示
し
て
Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

関
法

七



七

-
0条
を
直
接
適
用
し
た
な
ら
ば
私
見
の
み
な
ら
ず
通
常
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
際
の
判
例
の
立
場
に
即
し
て
も
正
当
理
由
が
否
定

(
9
)
 

さ
れ
る
本
件
に
お
い
て
、

―

-
0条
類
推
の
主
張
を
し
た
な
ら
ば
そ
の
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
見
が

し
ば
し
ば
指
摘
す
る
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
問
題
点
、
即
ち
判
断
基
準
の
あ
い
ま
い
さ
か
ら
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
危
険
性

(

i

)

夫
婦
の
一
方
（
例
え
ば
妻
）
が
他
人
の
債
務
に
つ
い
て
夫
に
無
断
で
夫
名
義
の
連
帯
債
務
契
約
あ
る
い
は
連
帯
保
証
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
は
、
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
他
人
の
債
務
に
つ
い
て
連
帯
債
務
を
負
担
し
た
り

連
帯
保
証
を
す
る
と
い
う
行
為
が
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
と
は
予
想
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

判
例
⑪
（
名
古
屋
地
判
昭
和
四
四
年
）
は
A
が
従
前

y
に
対
し
て
負
担
し
て
い
た
債
務
を
借
り
替
え
る
に
つ
き
、
妻
W
が
A
の
知
人
と
し
て

こ
れ
を
保
証
す
べ
く
連
帯
債
務
者
の
形
式
を
仮
装
し
夫
X
に
無
断
で
A
と
と
も
に

X
名
義
の
四
万
円
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、

そ
こ
に
は
執
行
認
諾
の
意
思
表
示
を
し
た
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

名
古
屋
地
判
は
本
件
借
財
の
債
務
額
は
わ
ず
か
四
万
円
で
あ
る
が
こ
れ
は
実
質
上
他
人
の
借
財
に
対
す
る
保
証
契
約
を
締
結
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
七
六
一
条
の
い
わ
ゆ
る
家
事
代
理
権
は
表
見
代
理
の
基
本
代
理
権
と
は
な
ら

な
い
と
し
て
、
七
六
一
条
の
家
事
代
理
権
を
前
提
と
し
て

X
が
表
見
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
旨
判
示
し
た
。

本
件
の

W
が

y
に
対
す
る
自
己
名
義
の
債
務
に
つ
い
て
X
に
無
断
で
X
を
連
帯
債
務
者
と
し
た
の
な
ら
ば
、
四
万
円
と
い
う
債
務
額
か

、
、
、
、
、
、

ら
し
て

(
X
の
収
入
は
不
明
で
あ
る
が
）
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
と
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
が
、
本
件
で
は
他
人
で
あ
る
A
の
Y
に
対

す
る
債
務
に
つ
い
て
W
が
X
に
無
断
で
X
を
連
帯
債
務
者
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
債
務
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。

(

3

)

 

借
財
と
日
常
家
事
行
為

他
人
の
債
務
に
つ
い
て
の
連
帯
債
務
・
連
帯
保
証

(
I
I
a
b
型
）
の
場
合

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
、
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

（七一＿一）



(

4

)

 

め
ら
れ
な
い
し
、

第
四
〇
巻
第
一
号

ま
た
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は
本
人
Y
へ
の
問
合
せ
を
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
（
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
）

は
何
も
存
在
し
て
い
な
い
か
ら

y
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

―1
0
 

(
~
1
1
)
判
例
⑫
（
最
判
昭
和
四
五
年
）
は
、
妻W
が
夫
y
に
無
断
で
y

の
実
印
や
印
鑑
証
明
書
を
X
信
用
金
庫
の
貸
付
係
に
呈
示
し
、
A

の
手
形
貸
付
取
引
契
約
に
つ
い
て

y
名
義
で
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
が
、
そ
の
際
X
の
係
員
が
電
話
に
よ
り

y
の
保
証
意
思
を
確
か

め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

W
か
ら

y
は
県
庁
勤
務
で
電
話
に
よ
る
確
認
は
困
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
の
申
入
れ
が
あ
り
、

X
も
こ
の
申
入

れ
を
も
っ
と
も
と
考
え
、

Y
の
保
証
の
意
思
は
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と
信
じ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

最
高
裁
は

y
を
代
理
し
て
手
形
貸
付
取
引
契
約
の
連
帯
保
証
を
な
す
権
限
が

W
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
内
に
属
す
る
も
の
と
は
認

帯
保
証
を
す
る
こ
と
が
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
次
に

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
で
あ
る
が
実
印
や
印
鑑
証
明
書
の
所
持
は
微
弱
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
に
す
ぎ
ず
、

W
の
本
人
へ
の
確
認

は
こ
ま
る
と
の
申
入
れ
は
、
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
ら
な
い
。
本
件
で
は
本
人
Y
に
W
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を

す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
（
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
）
は
何
ら
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
、

条
類
推
を
い
う
ま
で
も
な
く
X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

（
出
）
判
例
⑮
（
東
京
地
判
昭
和
四
九
年
）
は
妻
が
自
分
の
弟
の
債
務
に
つ
き
夫
に
無
断
で
弟
が
夫
を
代
理
し
て
夫
名
義
の
連
帯
保
証
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
が
、
復
代
理
の
問
題
が
か
ら
む
の
で
復
代
理

(
I
l
a
d
型
）
の
と
こ
ろ
で
考
察
す
る
。

高
利
・
サ
ラ
金

(
I
I
a
C
型
）
の
場
合

(

i

)

判
例
⑰
（
東
京
地
判
昭
和
五
三
年
）
は
、
妻
W
が
夫

y
に
無
断
で
自
己
と

y
の
連
帯
債
務
名
義
で
X
か
ら
一

0
万
円
を
利
息
日
歩
一
―
―

関
法

―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
も
認
め
ら
れ
な
い
旨
判
示
し
た
。

W
が
A
の
手
形
貸
付
取
引
契
約
に
つ
い
て

y
名
義
の
連

七
四

（
七
四
）



0
銭
で
借
り
受
け
、
そ
の
際
使
途
目
的
は
長
男
の
旅
行
費
用
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
事
案
で
あ
る
。

七
五

（
七
五
）

東
京
地
判
は

y
は
昭
和
四
七
年
頃
か
ら
W
と
離
婚
を
前
提
に
別
居
し
、
別
居
後
他
の
女
性
と
同
棲
し
な
が
ら
月
々
の
生
活
費
を
W
と
長

男
に
仕
送
り
し
て
い
た
事
実
を
認
定
し
、
本
件
借
財
当
時
（
昭
和
五
二
年
）

y
と
W
と
の
間
に
は
夫
婦
の
共
同
生
活
関
係
の
実
体
は
な
く
婚

姻
関
係
は
破
綻
に
瀕
し
て
い
た
と
判
断
し
た
上
で
、

X
が
主
張
す
る

W
の
言
に
よ
る
使
途
目
的
は
た
や
す
く
措
信
し
難
く
他
に
こ
れ
を
認

め
る
に
足
る
証
拠
は
な
い
か
ら
本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
旨
判
示
し
た
。

X
は
④
W
が
連
帯
借
用
書
に

y
の
署
名
・
押
印

を
代
行
し
た
こ
と
、
＠
金
額
が
小
額
で
あ
る
こ
と
、
◎
使
用
目
的
を
長
男
の
旅
行
費
用
と
説
明
し
た
こ
と
、
＠
住
所
が
府
中
市
内
で
あ
る

こ
と
と
、
⑮
W
が
自
分
の
印
鑑
証
明
書
を
持
参
し
た
こ
と
、
を
あ
げ
て
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
東
京
地
判
は
④
◎
⑮
の
事
実
は
そ
も
そ
も
本
件
借
財
が

y
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と

X

が
信
じ
る
に
つ
き
正
当
な
理
由
と
は
な
り
え
な
い
と
し
、

W
が
述
べ
た
使
途
目
的
の
真
偽
を
X
が
確
か
め
た
形
跡
は
な
く
借
入
金
が
長
男

の
旅
行
費
用
に
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
、

W
の
言
は
単
な
る
口
実
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
借
入

金
が
比
較
的
小
額
で
あ
る
に
し
て
も
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
と
判
断
し
た
。

本
件
の

Y
と
W
は
離
婚
を
前
提
に
別
居
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
場
合
の
妻
に
も
日
常
家
事
代
理
権
が
肯
定
さ
れ
る
の
か
が
ま
ず

問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
別
居
の
場
合
ド
イ
ツ
民
法
―
―
―
一
五
七
条
三
項
は
日
常
家
事
代
理
権
の
適
用
を
排
除
す
る
旨
規
定
し
て
お
り
、

我
が
国
に
お
い
て
も
別
居
に
よ
っ
て
共
同
生
活
が
消
減
し
夫
婦
が
事
実
上
全
く
別
個
独
立
の
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
場
合
（
い
わ
ば

離
婚
の
前
段
階
）
に
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
が
著
し
く
縮
小
す
る
と
考
え
る
学
説
（
三
島
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大

系
II
ニ
四
四
頁
）
が
あ
る
。
確
か
に
日
常
家
事
行
為
が
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に

反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
以
上
、
内
縁
関
係
の
当
事
者
に
は
そ
の
共
同
生
活
の
実
体
か
ら
し

借
財
と
日
常
家
事
行
為



理
権
が
あ
る
に
し
て
も
そ
の
範
囲
内
の
行
為
で
は
な
い
。

い）。
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て
日
常
家
事
代
理
権
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
し
、
反
対
に
共
同
生
活
の
実
体
の
な
い
夫
婦
に
は
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
別

居
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
近
時
よ
く
あ
る
長
期
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
な
の
か
、
共
同
生
活
の
実
体
は
既
に
な
く
な
り
離
婚

の
前
段
階
と
し
て
の
別
居
な
の
か
は
、
外
部
の
第
三
者
に
は
容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
夫
婦
の
。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
婚
姻
関
係
が
破
綻
に
帰
し
て
長
期
間
別
居
し
て
い
て
も
妻
が
夫
名
義
の
家
屋
に
居
住
し
て
そ
れ
を
管
理
し
、
夫
名
義
で
日
常
品
を
購

入
し
、
夫
名
義
で
公
共
料
金
や
子
女
の
教
育
費
等
を
支
払
っ
て
い
る
と
い
う
客
観
的
事
情
が
あ
れ
ば
、
か
か
る
場
合
の
妻
に
は
日
常
家
事

代
理
権
が
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
件
判
旨
は
Y
と
W
の
婚
姻
関
係
は
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
が
、
右

の
よ
う
な
客
観
的
事
情
は
認
定
し
て
い
な
い
の
で
、
本
件
判
旨
で
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は

W
の
日
常
家
事
代
理
権
の
有
無
は
判
断
で
き

な
い
（
も
っ
と
も
本
件
判
旨
は

y
と

W
の
婚
姻
関
係
は
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
か
ら

W
に
は
日
常
家
事
代
理
権
は
な
い
と
は
い
っ
て
い
な

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
本
件
借
財
は
日
歩
一
―

-0銭
（
年
利
一
〇
九
・
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
）
の
高
利
で
あ
る
か
ら
、

次
に
本
件
判
旨
は
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
は
金
額
（
＠
）
と
使
途
目
的
（
◎
)
だ
け

で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
の
み
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て

い
る
。
本
件
の

X
が
主
張
す
る
④
＠
◎
＠
⑮
の
事
実
か
ら
は
私
見
の
基
準
に
照
ら
し
て
X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
せ
ず
本
人

y

が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
本
件
判
旨
の
結
論
自
体
は
妥
当
で
あ
る
。
判
例
④
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
）
、

地
判
昭
和
五
五
年
）
の
検
討
で
も
指
摘
し
た
様
に
、

W
の
言
か
ら
X
が
使
途
目
的
を
誤
認
し
た
こ
と
が
も
っ
と
も
だ
と
い
え
る
か
ど
う
か
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
本
人

y
に
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
相
手
方
の
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
基
準
と
し
て
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
な

お
本
件
で

W
の
日
常
家
事
代
理
権
が
既
に
消
減
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
本
件
の

W
は
か
つ
て
有
し
て
い
た
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を
こ

関
法

七
六

W
に
日
常
家
事
代

判
例
⑫
（
名
古
屋

（
七
六
）



0
条
類
推
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
旨
判
示
し
た
。

跡
が
な
い
こ
と
、

七
七

（
七
七
）

一
方
利
息
制
限
法
に
よ
れ
ば
こ
の
場
合
の
遅
延

一
般
に

X
が
貸
付
を
す
る
時
は

え
て
行
為
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
私
見
で
は
―

-
0条
と
一
ご
一
条
の
重
畳
適
用
の
問
題
と
な
る
。
本
件
判
旨
は

W
の
日
常
家
事
代
理

権
の
有
無
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
消
滅
し
た
場
合
で
も
―

-
0条
類
推
適
用
説
で
処
理
す
る
趣
旨
な
の
か
否
か
は
不

(10) 

明
で
あ
る
。

合
）
判
例
⑮
（
横
浜
地
判
昭
和
五
七
年
）
は
妻
W
が
夫
Y
に
無
断
で
自
分
と

y
の
二
個
の
印
章
を
持
参
し
て

X
リ
ー
ス
会
社
か
ら
自
分
と

Y
の
連
帯
債
務
名
義
で
一
―
万
七
六

0
0円
（
遅
延
損
害
金
日
歩
一
―

1
0銭
）
を
借
り
受
け
た
が
、
そ
の
際
W
は
X
の
貸
付
担
当
者
に

Y
は

製
あ
ん
会
社
に
勤
務
し
月
給
約
三

0
万
円
を
得
て
い
る
が
給
料
日
が
月
初
め
で
生
活
費
が
な
く
な
っ
た
と
説
明
し
、

X
の
貸
付
担
当
者
は

横
浜
地
判
は

W
の
言
に
よ
る

y
の
職
業
、
収
入
、
借
受
金
の
使
途
等
に
つ
い
て
こ
れ
を
裏
付
け
る
に
た
り
る
証
拠
は
な
い
か
ら
、
借
受

金
額
が
一
―
万
余
円
で
あ
っ
て
も
本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、

借
受
申
込
者
か
ら
保
険
証
の
提
示
と
給
与
明
細
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
提
出
を
求
め
る
の
を
常
に
し
て
い
る
の
に
本
件
の
場
合
は

W
の
言

を
軽
信
し
て
給
与
明
細
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
提
出
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、

損
害
金
の
限
度
は
年
三
割
六
分
（
三
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
）

借
財
と
日
常
家
事
行
為

用
途
欄
に
「
家
事
費
用
」
と
記
載
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

X
は
他
に

W
の
言
の
真
偽
を
確
認
す
る
措
置
を
と
っ
た
形

―
一
万
七
六

0
0円
は
借
受
日
の
昭
和
五
三
年
五
月
二
九
日
か
ら
翌
月
初
め
の
給
料
日
ま
で
の
当
座
の
生
活
費
と
し
て

は
い
さ
さ
か
高
額
す
ぎ
て
使
途
に
つ
き
疑
念
を
挟
む
余
地
な
し
と
し
な
い
こ
と
等
か
ら
、

本
件
借
財
の
遅
延
損
害
金
日
歩
―
―

-0銭
は
年
利
一
〇
九
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
、

W
が
一
一
個
の
印
章
を
持
参
し
た
と
し
て
も
一
―

で
あ
る
か
ら
、
債
務
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
本
件
借
財
は
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
。

そ
し
て

W
は
保
険
証
を
提
示
し
自
分
と

Y
の
二
個
の
印
章
を
持
参
し
た
の
み
で
あ
り
、
本
人

y
に
W
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
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問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
何
ら
存
在
し
な
い
本
件
で
は
、

-
0条
類
推
を
言
う
ま
で
も
な
く
、

C
1
1
1
)

今
日
サ
ラ
金
の
利
用
者
は
二

0
0万
人
と
も
四

0
0万
人
と
も
い
わ
れ
（
「
サ
ラ
金
―

-
0番
ー
サ
ラ
金
の
返
済
と
整
理
の
為

の
実
務
—
」
一
頁
）
サ
ラ
金
地
獄
と
よ
ば
れ
る
返
済
苦
か
ら
家
庭
が
崩
壊
す
る
な
ど
サ
ラ
金
問
題
が
重
要
な
社
会
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ

ら
れ
て
か
ら
既
に
久
し
い
の
に
、

サ
ラ
金
に
関
す
る
判
例
は
以
外
に
少
な
い
。
そ
れ
は
サ
ラ
金
業
者
の
苛
酷
な
取
立
て
か
ら
、
多
く
の
人

(11) 

は
支
払
義
務
は
な
く
て
も
泣
く
泣
く
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ラ
金
と
日
常
家
事
行
為
と
の
関
係
に

つ
い
て
い
え
ば
、

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

W
の
言
に
よ
る
使
途
目
的
や
一

サ
ラ
金
業
者
が
主
婦
に
対
し
て
出
費
が
何
に
あ
て
ら
れ
る
か
を
問
い
、
生
活
費
に
あ
て
る
と
の
言
を
得
て
か
ら
貸
付
け
、

後
に
生
活
費
に
あ
て
る
と
言
う
か
ら
貸
し
た
の
だ
か
ら
（
つ
ま
り
日
常
家
事
行
為
だ
か
ら
）
何
も
知
ら
な
か
っ
た
夫
に
も
七
六
一
条
に
基

づ
き
連
帯
責
任
が
あ
る
と
主
張
す
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
き
て
お
り
、
七
六
一
条
は
さ
な
が
ら
サ
ラ
金
業
者
の
取
立
て
の
法
律
的
道
具
と
し

(12) 

て
機
能
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
「
サ
ラ
金
―

-
0番
」
は
サ
ラ
金
利
用
者
救
済
の
た
め
に
実
務
的
視
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

返
済
す
る
責
任
が
あ
る
と
七
六
一
条
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
五
一
頁
、

る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
サ
ラ
金
業
者
か
ら
の
借
金
で
あ
れ
使
途
に
よ
っ
て
は
（
家
計
費
に
使
う
な
ど
）
内
緒
に
さ
れ
た
夫
ま
た
は
妻
も

(13) 

五
二
頁
）
。

当
該
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
使
途
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、

日
常
家
事
行
為
の
概
念
と
範
囲

を
あ
い
ま
い
に
し
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
危
険
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
幾
度
か
指
摘
し
て
き
た
が
、
高
利
・
サ
ラ
金

の
場
合
は
た
と
え
月
収
の
マ
~
三
割
程
度
の
借
財
で
あ
れ
日
常
家
事
行
為
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
歩
一
―

-
0銭
で
借
財
を
す
れ
ば
一

年
後
に
は
元
利
合
計
が
借
受
額
の
二
倍
以
上
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
超
高
利
の
借
財
を
す
る
行
為
自
体
が
、
夫
婦
の
共
同
生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
と
は
い
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
判
例
も

関
法

七
八

（
七
八
）



七
九

（
七
九
）

使
途
目
的
云
々
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
高
利
・
サ
ラ
金
の
場
合
は
結
論
と
し
て
日
常
家
事
行
為
と
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
私
見
の
よ

う
に
七
六
一
条
に
規
定
す
る
日
常
家
事
行
為
の
本
来
の
意
義
に
た
ち
返
っ
て
、
高
利
・
サ
ラ
金
の
借
財
は
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
と
断

(14) 

言
す
る
こ
と
が
今
日
の
サ
ラ
金
問
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
啓
発
に
も
な
る
と
考
え
る
。

復
代
理

(
n
a
d
型
）
の
場
合

(
•
1
)判例
⑮
（
東
京
地
判
昭
和
四
九
年
）
は
妻
W
が
夫
y
に
無
断
で
、
自
分
の
弟
A
の
X
信
用
株
式
会
社
に
対
す
る
五
0
万
円

(
A
の
営

業
資
金
）
の
債
務
に
つ
き
、

A
が

y
を
代
理
し
て
Y
名
義
の
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
り
、
そ
の

契
約
時
に
A
は
W
よ
り
手
渡
さ
れ
た
Y
の
実
印
を
所
持
し
、
自
分
が
交
付
を
受
け
た
Y
の
印
鑑
証
明
書
を
X
に
提
出
し
、

X
の
y
宅
に
対

す
る
確
認
の
電
話
に
は

W
が

y
の
承
諾

(
A
の
X
に
対
す
る
債
務
に
つ
き
A
が

y
を
代
理
し
て
Y
名
義
の
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ

東
京
地
判
は
妻
が
夫
を
代
理
し
て
他
人
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
は
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
外
の
こ
と
で

あ
り
、
本
件
は

W
が
自
己
の
意
思
で

y
に
無
断
で
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
て
A
に
対
し
て

y
の
代
理
人
と
し
て
連
帯
保
証
契
約

締
結
の
権
限
を
与
え
た
も
の
と
判
断
し
た
上
で
、
日
常
家
事
代
理
権
は
法
定
代
理
権
で
あ
る
か
ら
夫
婦
の
一
方
は
そ
の
責
任
に
お
い
て
自

由
に
復
代
理
人
を
選
任
で
き
（
も
っ
と
も
本
件
の
湯
合
他
人
の
債
務
を
保
証
す
る
と
い
う
権
限
は

W
自
身
の
日
常
家
事
代
理
権
に
属
し
な

は
そ
の
復
代
理
人
が
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
異
別
に
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
も
―

-
0条
類
推
適

用
説
が
妥
当
す
る
旨
判
示
し
、

X
は
金
員
の
貸
与

(
A
の
営
業
資
金
）
及
び
そ
の
連
帯
保
証
が

y
の
日
常
の
家
事
と
は
全
く
関
係
の
な
い

こ
と
を
当
然
知
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら

X
に―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為

い
か
ら
、

は
た
し
て
A
が
復
代
理
人
と
い
え
る
の
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
）
、

権
限
諭
越
行
為
を
妻
自
身
が
し
た
か
、

と
）
を
得
て
い
る
旨
答
え
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

(

5

)

 

も
し
く
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本
件
で
は
復
代
理
と
―

-
0条
適
用
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
私
見
は
日
常
家
事
代
理
権
の
本
質
を
任
意
代
理
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

夫
婦
の
一
方
は
他
方
の
許
諾
が
あ
る
時
又
は
や
む
こ
と
を
得
ざ
る
事
由
が
あ
る
時
に
復
任
権
を
有
す
る

(
1
0四
条
）
。
本
件
の

y
は
許

一
般
に
代
理
人
に
復
任
権
が
な
い
場
合
に
そ
の
復
代
理

諾
し
て
い
な
い
し
や
む
を
得
な
い
事
情
も
な
い
の
で
、

W
に
は
復
任
権
が
な
い
。

人
が
し
た
行
為
に
つ
い
て
―

-
0条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
①
甲
が
乙
に
授
与
し
た
代
理
権
の
範
囲
内
の
行
為
を
乙

が
丙
に
委
任
し
丙
が
そ
の
範
囲
を
こ
え
な
い
で
行
為
し
た
場
合
（
例

が
乙
に
授
与
し
た
代
理
権
の
範
囲
内
の
行
為
を
乙
が
丙
に
復
任
し
た
と
こ
ろ
丙
が
そ
の
範
囲
を
こ
え
て
行
為
し
た
場
合
（
例

1
0
0万
円
の
借
財
に
つ
い
て
の
代
理
権
を
授
与
し
乙
が
甲
の
た
め
の
一

0
0万
円
の
借
財
に
つ
い
て
丙
に
復
任
し
、
丙
は
丁
か
ら
甲
の

③
甲
が
乙
に
授
与
し
た
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
た
行
為
を
乙
が
丙
に
復

任
し
た
と
こ
ろ
、
丙
も
甲
が
乙
に
授
与
し
た
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
て
行
為
し
た
場
合
（
例

の
代
理
権
を
授
与
し
た
と
こ
ろ
乙
は
甲
の
た
め
の
一

0
0万
円
を
こ
え
る
金
額
の
借
財
に
つ
い
て
丙
に
復
任
し
、
丙
も
丁
か
ら
甲
の
代
理

人
と
し
て
一

0
0万
円
を
こ
え
る
金
額
の
借
財
を
し
た
）
、

が
考
え
ら
れ
る
。
本
件
の

W
は
復
任
権
が
な
い
の
に
、

A
に
A
の
X
に
対
す

る
債
務
に
つ
き
A
が

y
の
代
理
人
と
し
て

y
名
義
の
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

1
1
a
b
型
で
検
討
し
た
よ
う
に
他

人
の
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
行
為
は

W
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
外
の
行
為
を
A
が
Y
の
代
理
人
と
し

て
す
る
こ
と
を
W
は
A
に
承
諾
し

A
が
行
為
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
は
右
の
③
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。
従
っ
て

X
に―

-
0条
の

正
当
理
由
が
成
立
す
れ
ば

y
は
本
人
と
し
て
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
件
は
代
理
人
（
復
代
理
人
A
)
自
身
の
債
務
の
保
証
の
た
め
に
代
理
人
が
本
人
(

y

)

を
代
理
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
（
判
例
⑯

代
理
人
と
し
て
一

0
0万
円
を
こ
え
る
金
額
の
借
財
を
し
た
）
、

甲
が
乙
に
一

0
0万
円
の
借
財
に
つ
い
て

甲
が
乙
に

が
甲
の
た
め
の
一

0
0万
円
の
借
財
に
つ
い
て
丙
に
復
任
し
、

丙
は
丁
か
ら
甲
の
代
理
人
と
し
て
一

0
0万
円
の
借
財
を
し
た
）
、
R
甲

甲
が
乙
に
一

0
0万
円
の
借
財
に
つ
い
て
の
代
理
権
を
授
与
し
乙

関
法
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条
の
適
用
の
関
係
に
つ
い
て
の
判
示
の
し
か
た
が
不
明
で
あ
り
、

弱
い
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
に
す
ぎ
な
い
し
、

I¥ 

（
八
一
）

・
判
例
⑲
と
同
様
）
こ
の
事
実
は
決
定
的
否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
で
あ
る
。

A
は
Y
の
実
印
と
印
鑑
証
明
書
を
所
持
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は

X
の
Y
宅
へ
の
確
認
の
電
話
に
対
し
て
は

W
が
y
の
承
諾
を
得
て
い
る
旨
答
え
た
に
す
ぎ
な

否
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
を
陵
駕
す
る
ほ
ど
の
積
極
的
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
は
存
在
せ
ず
、

従
っ
て

X
に
は
一
―

0
条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。

(
1
5
)
 

本
件
判
旨
（
長
き
に
わ
た
る
の
で
註
記
す
る
）
は
、
日
常
家
事
代
理
権
を
法
定
代
理
で
あ
る
と
し

W
に
は
復
任
権
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、

本
件
は

W
が
自
分
自
身
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
外
の
事
項
に
つ
い
て
の
権
限
を
A
に
与
え
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
た
め
、

A
が
復
代

理
人
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
A
が
復
代
理
人
で
あ
る
と
し
て
も
―

-
0条
適
用
の
前
提
と
な
る
基
本
代
理
権
が
あ
る
の

―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
つ
旨
判
示
し
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て
い
る
。
私
見
は
日
常
家
事
代
理
権

を
任
意
代
理
と
み
る
の
で
本
件
の

W
に
は
復
任
権
が
な
い
。
し
か
し
判
旨
の
よ
う
に
日
常
家
事
代
理
権
を
法
定
代
理
と
み
る
な
ら
ば
、

般
的
・
抽
象
的
に
は
代
理
人
に
復
任
権
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
か
よ
う
な
場
合
（
一
般
的
に
代
理
人
に
復
任
権
が
あ
る
場
合
）
に
そ
の
復

代
理
人
が
し
た
行
為
に
つ
い
て
―

-
0条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
先
に
述
べ
た
任
意
代
理
に

お
い
て
そ
の
復
代
理
人
が
し
た
行
為
に
つ
い
て
―

-
0条
の
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
①
の
場
合
は
乙
に
復
任
権
が
あ
れ

―

-
0条
の
適
用
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
R
と
⑧
の
場
合
は
乙
に
復
任
権
が
あ
っ
て

―

-
0条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
。
本
件
の

W
に
仮
に
復
任
権
が
あ
れ
ば
、

W
は
自
ら

の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
た
行
為
に
つ
い
て
A
に
復
任
し
、

A
も
W
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
て
行
為
し
た
の
で
あ

る
か
ら
右
の
③
の
場
合
に
該
当
す
る
（
い
ず
れ
に
せ
よ

X
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
）
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為

も
丙
の
行
為
は
権
限
鍮
越
の
無
権
代
理
で
あ
り
、

ば
丙
の
行
為
は
有
権
代
理
で
あ
り
、

か
否
か
を
不
明
に
し
た
ま
ま
、

い
か
ら
（
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
に
な
ら
な
い
）
、

本
件
判
旨
は
復
代
理
と
―

1
0

(16) 

―

-
0条
類
推
適
用
説
を
採
っ
た
点
に
も
問
題
は
あ
る
が
、

Y
の
責
任
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(
~
1
1
)
判
例
⑨
（
横
浜
地
判
昭
和
四
二
年
）
は
事
案
は
不
明
で
あ
る
が
判
旨
に
よ
れ
ば
、
夫
名
義
で
賦
課
さ
れ
た
所
得
税
及
び
夫
婦
の
居
住

す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
を
納
付
す
る
た
め
に
支
払
資
金
を
借
受
け
る
行
為

(
-
0万
円
）
は
日
常
の
家
事
で
あ
る
し
、
そ
の
借
財
の
た

め
夫
名
義
の
居
住
家
屋
を
担
保
に
供
す
る
ほ
か
な
い
場
合
に
は
、
妻
は
第
三
者
を
夫
の
代
理
人
に
選
任
し
他
人
か
ら
の
借
財
や
居
住
家
屋

を
貸
主
の
い
う
方
法
で
担
保
に
供
し
、
貸
主
の
い
う
履
行
確
保
方
法
（
公
正
証
書
作
成
等
）
を
と
る
行
為
に
つ
き
夫
の
代
理
権
を
授
与
で

き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

所
得
税
や
固
定
資
産
税
を
納
付
す
る
行
為
が
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
た
め
の
一

0
万
円
の
借
財
行

為
が
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
か
否
か
は
夫
婦
の
収
入
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
借
財
の
た
め
に
妻
が
夫
名
義
の
家
屋
に
担

保
を
設
定
し
た
り
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
は
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。
本
件
は
妻
が
自
ら
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を

こ
え
る
事
項
に
つ
い
て
の
権
限
を
第
三
者
に
復
任
し
た
事
案
の
よ
う
で
あ
る
が
、
事
実
関
係
不
明
の
た
め
事
案
の
分
析
は
困
難
で
あ
る
。

れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
返
還
債
務
に
つ
き
夫
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
う
。

手
形
・
小
切
手
行
為

(
I
I
a
e
型
）
の
場
合

判
例
⑩
（
大
阪
高
判
昭
和
四
一
二
年
）
の
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A
は
T
保
険
会
社
に
勤
務
し
昭
和
一
―
―
―
―
一
年
ご
ろ
か
ら
火
災
保
険
に
加

入
し
て
も
ら
っ
た
関
係
で

y
宅
に
出
入
り
し

Y
の
妻
W
と
も
知
合
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
六
年
―
二
月
二
五
日
A
は
W
か
ら

W
の
先
夫
と

の
間
の
連
れ
子
に
つ
い
て
の
費
用
や
年
末
の
資
金
並
び
に
火
災
保
険
金
の
支
払
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
二

0
万
円
ほ
ど
の
融
資
を
申
込
ま

れ
た
の
で
、

(
6
)
 

X
に
紹
介
し
て
同
月
二
八
日
―

1
0万
円
の
融
資
を
受
け
さ
せ
た
。
そ
の
際
W
は
y
の
印
章
等
を
冒
用
し
て
同
額
の

y
名
義
の

も
っ
と
も
相
手
方
に
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
し
な
い
場
合
で
も
、

1
0万
円
が
現
実
に
所
得
税
や
固
定
資
産
税
の
納
付
に
費
消
さ

を
否
定
し
た
結
論
自
体
は
妥
当
で
あ
る
。

関
法
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八

約
束
手
形
を
担
保
と
し
て
差
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
所
定
の
期
日
ま
で
に
決
済
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
何
度
か
手
形
は
書
替
え
ら
れ
最

後
に
差
入
れ
ら
れ
た
手
形
に
基
づ
い
て

X
が

y
に
約
束
手
形
金
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

大
阪
高
判
は
、
夫
婦
間
の
共
同
生
活
の
運
営
の
必
要
上
借
財
の
た
め
に
夫
名
義
の
約
束
手
形
を
振
出
す
等
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
は
妻

の
日
常
家
事
代
理
権
行
使
の
一
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
当
該
夫
婦
の
社
会
的
地
位
、
職
業
、
収
入
等
を
含
め
た
現
実
的

な
共
同
生
活
の
具
体
的
な
規
模
・
状
況
に
応
じ
て
手
形
行
為
を
相
当
と
す
る
必
要
性
を
、
取
引
高
（
手
形
金
額
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

個
別
的
に
妻
の
夫
名
義
に
よ
る
約
束
手
形
振
出
行
為
等
手
形
行
為
を
適
式
有
効
と
倣
す
か
ど
う
か
を
決
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
旨
判
示
し

た
上
で
、

Y
は
当
時
既
に
老
令
（
七
三
歳
位
）
で
専
ら
ア
パ
ー
ト
経
営
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
、

Y
宅
の
家
計
は
毎
月
七
万
円

位
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

Y
は
ア
パ
ー
ト
経
営
に
つ
い
て
は
火
災
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
ほ
か
一
切
万
端
を
自
ら
の
手
で
行
い

W
に
ま

か
せ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
、

W
は
そ
れ
以
前
か
ら
し
ば
し
ば
勝
手
に

y
名
義
の
借
財
を
し
た
り

Y
の
財
産
を
着
服
し
た
り
し
て

Y
の

昭
和
三
六
年
―
二
月
当
時

y
方
で
は
他
か
ら
二

0
万
円
程
の
借
財

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
は
な
か
っ
た
こ
と
、
昭
和
三
六
年
ご
ろ
の
二

0
万
円
は
通
常
の
家
計
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
小
額
で
な
い

こ
と
等
か
ら
、

W
の
二

0
万
円
の
借
財
及
び
そ
の
担
保
と
し
て
の
同
額
の
手
形
振
出
行
為
は
い
ず
れ
も

y
方
の
家
計
に
お
い
て
は
日
常
家

事
行
為
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て

X
の―

-
0条
類
推
の
主
張
に
対
し
て
は
、
二

0
万
円
と
い
う
金
額
は
一
般
家

計
上
決
し
て
小
額
で
は
な
い
こ
と
、
本
件
手
形
は
い
わ
ゆ
る
書
替
手
形
で

W
に
対
す
る
融
資
金
は
早
く
か
ら
回
収
困
難
に
陥
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
X
は
Y
に
最
初
か
ら
面
会
し
た
こ
と
は
な
く
、
本
件
手
形
に
よ
る
借
財
に
関
し
て
は
す
べ
て

W
と
の
間
で
A
の
仲
介
で
事

を
運
び
、

A
自
身
も
火
災
保
険
の
件
で
日
頃
何
回
と
な
く
Y
に
面
談
し
な
が
ら
本
件
借
財
の
件
に
つ
い
て
は
一
度
も
Y
に
確
認
せ
ず
、
ま

た
X
は
y
と
は
比
較
的
近
距
離
の
と
こ
ろ
に
居
住
し
、
三
六
年
当
時

y
宅
に
は
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
認
定
し
た
上
で
、

借
財
と
日
常
家
事
行
為

諫
言
を
受
け
て
い
た
こ
と

（
そ
れ
が
原
因
で
昭
和
三
八
年
に
離
婚
）
、

（
八
三
）

「
本
件
手
形



由
は
成
立
し
な
い
旨
判
示
し
た
。

第
四

0
巻
第
一
号

の
振
出
発
行
は
喜
代
子
(

W

)

の
日
常
家
事
行
為
と
倣
す
に
は
困
難
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
回
収
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
控
訴
人
(

x

)

と
し
て
は
、
本
件
手
形
差
入
前
に
、
自
ら
或
は
松
風
洋
―
―
-
（
A
)
を
介
し
、
被
控
訴
人

(
Y
)

方
に
赴
く
か
或
は

郵
便
電
話
を
利
用
す
る
か
な
ど
し
て
、
被
控
訴
人
本
人
に
直
接
手
形
債
務
負
担
意
思
の
有
無
を
確
か
め
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
十
分
あ

り
、
か
つ
容
易
に
か
か
る
措
置
を
講
じ
う
る
状
況
下
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
相
当
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
（
講
じ

た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
）
こ
と
は
、
控
訴
人
に
過
失
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
に
難
し
く
は
な
い
。
」
か
ら
X
に―

-
0条
類
推
の
正
当
理

本
件
判
旨
は
妻
が
夫
名
義
の
約
束
手
形
を
振
出
す
等
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
も
取
引
高
や
必
要
性
に
よ
っ
て
は
日
常
家
事
代
理
権
の
範

(17) 

囲
内
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
昭
和
三
六
年
当
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
平
成
元
年
の
今
日
に
お
い
て
も
、
社
会
通
念
上
手
形
行
為
が
夫
婦

の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
私
見
に
よ
れ
ば
手
形
行
為
は
手
形

金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
。
そ
し
て
二

0
万
円
の
借
財
に
つ
い
て
も
当
時
Y
宅
の
家
計
は
毎
月
七
万
円
位
で

賄
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
。

次
に
本
件
判
旨
は

X
の―

-
0条
類
推
の
主
張
に
対
し
て
、
本
件
手
形
は
い
わ
ゆ
る
書
替
手
形
で

W
に
対
す
る
融
資
金
の
回
収
は
早
く

か
ら
困
難
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
手
形
差
入
前
に

X
は
A
を
介
し
て

(
A
は
火
災
保
険
の
件
で
し
ば
し
ば

y
に
面
談
し
て

い
る
）
あ
る
い
は
自
ら
Y
宅
に
赴
く
か

(
X
は
Y
と
は
比
較
的
近
距
離
の
と
こ
ろ
に
居
住
）
郵
便
電
話
（
昭
和
三
六
年
当
時
Y
宅
に
は
電

話
あ
り
）
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、

Y
本
人
に
直
接
手
形
債
務
負
担
意
思
の
有
無
を
確
か
め
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
十
分
あ
り
、
か
つ

容
易
に

y
の
意
思
を
確
認
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
過
失
が
あ
る
か
ら
、

X
に
は
―

-
0条
類
推
の
正
当

理
由
が
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
即
ち
本
件
判
旨
は
客
観
的
事
情
か
ら
み
て

X
は
y
本
人
の
意
思
を
確
認
す
ぺ
き
で
あ
っ
た
の
に
そ
れ
を

関
法

八
四

（
八
四
）



判
例
③
・
判
例
④
・
判
例
＠
の
詳
細
な
検
討
は
高
森
①
四
三
頁
2
五
二
頁
参
照
。

な
お
拙
稿
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
」
（
名
城
法
学
三
八
巻
別
冊
本
城
武
雄
教
授
還
暦
記
念
号
一
九
頁
以
下
）
（
本
稿
に
お
け
る
高

森
①
）
に
つ
き
、
三
宅
正
男
先
生
よ
り
大
要
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

「
御
論
文
は
、
判
例
理
論
の
問
題
点
を
的
確
に
解
明
し
批
判
す
る
も
の
で
、
極
め
て
有
益
で
説
得
的
だ
と
考
え
ま
す
。

第
一
に
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
関
し
、
例
え
ば
借
財
の
場
合
の
使
途
が
実
際
に
家
族
の
医
療
で
あ
れ
ば
、
そ
の
借
財
が
家
事
つ
ま
り
夫
婦

共
同
生
活
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
一
時
に
多
額
の
借
入
れ
は
や
は
り
日
常
家
事
の
範
囲
外
で
あ
り
、
借
入
れ
に
際
し
夫
婦
の
一
方

が
説
明
し
た
使
途
を
、
日
常
家
事
行
為
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
と
す
る
解
釈
は
、
ー
次
の
―

-
0条
の
解
釈
と
同
じ
趣
旨
か
ら
ー
全
く

不
当
と
考
え
ま
す
。

次
に
―

-
0条
の
正
当
理
由
に
関
し
、
委
任
さ
れ
た
旨
の
代
理
行
為
者
の
説
明
は
、
た
と
い
本
人
の
実
印
や
印
鑑
証
明
書
を
所
持
し
て
い
て
も

正
当
理
由
と
な
ら
ず
、
委
任
を
推
定
さ
せ
る
本
人
の
行
為
の
み
が
正
当
理
由
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
御
論
文
が
東
京
高
判
昭
和
三
七
•
六
・
一
九

(

1

)

 

し
な
か
っ
た
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

(18) 

要
求
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
判
例
が
し
ば
し
ば
も
ち
い
る
表
現
で
あ
り
、
本
件
判
旨
は
実
質
的
に
は
―

-
0条
の
正
当

理
由
の
有
無
つ
ま
り
「
本
人

Y
に
W
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観

的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
故
に
「

X
が

W
の
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

に
は
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
は
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

y
の
責
任
を
否
定
し
た
本
件
判
旨
の
結
論
自
体

は
妥
当
で
あ
る
が
端
的
に

X
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
な
い
と
い
え
ば
足
り
る
こ
と
で
あ
り
、
不
要
な
―

-
0条
類
推
を
も
ち
出
す

必
要
は
何
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
本
件
判
旨
は
、
配
偶
者
の
一
方
に
他
方
配
偶
者
の
無
権
代
理
行
為
の
効
果

を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
は
、

(19)
（

20) 

実
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為

八
五

（
八
五
）

「
本
人
の
意
思
の
確
認
」
をX 

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
事



関
法

第
四

0
巻
第
一
号

（
筆
者
註
•
本
稿
に
お
け
る
判
例
④
）
と
名
地
判
昭
和
五
五
・
一
―
•
―
一
（
筆
者
註
•
本
稿
に
お
け
る
判
例
＠
）
を
選
択
し
た
の
は
上
記
観
点

か
ら
全
く
適
切
で
あ
り
、
御
論
文
も
上
記
観
点
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
思
い
ま
す
。
」

右
コ
メ
ン
ト
は
私
見
を
適
切
か
つ
簡
潔
に
ま
と
め
て
下
さ
っ
た
も
の
な
の
で
、
三
宅
先
生
の
御
了
承
を
得
て
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

2

)

本
事
案
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
新
築
費
に
あ
て
る
と
い
う
目
的
自
体
が
そ
も
そ
も
日
常
家
事
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
何
故
な
ら
家

屋
の
新
築
と
い
う
行
為
は
「
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
」

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
（
國
府
「
本
件
判
批
」
同
志
社
法
学
八
二
号
六
五
頁
も
新
築
は
日
常
家
事
で
は
な
い
と
す
る
）
。
東
京
高
判

は
家
屋
の
新
築
に
あ
て
る
と
い
う
目
的
は
日
常
家
事
行
為
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の
説
明
を
受
け
た
相
手
方
が
本
件
借

財
が
日
常
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
と
信
ず
べ
き
正
当
の
理
由
が
あ
る
と
し
た
が
、
相
手
方
が
そ
の
よ
う
に
信
じ
た
と
い
う
の
も
、
夫
が
勤
務
で
不

在
中
唯
一
度
家
を
訪
問
し
妻
の
詐
欺
師
的
な
言
辞
を
誤
信
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

(

3

)

高
森
R
五
四
頁

2
五
七
頁
。

(

4

)

高
森
②
五
九
頁

2
六
二
頁
。

(

5

)

内
縁
関
係
へ
の
七
六
一
条
の
準
用
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
我
妻
「
親
族
法
」
―

10三
頁
、
三
島
「
日
常
家
事
債
務
の
連

帯
責
任
」
家
族
法
大
系
Il
二
五
三
頁
、
太
田
武
男
「
内
縁
の
研
究
」
―
―
―
一
五
頁
等
）
。

(
6
)
y
は
M
の
死
後
本
件
と
同
時
期
に
同
様
の
様
式
で

X
と
の
間
に
な
さ
れ
た
一
五
万
円
の
借
財
に
つ
き
一
部
（
八
万
円
）
を
弁
済
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は

M
が

y
に
無
断
で
担
保
と
し
て
X
に
差
入
れ
た

y
所
有
の
白
檀
の
三
味
線

(
Y
が
大
切
に
所
持
し
て
い
た
も
の
）
を
処
置
に
困
っ
た
X
が

金
員
の
返
済
を
待
た
ず
に

y
に
返
済
し
た
の
を
Y
が
恩
義
に
感
じ
て
自
ら
は
返
済
義
務
の
な
い
八
万
円
を
支
払
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
で

y
が

本
件
の
連
帯
債
務
の
負
担
の
事
実
を
承
認
し
て
い
た
と
は
即
断
で
き
な
い
と
、
東
京
地
裁
は
判
示
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(

7

)

私
見
は
、
一
般
に
、
相
手
方
が
一
方
配
偶
者
の
長
期
不
在
中
に
、
そ
の
不
在
者
名
義
の
財
産
に
つ
い
て
他
方
配
偶
者
と
取
引
す
る
場
合
に
は
、

本
人
の
不
在
を
知
っ
て
い
る
相
手
方
と
し
て
は
無
権
代
理
の
危
険
を
覚
悟
す
る
か
、
本
人
の
追
認
を
期
待
し
て
取
引
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
と

考
え
る
の
で
、
相
手
方
に
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
よ
ほ
ど
積
極
的
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高

森
③
二
六
頁
2
四
二
頁
参
照
。

(

8

)

代
理
人
が
ど
ん
な
に
代
理
人
ら
し
く
振
舞
っ
て
い
て
も
、
す
で
に
過
去
に
何
度
か
真
実
本
人
を
代
理
し
て
行
為
し
た
と
い
う
事
実
が
な
い
か
ぎ

り
、
相
手
方
に
は
本
人
へ
の
問
合
せ
を
不
要
な
ら
し
め
る
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
無
権
代
理
行
為
は
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
と
は

八
六

（
八
六
）



借
財
と
日
常
家
事
行
為

八
七

（
八
七
）

「
X
の
意
思
を
確
認
す
る
と
こ
ろ

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
判
旨
も
こ
の
こ
と
を
暗
黙
に
前
提
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
前
述
の
よ
う
に
、

が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
…
…
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
」
と
判
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
9
)
Y
が
如
何
な
る
任
意
代
理
権
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
主
張
を
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
―

-
0条
の
正

当
理
由
を
否
定
し
た
東
京
高
判
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。

(

1

0

)

本
件
の
よ
う
に
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
別
居
中
の
妻
が
夫
名
義
の
不
動
産
を
処
分
し
た
と
い
う
事
案
で
、
大
阪
高
判
昭
和
四
九
年
一

0
月
二
九
日

（
判
時
七
七
六
号
五
二
頁
）
は
「
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
属
す
る
行
為
は
あ
り
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
ち
そ
の
正
当

理
由
を
否
定
し
て
い
る
。
高
森
③
六
四
頁

i
六
七
頁
参
照
。

(

1

1

)

「
サ
ラ
金
―

-
0番
」
三
頁
に
よ
れ
ば
サ
ラ
金
の
貸
付
金
の
未
回
収
率
は
わ
ず
か
ニ
バ
ー
七
ン
ト
か
ら
―
―
―
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

(

1

2

)

尼
崎
市
市
民
法
律
相
談
員
か
ら
の
聴
取
に
基
づ
く
。

(

1

3

)

こ
れ
は
使
途
目
的
を
考
慮
し
て
当
該
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
を
判
断
す
る
と
い
う
判
例
・
学
説
に
従
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
判
例
も
債
務
額
が
わ
ず
か
で
あ
れ
高
利
・
サ
ラ
金
の
場
合
は
結
論
と
し
て
は
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
記
述
の
仕
方
は
サ
ラ
金
利
用
者
救
済
の
た
め
の
啓
発
書
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。

(

1

4

)

私
見
に
よ
れ
ば
、
生
活
上
の
必
要
か
ら
や
む
を
得
ず
サ
ラ
金
業
者
か
ら
借
財
を
す
る
場
合
は
、
夫
婦
相
談
の
上
返
済
計
画
を
き
ち
ん
と
立
て
て

か
ら
借
り
る
べ
き
で
あ
り
、
使
途
目
的
如
何
に
よ
っ
て
は
夫
ま
た
は
妻
の
無
断
の
サ
ラ
金
業
者
か
ら
の
借
財
も
日
常
家
事
行
為
に
な
る
と
い
う
見

解
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
し
家
庭
崩
壊
を
招
来
す
る
意
見
で
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。

(

1

5

)

「
夫
婦
の
日
常
家
事
代
理
権
は
、
法
定
代
理
権
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
た
る
夫
婦
の
一
方
は
、
そ
の
責
任
に
お
い
て
自
由
に
復
代

理
人
を
選
任
で
き
る
が
、
し
か
し
そ
も
そ
も
復
代
理
人
と
は
、
代
理
人
が
そ
の
権
限
内
の
行
為
を
お
こ
な
わ
せ
る
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
か
ら
、

本
件
の
よ
う
に
妻
た
る
代
理
人
自
身
が
日
常
家
事
の
権
限
に
属
し
な
い
事
項
、
つ
ま
り
他
人
の
債
務
を
保
証
す
る
と
い
う
権
限
を
第
三
者
た
る
栗

原

(
A
)
に
与
え
る
よ
う
な
場
合
、
は
た
し
て
栗
原
が
『
復
代
理
人
』
と
い
え
る
の
か
疑
問
な
し
と
せ
ず
、
も
し
そ
う
解
し
う
る
と
し
て
も
、
鈴

子
(

W

)

が
日
常
家
事
の
代
理
権
限
の
範
囲
を
越
え
る
権
限
を
栗
原
に
与
え
、
か
つ
、
そ
の
栗
原
が
ま
さ
に
そ
の
与
え
ら
れ
た
と
お
り
の
法
律
行

為
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
か
る
場
合
、
復
代
理
人
た
る
栗
原
に
は
民
法
―

-
0条
の
適
用
（
も
し
く
は
そ
の
類
推
適
用
）
の
前
提
た
る
基
本

代
理
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
右
の
表
見
代
理
の
成
立
の
余
地
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
妻
自
身
が
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日
常
家
事
に
関
す
る
代
理
権
の
範
囲
を
越
え
て
法
律
行
為
を
し
た
場
合
、
さ
ら
に
は
妻
か
ら
本
来
日
常
家
事
代
理
権
に
属
す
る
事
項
を
処
理
す
る

権
限
を
授
与
さ
れ
た
復
代
理
人
が
、
そ
の
権
限
を
越
え
る
法
律
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
後
記
の
と
お
り
民
法
―

-
0条
類
推
適
用
が
あ
る
の
に
、

本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る
と
い
う
の
で
は
、
取
引
の
相
手
方
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
と
な
っ
て
妥
当
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
栗
原
を
鈴
子
の
復
代
理
人
と
み
る
と
す
れ
ば
、
鈴
子
の
本
来
有
す
る
日
常
家
事
に
関
す
る
代
理
権
を
も
っ
て
栗

原
の
基
本
代
理
権
と
構
成
す
る
か
、
も
し
く
は
栗
原
を
し
て
、
鈴
子
の
決
定
し
た
意
思
表
示
（
被
告
の
代
理
人
と
し
て
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締

結
す
る
意
思
表
示
）
を
伝
達
す
る
表
示
機
関
（
使
者
）
と
解
す
る
か
し
て
、
民
法
―

-
0条
を
類
推
適
用
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

(
1
6
)

夫
婦
の
一
方
が
他
方
を
代
理
し
て
相
手
方
と
取
引
す
る
通
常
の
場
合
で
さ
え
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
内
容
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
本

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

件
の
よ
う
に
夫
婦
の
一
方
で
な
い
他
人
が
復
代
理
人
と
し
て
相
手
方
と
取
引
す
る
場
合
に
は
、
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
内
容
は
一
層
あ
い

ま
い
に
な
る
。

(
1
7
)

事
案
は
不
明
で
あ
る
が
判
例
⑧
大
阪
地
判
昭
和
四
一
年
も
、
妻
が
夫
と
の
共
同
生
活
に
か
か
る
日
常
の
家
事
に
関
し
て
夫
の
記
名
印
及
び
印
鑑

を
用
い
て
約
束
手
形
を
振
出
し
た
と
き
は
夫
は
右
約
束
手
形
に
つ
い
て
支
払
の
義
務
を
負
う
と
す
る
。

(
1
8
)

妻
が
夫
に
無
断
で
な
し
た
夫
名
義
の
手
形
行
為
に
つ
い
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
判
例
⑲
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
が

あ
る
。
こ
れ
は
宝
石
・
骨
董
品
等
の
販
売
を
目
的
と
す
る
会
社
s
.
D
.
R
を
経
営
す
る
妻
W
が
事
業
資
金
に
行
き
づ
ま
っ
た
の
で
、
開
業
医
で

あ
る
夫

x
（
後
に
破
産
宜
告
を
受
け
る
）
に
無
断
で
X
の
手
形
・
小
切
手
帳
を
使
用
し

X
の
ゴ
ム
印
、
実
印
を
冒
用
し
て

X
名
義
の
手
形
小
切
手

を
作
成
し
、
金
融
業
者
か
ら
右
手
形
等
の
割
引
に
よ
っ
て
事
業
資
金
を
得
て
い
た
と
こ
ろ
、

Y
の
本
件
貸
付
け
も
こ
れ
ら
一
連
の
行
為
の
な
か
で

な
さ
れ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
東
京
地
判
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
X
は
W
に
何
ら
の
代
理
権
も
授
与
し
て
い
な
い
が
、

W
は

y
に
医
院

に
必
要
な
資
金
の
調
達
は
自
分
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
旨
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東
京
地
判
は
一

-
0条
を
直
接
適
用
し
て
(
―

-
0条
類

推
を
せ
ず
に
）

y
の―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
Y
は
金
融
業
者
で
あ
り
、

W
へ
の
貸
付
は
本
件
が
初
め
て
で
あ

っ
て
紹
介
者
も
信
用
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
貸
付
に
際
し
て
、
「
孝
男
(

X

)

に
対
い
で
科
子
(

W

)

に
代
理
柵
等
か
植
農
を
与
え
た
か
か

か
ど
う
か
の
確
認
手
段
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
最
初
の
ニ
ロ
の
貸
付
は
そ
の
弁
済
期
で
あ
る
同
年
三
月
＝
―
-
日
と
四
月
二
八
日
に
は
支
払

が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
新
た
な
貸
付
を
な
し
て
こ
れ
を
弁
済
し
、
そ
の
後
も
数
回
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
拘
ら
ず
、
被
告

(

Y

)

は
こ
れ
ら
の
機
会
に
す
ら
、
孝
男
と
の
連
絡
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
数
回
の
貸
付
け
の
間
に
は
株
式
会
社
s
.
D
.
R
の
事
務
所

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
出
向
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
和
子
が
岡
田
医
院
の
手
伝
い
の
外
に
事
業
し
て
い
る
こ
と
を
推
知
し
え
た
の
に
、
こ
の
段
階
で
も
破
産
者
孝

¥、¥、
／

／
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八
八
）
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、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

男
と
の
右
貸
付
け
に
つ
い
て
の
何
ん
ら
の
折
衝
も
し
な
か
っ
た
。
（
傍
点
筆
者
）
」
と
い
う
事
実
を
認
定
し
て
、

X
の
真
意
を
確
か
め
る
こ
と
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

漫
然
と
貸
付
け
を
続
け
た
Y
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
な
い
と
判
示
し
た
。

(
1
9
)

判
例
⑩
で
は
妻
が
使
途
目
的
を
越
年
資
金
等
に
あ
て
る
と
説
明
し
た
の
に
対
し
て
判
例
⑲
で
は
夫
の
医
院
に
必
要
な
資
金
の
調
達
と
説
明
し
た

ら
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
判
例
⑲
は
日
常
家
事
行
為
を
問
題
と
せ
ず
に
「
本
人
の
意
思
の
確
認
」
を
要
求
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て

い
る
。
判
例
⑲
に
お
い
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
の
に
認
定
さ
れ
た
事
実
は
、
判
例
⑩
に
お
い
て
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否

定
す
る
の
に
認
定
さ
れ
た
事
実
と
同
一
で
あ
る
。

(

2

0

)

夫
が
妻
及
び
妻
の
父
に
無
断
で
な
し
た
妻
及
び
妻
の
父
両
名
名
義
の
手
形
行
為
に
つ
い
て
、
妻
と
の
間
に
は
日
常
家
事
代
理
権
し
か
な
い
と
認

定
し
た
上
で
そ
れ
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
も
の
と
し
て
判
例
②
函
館
地
判
昭
和
三
四
年
が
あ
る
。

こ
れ
は
夫
M
が
昭
和
二
九
年
―
一
月
一
日
X
か
ら
利
息
一
ヶ
月
七
分
、
弁
済
期
日
昭
和
一
―

-0年
五
月
末
日
の
約
定
で
借
り
受
け
た
事
業
資
金
一
五

万
円
の
債
務
に
つ
き
、
弁
済
の
猶
予
を
受
け
る
に
際
し
、
昭
和
二
九
年
―
一
月
一
日
以
降
同
一
―

-0年
五
月
末
ま
で
の
月
七
分
の
割
合
に
よ
る
約
定

利
息
合
計
七
一
ー
一
五

0
0円
の
支
払
を
確
保
す
る
た
め
に
、

M
に
お
い
て
昭
和
一
―

10年
六
月
一
日
妻
Ya
、
Ya
の
実
父
Yl
に
無
断
で
両
名
名
義
の
額
面

七
三
五

0
0円
の
約
束
手
形
を
X
に
振
出
交
付
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
函
館
地
判
の
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
④
M
は
従
前
よ
り
Yl
の
経

営
す
る
漁
業
及
び
水
産
加
工
業
の
手
伝
い
を
し
て
き
た
が
、
昭
和
二
二
年
頃
に
は
水
産
加
工
業
の
営
業
名
義
も
移
さ
れ
、
漁
業
及
び
水
産
加
工
業

の
経
営
に
関
す
る
事
実
上
、
法
律
上
の
諸
般
の
行
為
に
つ
き
Y
l
•
Y
a
を
代
理
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
、
右
事
業
に
関
し
約
束
手
形
を
振
出
す
に
当

っ
て
も
Yl
ら
振
出
名
義
の
約
束
手
形
を
振
出
し
得
る
権
限
を
有
し
て
い
た
、
R
昭
和
二
九
年
、
一
―

-0年
頃
か
ら
前
記
営
業
の
経
営
不
振
、
手
形
の

濫
発
、

M
の
女
性
関
係
等
の
た
め
Yl
ら
と
の
間
に
感
情
上
の
疎
隔
を
き
た
し
、
本
件
手
形
振
出
当
時
は
家
庭
内
に
お
い
て
は
Yl
ら
両
名
の
事
前
の

承
諾
な
く
し
て
Yl
ら
名
義
の
手
形
を
振
出
す
こ
と
を
差
し
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
手
形
振
出
行
為
以
外
の
点
に
お
い
て
は
な
お
事
業
上
の
諸
般
の

行
為
に
つ
き
事
実
上
、
法
律
上
Y
iを
代
理
し
得
る
権
限
を
有
し
て
い
た
、
◎
X
は
Y
l
•
Y
a
.
M
と
同
町
内
に
住
む
同
業
者
で
、
Y
lら
と
数
年
来
の

取
引
も
あ
り
M
が
Y
lら
を
代
理
し
得
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
前
記
事
業
資
金
一
五
万
円
の
貸
付
に
際
し
て
はM
が
Y
l
•
Y
a
を
代

理
し
て
そ
の
衝
に
当
り
Y
l
•
Y
a
名
義
の
約
束
手
形
を
適
法
に
作
成
交
付
し
た
事
実
が
あ
っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
判
例
③
は
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
判
例
と
し
て
事
案
を
紹
介
す
る
こ

と
な
く
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
M
と
Ya
と
の
間
に
は
日
常
家
事
代
理
権
の
他
に
基
本
代
理
権
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら

認
定
事
実
④
®
に
よ
れ
ば
M
は
昭
和
二
二
年
以
降
し
ば
し
ば
事
業
に
関
し
Y
l
•
Y
a
名
義
の
約
束
手
形
を
適
法
に
振
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
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◎
に
よ
れ
ば
事
業
資
金
一
五
万
円
の
貸
付
に
際
し
て
は
M
が
Y
l
.
Y
を
代
理
し
て
そ
の
衝
に
当
り
Y
l
.
5
名
義
の
約
束
手
形
を
適
法
に
X
に
作
成

交
付
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
認
定
事
実
か
ら
す
れ
ば
本
件
は
妻
と
の
間
で
日
常
家
事
代
理
権
し
か
基
本
代
理
権
が
な
い
事
案
と
み
る

べ
き
で
は
な
い
（
む
し
ろ
n
P

型
で
あ
る
）
。
な
お
、
本
件
は
④
◎
の
事
実
（
梅
・
富
井
•
第
一
類
型
に
該
当
す
る
主
要
な
肯
定
的
フ
ァ
ク
ク
ー
）

か
ら
、
私
見
の
基
準
に
照
ら
し
て
も
、
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
す
る
事
案
で
あ
る
。

ニ
に
お
い
て
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
が
問
題
と
な
る
借
財
に
関
す
る
判
例
を
、

I
型
と

I
I
a
型
を
中
心
に
私
見
の
基
準
に

照
ら
し
て
考
察
し
た
。
私
見
は
日
常
家
事
行
為
を
「
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反

復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
無
断
で
し
た
行
為
も

日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
れ
ば
他
方
は
連
帯
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
の
保
護
の
た
め
に
日
常
家
事
行
為
の

範
囲
は
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
と
概
念
を
あ
い
ま
い
に
す
る
行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意

図
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
判
断
基
準
と
し
て
は
一
切
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
借
財
に
つ
い
て
は
夫
婦
の
資
産
・
収

入
・
債
務
額
を
客
観
的
に
判
断
し
て
月
収
の
マ
~
三
割
程
度
の
も
の
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
債
務
額

の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
高
利
（
利
息
制
限
法
所
定
の
利
息
を
超
え
る
）
の
借
財
や
サ
ラ
金
か
ら
の
借
財
、
借
財
担
保
の
た
め
の
手
形
・
小

切
手
行
為
、
他
人
の
借
財
に
つ
い
て
の
連
帯
債
務
・
連
帯
保
証
契
約
の
締
結
等
は
、
社
会
通
念
上
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
行
為
と
は
言
い
難
い
の
で
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
。

判
例
は
問
題
と
な
っ
た
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
つ
い
て
、
借
り
受
け
る
時
に
行
為
者
が
相
手
方
に
説
明

し
た
使
途
目
的
及
び
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
現
実
の
使
途
を
か
な
り
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
結
論
に
お
い
て
は
右
の
甚
準
で
判

(
1
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断
す
る
私
見
と
大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
判
例
⑭
の
よ
う
に
現
実
の
使
途
を
考
慮
し
て
借
り
受
け
行
為
の
一
部
が
日
常
家

事
行
為
に
該
る
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
夫
婦
の
資
産
・
収
入
か
ら
し
て
一
五

0
万
円
の
借
り
受
け
行
為
そ
の
も
の
が
日

常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
を
客
観
的
に
判
断
す
ぺ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
非
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
後
に
証
拠
に
よ
っ
て

現
実
に
日
常
家
事
的
に
支
出
さ
れ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
三
七
万
円
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
は
協
力
し
て
共
同
生
活
を
営
む
以
上
、
そ
の
返
還

債
務
に
つ
い
て
夫
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
う
と
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

判
例
が
採
る
一

そ
れ
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
は
特
に

-
0条
類
推
適
用
説
に
影
響
を
与
え
た
我
妻
説
は
行
為
者
の
使
途
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
日

、
、
、
、
、

常
家
事
行
為
の
範
囲
を
広
く
解
し
、
か
つ
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
し
、

代
理
権
の
授
与
が
あ
っ
た
場
合
だ
け
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
よ
う
と
す
る
学
説
で
あ
る
。
し
か
し
使
途
目
的
を

重
視
す
る
我
妻
説
の
立
場
で
は
、
借
受
金
が
現
実
に
日
常
家
事
的
に
支
出
さ
れ
た
な
ら
ば
当
該
借
財
は
日
常
家
事
行
為
で
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
す
る
余
地
な
ど
な
い
。
従
っ
て
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の

、
、
、
、
、
、
、

趣
旨
を
適
用
す
る
（
即
ち
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
問
題
に
す
る
）
と
は
、
行
為
者
が
相
手
方
に
日
常
家
事
的
な
使
途
目
的
を
述
べ

た
が
現
実
に
は
日
常
家
事
的
に
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と

信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
と
は
、
行
為
者
が
説
明
し
た
使
途
目
的
か
ら
相
手
方
は
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
と
誤
信
し
た
が
そ
の
よ

う
に
誤
信
し
た
の
は
も
っ
と
も
だ
と
い
え
る
か
と
い
う
程
度
の
内
容
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
我
妻
説
の
記
述
か
ら
は
一
―

0
条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
事
実
は
不
明
で
あ
り
、
行
為
者
の
説
明
に
よ
る
目
的
・
動
機

に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
の
他
に
、
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
も
あ
わ
せ
て
、

0
条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
の
か
否
か
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為



判
例
は
右
の
我
妻
説
に
忠
実
で
あ
り
、
他
に
何
ら
か
の
代
理
権
の
授
与
が
な
く
、
か
つ
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的
が
日
常
家
事
的

で
あ
る
と
き
は
一
―

0
条
類
推
で
問
題
を
処
理
し
、
他
に
何
ら
か
の
代
理
権
の
授
与
が
あ
り
、
あ
る
い
は
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的

が
非
日
常
家
事
的
で
あ
る
と
き
は
―

-
0条
適
用
の
問
題
と
す
る
。
そ
し
て
判
例
⑲
⑰
⑳
を
除
け
ば
、

た
ほ
と
ん
ど
の
判
例
は
行
為
者
の
説
明
し
た
使
途
目
的
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
の
他
に
、
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
有
無

の
判
断
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
を
あ
わ
せ
て
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
。
右
の
立
場
は
、

接
適
用
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
使
途
目
的
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
を
問
題
と
す
る
分
だ
け
、
正
当
理
由
が
成
立
す
る
余
地
が
狭
ま
る

か
の
よ
う
な
印
象
を
一
見
与
え
る
。
し
か
し
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
判
例
④
は
、
本
来
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立

し
な
い
事
案
で
あ
る
の
に
家
屋
の
新
築
費
に
あ
て
る
と
い
う
詐
欺
師
的
な
妻
の
言
辞
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
を
重
視
し
て
、
夫
婦
の
財

産
的
独
立
を
侵
害
す
る
結
果
を
招
来
し
て
い
る
。
逆
に
私
見
の
甚
準
に
照
ら
し
て
も
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
得
る
判
例
＠
は
、

認
定
事
実
◎
＠
か
ら
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情

が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
「
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
」
と
い
え
る
か
ら
、
名
古
屋
地
判
は
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
手
形
・
小
切
手
行
為
に
つ
き
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
⑩
と
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例

⑲
は
、
と
も
に
「
本
人
の
意
思
の
確
認
」
を
要
求
し
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
相
手
方
に
は
過
失
が
あ
る
か
ら
と
し
て
本
人
の
責
任
を
否
定

し
て
い
る
。
即
ち
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
判
例
も
、
実
質
的
に
は
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ

を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
」
が
な
い
と
き
に
、
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

行
為
者
が
自
己
名
義
で
し
た
借
財
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
が
他
方
名
義
で
自
己
の
借
財
に
つ
い
て
連
帯
債
務
契
約
や
連
帯
保
証
契
約
を

締
結
し
た
場
合
を
除
き
、
代
理
行
為
が
な
い
以
上
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
で
も
本
来
表
見
代
理
は
問
題
と
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
る
に
判
例
＠
は
何
ら
の
代
理
行
為
が
な
か
っ
た
妻
の
自
己
名
義
の
借
財
に
つ
き
、
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―

-
0条
類
推
で
問
題
を
処
理
し

―-
0条
を
直

―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
有
無
を
検
討
し
て
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い
る
。
こ
れ
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
す
る
と
い
う
我
妻
説
の
記
述
の
あ
い
ま
い
さ
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
ら
の
代
理
行
為
が
な
か
っ
た
場
合
に
ま
で
、
一
―

0
条
類
推
の
正
当
理
由
が
あ
れ
ば
他
方
配
偶
者
は
連
帯
責
任
を

問
わ
れ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
は
極
め
て
大
き
く
な
る
。
我
妻
説
は
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
の
保
護
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
と
は
逆
の
結
果
を
招
来
し
か
ね
な
い
危
険

性
を
学
ん
で
い
る
学
説
で
あ
る
。

判
例
は
―

-
0条
の
適
用
に
つ
き
、
我
妻
説
を
ベ
ー
ス
と
し
て
一
般
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
程
安
易
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定

し
て
い
な
い
。
―

-
0条
類
推
で
問
題
を
処
理
す
る
判
例
も
、
結
論
自
体
は
判
例
④
を
除
き
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
実
質
的
判

断
基
準
は
一
―

0
条
の
正
当
理
由
の
判
断
基
準
と
異
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

判
例
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
我
妻
博
士
の
―

-
0条
類
推
適
用
説
が
提
唱
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
六
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
日
本

は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
国
民
の
生
活
は
な
お
貧
し
く
、
既
婚
女
性
の
ほ
と
ん
ど
は
専
業
主
婦
で
あ
っ
て
、

共
同
生
活
の
費
用
に
困
窮
し
た
妻
が
働
き
に
出
よ
う
と
し
て
も
働
き
場
所
は
少
な
く
、
借
財
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
相
手
方
は
知
人
親
類

や
質
屋
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
下
で
は
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
使
途
目
的
や

動
機
を
考
慮
し
て
広
く
解
し
、
共
同
生
活
の
費
用
に
困
窮
し
た
妻
が
容
易
に
借
財
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
我
妻
博
士
の
意
図
は
理
解
で

き
ぬ
で
も
な
い
。
し
か
し
平
成
元
年
の
今
日
に
お
い
て
は
、
既
婚
女
性
の
過
半
数
は
有
職
主
婦
で
あ
り
、
家
の
ロ
ー
ン
や
子
供
の
教
育
費

の
高
騰
な
ど
で
共
同
生
活
の
費
用
に
不
足
を
感
じ
る
妻
は
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
労
働
者
と
い
う
形
で
あ
れ
働
き
場
所
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
消
費
者
金
融
の
著
し
い
発
達
に
よ
り
容
易
に
借
財
で
き
る
今
日
の
社
会
状
況
の
下
で
は
、
使
途
目
的
に
よ
っ
て
は
サ
ラ
金
業
者
か
ら

借
財
と
日
常
家
事
行
為

お

わ

り

に

（
九
―
―
―
)



借財に関する判例の分類

I 
|
J
I他
方
名
義

行
為
者
と
他
方
配
偶
者
)

ア
と
の
連
帯
名
義
を
含
む

図
表

（
判
例
番
号
）

|
I自
己
名
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
①
⑯
⑪

（
行
為
者
の
み
の
名
義
）

ー
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の
高
利
の
借
財
で
も
日
常
家
事
行
為
に
該
る
と
い
う
解
釈
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
し
家
庭
崩
壊
の
一
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

今
日
の
夫
婦
の
婚
姻
生
活
を
取
り
ま
く
諸
々
の
社
会
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者
の
主
観
的
意

図
を
一
切
排
除
し
て
客
観
的
に
判
断
し
、
客
観
的
に
非
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
た
他
方
名
義
の
行
為
に
つ
い
て
は
私
見
の
判
断
茎
準

に
従
っ
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
厳
格
に
判
断
す
る
解
釈
態
度
の
方
が
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
現
実
に
夫
婦
の
共
同
生
活
の
費
用
に
支
出
さ
れ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
返
還
に
つ
き
夫
婦
は
七
六
一
条
に
よ
り
連
帯
責
任
を

負
う
と
解
す
る
の
が
、
夫
婦
の
婚
姻
生
活
の
円
滑
な
運
営
と
夫
婦
の
一
方
と
取
引
し
た
第
三
者
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
七
六
一
条
の
本
来

の
趣
旨
に
沿
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

財
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
③
④
⑬
⑭
⑳
⑫
⑭

…
…
…
…
⑪
⑫
⑮
 

他
人
の
債
務
に
つ
い
て
の

連
帯
債
務
・
連
帯
保
証

>

b

日
常
家
事
代
理
権

の
み
の
場
合

a
 

ー

C

高
利
・
サ
ラ
金
…
…
…
…
…
…
…
…
⑪
⑮

|
d復
代
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑨
⑮

|
f

事
案
不
明
：
·
…
·
…
…
•
•
…
…
…
…
…
⑦

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
R
⑥
⑥
⑱
⑳
⑲
⑰
 

他
に
基
本
代
理
権
の

あ
る
場
合

R
 

|
e

手
形
・
小
切
手
行
為
•
•
•
…
…
…
…
…
⑧
⑩
⑲

|
a借

九
四

（
九
四
）



図
表
覆
II

番
判

典
行
為
者

判
旨

決
出

名
義
人
相
手
方
金
額
使
途
目
的
等
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
1

分
類

号
表
見
代
理
に
つ
い
て

つ
い
て

①
 
東
京
地
判
下
民
集
妻
妻

137,000
円
借
用
金
の
一
部
は
生
〇
原
告
被
告
双
方
の
主
張
の＼
 

I
 

昭
31.
4. 12 
7-4-958 

又
は
活
費
と
し
て
費
消
。
金
額
か
ら
み
て
決
し
て
少

95,000
円

額
で
は
な
い
。

利
息
月
1
割

〇
範
囲
外
。

③
 
函
館
地
判
下
民
集
夫
妻
同
町
内
73,500
円
の
夫
が
事
業
資
金
15
万＼
 
＼
 

〇
妻
と
の
間
に
も
日
常
家
事
II 

昭
34.
9
.
2
9
 10-9-2051 

妻
の
父
に
住
む
約
束
手
形
円
の
債
務
に
つ
き
，

代
理
権
あ
り
。

/3 
同
業
者

弁
済
の
猶
予
を
受
け

0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
肯
定
。

る
に
際
し
，
そ
の
利

息
金
の
支
払
確
保
の

I
 

た
め
振
出
。

③
 
浦
和
地
判
下
民
集
妻
夫
金
融
会
3
万
円
家
の
新
築
費
に
あ
て
〇
夫
の
月
収
は
約
35,000
0
7
6
1
条
の
日
常
家
事
代
理
n
 

昭
35.12.23
11-12-2724 

娘
社

る
と
説
明
。

円
，
生
活
費
は
25,000
円
権
は
110
条
の
基
本
代
理
a
 

そ
の
他

程
度
。

権
と
な
る
。

a
 

1
名

〇
範
囲
外

0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
肯
定
。

④
 
東
京
高
判
高
民
集

I
 

0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
II 

昭
37.
6
 .19 
15-6-430 

肯
定
。

a
 

（
③
審
判
の
上
決
告）
 

a
 

⑥
 
横
浜
地
判
金
法
夫
妻
商
工
業
400
万
円
妻
が
代
表
者
で
あ
る
〇
範
囲
外

0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
否
定
。
n
 

昭
36.
2. 7
 
269-9 

夫
の
父
協
同
組
抵
当
権
設
定
会
社
の
400_
万
円
の

p
 

A
 
ロ

債
務
に
つ
い
て
，
妻

よ
り
会
社
の
業
務
一

切
を
任
さ
れ
て
い
た

睾
益
A
.
I
m粗
艇
憾
し
ヒ
渓

~1-1'1 
(
兵
甘
）



箆
姐
撼
臣
〇
痢
撼
l
愈

~
, く
(
~
,
く）

夫
が
，
父
と
妻
を
代

理
し
て
両
名
が
個
人

と
し
て
連
帯
債
務
を

負
担
す
る
こ
と
を
約

す
る
。

⑥
 
東
京
地
判
金
法
夫
夫

6
0万
円
夫
が
妻
に
無
断
で
妻

〇
夫
た
る
こ
と
は
当
然
妻
の
II 

昭
38.
2
 .22 
345-31 

妻
抵
当
権
設
定
の
代
理
人
と
称
し
て

代
理
人
た
る
こ
と
を
意
味
J3 

夫
・
妻
連
帯
名
義
で

し
な
い
。

借
り
受
け
た
30万
円

〇
夫
が
か
つ
て
妻
か
ら
授
与

に
つ
き
返
済
を
せ
ま

さ
れ
た
代
理
権
消
減
後
，

ら
れ
た
た
め
。

か
つ
て
存
し
た
代
理
権
の

範
囲
を
こ
え
て
行
為
し
た

も
の
と
し
て
表
見
代
理
の

成
否
を
検
討
一
正
当
理
由

否
定
。

⑦
 
大
阪
地
判
ジ
ュ
リ
ス
ト
妻
不
明
不
明
不
明

不
明

0
7
6
1
条
は
夫
婦
が
互
に
相

昭
40.12.
3
 
359-3 

手
方
の
代
理
人
た
る
地
位

を
有
す
る
こ
と
を
定
め
た

も
の
で
な
い
。

⑧
 
大
阪
地
判
ジ
ュ
リ
ス
ト
妻
夫
不
明
不
明

不
明
〇
妻
が
夫
と
の
共
同
生
活
に
1

II 

昭
41.
5. 31 
372-6 

か
か
る
日
常
の
家
事
に
関

a
 

し
て
夫
の
記
名
及
び
印
鑑

e
 

を
用
い
て
約
束
手
形
を
振

出
し
た
と
き
は
，
夫
は
右

約
束
手
形
に
つ
い
て
支
払

の
義
務
あ
り
。

⑨ l
横
浜
地
判
5
判
ク
妻
夫

昭
42.
11.1 
219-166 

1
0万
円
夫
名
義
で
賦
課
さ
婦
れ
〇
左
記
の
支
払
資
金
を
借
受行I

た
所
得
税
及
び
夫
け
る
行
為
は
H
常
家
事

II d
 
a
 



の
居
住
す
る
家
屋
の
為。

固
定
資
産
税
を
納
付
〇
妻
は
第
三
者
に
夫
の
代
理
l

1す
る
た
め
。

権
を
授
与
で
き
る
。
：
 

I
 

門
金
法
妻―
I言
―
―
-20
万
円
の
記
盗
に
あ
五
O
家
計
は
毎
月
7
万
円
位
。
ー
。
:110
一
条
類
推
の
正
当
理
由
！

昭
43.
5
 .
 
31 
518-31 

約
束
手
形
と
説
明
。

〇
範
囲
外
。

否
定
。

e
 

⑪
名
古
屋
地
判
判
時
妻
夫

4
万
円
妻
の
知
人
が
従
前
貸
0
本
件
借
財
は
実
質
上
他
人
0
7
6
1
条
の
家
事
代
理
権
を
Il

昭
44.
10. 18 
576-7
 
4
 

主
に
対
し
負
担
し
て
の
借
財
に
対
す
る
保
証
契
前
提
と
し
て
夫
が
表
見
責
¥
a
 

い
た
債
務
を
借
り
替
約
の
締
結
に
あ
た
る
。
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
b
 

え
る
に
つ
き
，
妻
が
〇
範
囲
外
。

い。
知
人
と
し
て
こ
れ
を

保
証
す
る
た
め
。

※
最
判
1
民
集

昭
44.12.1823-12-2476

⑫
 
最
判
金
法
妻
夫
信
用
金
不
明

不
明
〇
妻
が
夫
を
代
理
し
て
他
人
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
II

昭
45.
2
 .
 
27 
579-28 

(
連
帯
庫

保
証
）

の
手
形
貸
付
取
引
契
約
の
否
定
。

a
 

連
帯
保
証
を
な
す
権
限
は

b
 

範
囲
外
。

固
面
：
京
地
判
判
時
内
縁
の
内
緑
の
知
人
200
万
円

LO
内
縁
関
係
に
も
761
条
の
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
ll

昭
46.
5. 31 
643-68 

夫
妻
-
-
-
-
-
-
-
-
-

適
用
あ
り
。

否
定
。

a
 

か
つ
て

〇
範
囲
外
。

a
 

そ
の
姪

が
内
縁
の
夫
と

内
縁
関
係
に
あ

っ
た
-
-

睾
益
4
エ
綜
條
悔
如
蒋

ペ
ギ
（
兵
-t1)



窓
班
綜
回
〇
痢
撼
1
血

共
く
（
兵
く
）

⑭
 
東
京
高
判
金
商
妻
夫
信
用
金
20
万
円
長
男
の
大
学
入
学
の
〇
範
囲
外
。

〇
夫
は
妻
に
表
見
代
理
の
基
II 

昭
48.12.
3
 
405-13 

そ
の
他
庫

た
め
の
費
用
に
あ
て

礎
と
な
る
ぺ
き
基
本
代
理
a
 

1
名

る
と
説
明
し
た
が
，

権
を
授
与
し
て
い
な
い
a
 

儘胃）
借
受
の
実
際
の
目
的

し
，
貸
主
に
は
妻
に
代
理

は
上
司
と
の
外
泊
費

権
が
あ
る
と
信
じ
た
こ
と

用
の
調
達
に
あ
っ

に
重
大
な
過
失
が
あ
る
。

た。
〇
貸
主
は
110
条
類
推
に
よ

る
表
見
代
理
に
関
す
る
主

張
立
証
を
全
く
し
て
い
な

し
9。

⑮
 
東
京
地
判
判
時
妻
の
弟
夫
信
用
株
50
万
円
弟
の
事
業
の
営
業
資
〇
妻
が
夫
を
代
理
し
て
他
人
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
II 

昭
49.
4
-
1
5
 
755-77 
儘塁）
式
会
社

金。
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
否
定
。

a
 
b
 

は
，
範
囲
外
。

d
 

〇
妻
の
弟
を
「
復
代
理
人
」

と
い
え
る
か
疑
問
が
な
い

I
 

わ
け
で
は
な
い
。

⑯
 
松
山
簡
判
判
時
妻
妻
金
融
会
30
万
円
夫
の
入
院
費
（
原
告
〇
貸
主
の
妻
に
対
す
る
訴
訟

I
 

昭
52.
4. 25 
878-95 

夫
社

貸
主
の
主
張
）
。

係
属
中
妻
が
死
亡
し
，
夫

（喜塁）
ら
が
受
継
。

〇
夫
の
連
帯
責
任
に
つ
い
て
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由

一
夫
は
当
時
20
万
円
位
の
否
定
。

生
活
費
を
妻
に
渡
す
。
30

万
円
は
高
額
で
あ
り
範
囲

外。

⑰
 
東
京
地
判
判
時
妻
妻
サ
ラ
金
100
万
円
長
男
の
旅
行
費
用
と
〇
本
件
借
財
当
時
婚
姻
関
係
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
ll a
 

ヽ•
I
 

昭
5
3
.
1
1
.
1
931-78 

夫
業
者
日
歩
30
銭
説
明
。

は
破
綻
に
源
し
て
い
た
。
否
定
。

〇
左
記
の
借
財
の
目
的
は
た

や
す
く
措
信
し
難
く
，
範

囲
外
。

i
 



⑲
 
東
京
地
判
判
ク
妻
妻

1500万
円
妻
が
無
給
で
手
伝
っ

ゆし
被
告
（
貸
主
）
主
張
の
基
n
 

昭
54.
4
 .12 
392-110 

夫
根
抵
当
権
て
い
た
知
人
経
営
の

本
代
理
権
を
認
定
（
内
容

~ 

-
連
務
帯
者債→
 

設
定
料
亭
の
営
業
資
金
。

不
明
）
。

110
条
の
正
当
理
由
否
定
。

兼

証連-
帯
保人-

⑲
 
東
京
地
判
判
ク
妻
夫
金
融
会
手
形
・
小
切
夫
の
医
院
に
必
要
な＼
 

〇
妻
に
は
夫
を
代
理
す
る
権
II 

昭
5
4
.
9
.
2
6
422-124 

社
手
，
額
面
額
資
金
の
調
達
と
説
明

限
が
な
か
っ
た
（
事
実
行
a
 

不
明

し
た
が
，
実
際
は
妻

為
し
か
任
さ
れ
て
い
な
か
e
 

の
経
営
す
る
会
社
の

っ
た
）
。

事
業
資
金
に
費
消
。

0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
否
定
。

⑳
 
東
京
地
判
判
時
夫
妻
信庫
用
金
250万
円
娘
(22
歳
）
の
結

〇
夫
の
説
明
に
よ
り
貸
主
が
n
 

昭
55;
3
.
1
0
 
980-83 

夫
費
用
に
使
用
す
る

信
じ
た
使
途
目
的
が
そ
も
a
 

儘塁）
そ
も
日
常
家
事
に
該
ら
な
a
 

は
夫
の
経
営
す
る

い
か
ら
，
そ
れ
以
外
の
事

社
の
営
業
資
金
に

情
を
考
慮
す
る
余
地
も
な

て
る
意
図
で
あ
り

く
110
条
類
推
適
用
否
定
。

現
実
に
そ
の
よ
う

費
消
さ
れ
た
。

⑪
 
東
京
高
判
判
時
妻
妻

借
受
金
の
ほ
と
ん
ど
〇
妻
に
対
す
る
請
求
は
認

I
 

昭
55.
6
-
2
6
 
972-32 

は
夫
に
秘
し
て
妻
が
容。

判
タ

第
三
者
か
ら
高
利
で
〇
範
囲
外
。

〇
貸
主
に
は
正
当
理
由
が
な

借
受
け
て
い
た
金
員

＜
夫
に
対
し
て
110
条
の

424-97 
の
利
息
の
支
払
い
に

規
定
の
趣
旨
の
類
推
適
用

あ
て
ら
れ
た
。

に
よ
る
連
帯
資
任
を
追
求

で
き
な
い
。

る。

睾
益
4
エ
恕
條
憾
し
ヒ
森

兵
~
(
~
~
)



匡
姐
撼
回
〇
痢
撼
1
n)!> 

I
 
0
0
 Cl 
0
0
)
 

⑲
名
古
屋
地
判
判
時
妻
夫
担
汀
互
銀
150
万
円
医
療
費
及
び
生
活
費
〇〇
夫
の
月
収
は
約
37
万
円
。
0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
II

昭
55.
11.11 
1015-107 

に
使
う
と
説
明
。
範
囲
外
。

肯
定
。

a
 
a
 

⑬
 
東
京
地
判
判
ク
妻
夫
信庫
用
金
5000万
円
子
供
の
た
め
の
ホ
テ

〇
妻
は
夫
の
営
業
に
関
し
，
II 

昭
56.11.26
?462-119 

夫
所
有
の
土
ル
敷
地
購
入
代
金
及

日
常
的
な
範
囲
の
業
務
執
/3 

地
建
物
に
根
び
店
舗
改
装
費
に
あ

行
に
つ
い
て
，
夫
を
代
理

抵
当
権
設
定
て
る
と
説
明
し
た

す
る
権
限
を
有
し
て
い

が
，
実
際
は
知
人
に

た。
！
 

宝
石
買
付
資
金
を
融

〇
妻
ら
が
巧
妙
な
替
玉
偽
装

I
 
I
 

通
し
て
や
る
た
め
。

工
作
を
行
な
い
，
担
当
者

に
偽
装
工
作
を
見
抜
く
こ

と
を
要
求
す
る
の
は
酷
な

状
況
に
あ
っ
た
。

0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
肯
定
。

⑭
 
高
松
高
判
金
法
妻
夫
信
用
金
150万
円
台
所
改
修
及
び
諸
設
〇
昭
和
5
0
年
度
の
夫
の
給
与
〇
借
財
時
に
は
夫
は
遠
洋
漁
II 

昭
56.12.22

997-42 
（茫）

庫
備
購
入
と
す
る
ロ
ー
手
取
額
合
計
は
約
330
万
業
で
出
漁
中
。

a
 

ン
融
資
申
込
書
を
提
円。

〇
本
件
借
財
の
1
ヶ
月
く
ら
a
 

出
し
た
が
，
150
万
0
1
5
0
万
円
の
借
入
行
為
の
い
前
，
妻
は
本
件
貸
主
か

円
中
30万
円
を
湯
沸
う
ち
少
く
と
も
37万
円
の
ら
夫
に
無
断
で
夫
を
借

器
の
購
入
設
置
代
及
借
入
れ
に
つ
い
て
は
，
範
主
，
自
己
を
連
帯
保
証
人

び
台
所
内
壁
の
補
修
囲
内
。

と
し
て
30
万
円
借
受
け
て

代
に
使
い
，
7
万
円

い
る
。
こ
の
30万
円
は
本

I
 

を
長
男
の
治
療
費
に

件
借
財
の
直
前
に
一
括
返

支
出
，
残
額
の
使
途

済。

は
不
明
。

0
1
5
0
万
円
の
借
財
が
す
べ

て
同
夫
婦
の
日
常
家
事
に

属
す
る
と
か
，
通
常
の
代

理
権
あ
り
と
か
信
じ
た
と

す
れ
ば
軽
率
。



⑮
 
横
浜
地
判
判
夕
妻
夫
リ
ー
ス
117,600
円
給
料
日
が
月
初
め
で
〇
範
囲
外
。

0
1
1
0
条
類
推
の
正
当
理
由
II 

昭
57.12.22

492-109 
妻
会
社
遅
延
損
害
金
生
活
費
が
な
く
な
っ

否
定
。

a
 

日
歩
30
銭
た
と
説
明
。
貸
主
の

C
 

係
員
は
用
途
欄
に

「
家
事
費
用
」
と
記

載。

⑱
 
京
都
地
判
金
法

土ノ‘
妻
信
用
保
1000
万
円
に
信
用
保
証
委
託
申
込
＼
 

'o
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
n
 

昭
60.
2. 
5
 
1113-41 

夫
証
協
会
つ
き
信
用
保
書
に
，
資
金
使
途
を

互
い
に
代
理
権
あ
り
。
(3 

証
委
託
契
約
酒
店
と
酒
場
の
改
築

＼
 

〇
原
告
の
係
員
は
，
保
証
委

資
金
及
び
商
品
増
加

託
申
込
者
の
意
思
又
は
代

仕
入
代
と
記
載
し
た

理
権
存
否
の
確
認
と
い
う

が
，
実
際
は
知
人
に

原
告
に
と
っ
て
最
も
基
本

融
資
す
る
た
め
。

的
な
調
査
事
務
を
怠
っ

＼
 
た。

'
"
'
0
1
1
0
条
の
正
当
理
由
否
定
。

⑰
 
最
判
金
法
夫
妻
農
業
協
農
協
取
引
契
1

I
 

〇
夫
は
本
件
契
約
前
に
，
妻
n
 

昭
60.
2
 .14 
1093-42 

同
組
合
約
及
び
消
費

の
実
印
を
用
い
て
妻
名
義
f, 

貸
借
契
約

、¥

で
，
本
件
農
協
（
上
告
人
）

＼＼ 

＼
 

よ
り
8
回
に
わ
た
り
金
員

を
借
り
受
け
，
7
回
に
わ

I
 

！
 

た
り
前
渡
金
を
受
領
し
上

I
 

！
 

告
人
に
対
す
る
妻
名
義
の

！
 

＇ 
普
通
貯
金
か
ら
315
回
に

I
 

＇ 
I
 

i
 わ
た
り
払
戻
又
は
引
落
決

済
を
受
け
，
か
つ
3
回
夫

I
 

名
義
の
普
通
預
金
に
振
り

I
 

替
え
る
等
し
た
が
，
妻
は

I
 

i
 
I
 

！
 

I
 

夫
に
対
し
上
告
人
と
こ
れ

＇ I
 

＇ 
ら
従
前
の
取
引
を
す
る
た

圭
益
,JJ

Dl捨
i刷
憾
l~
森

1
0
1
 
(
1
0
1
)
 



竪
紺
途
回
〇
痢
撼
1
n!t> 

1011 
C
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1
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，
 

＼
 

め
の
代
理
権
を
与
え
て
い

ヽ
た。

＼
 
〇
上
告
人
が
夫
に
妻
を
代
理

し
て
本
件
各
契
約
を
締
結

す
る
た
め
の
代
理
権
が
あ

る
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正

当
の
理
由
が
あ
る
。

※
1
 最
判
昭
44.12.18

民
集
23-12-2476

に
つ
い
て
は
，
高
森
③
43
頁
以
下
参
照
。

※
2
 借
財
を
担
保
す
る
た
め
に
他
方
名
義
の
不
動
産
に
抵
当
権
等
が
設
定
さ
れ
た
事
案
で
，
高
森
③
に
お
い
て
検
討
し
た
判
例
（
東
京
地
判
昭
47.
6. 

20
金
商
327-17,

東
京
地
判
昭
47.11.21

判
時
705-67,

東
京
高
判
昭
50.
1. 29, 
金
商
465-18,

東
京
地
判
昭
47.12.19

判
時
708-51,

東
京

高
判
昭
48.
7
 .31
金
商
379-14)
に
つ
い
て
は
上
記
図
表
よ
り
割
愛
し
た
。

$
~

 似
謳
l
賑

纏
濫

臨
海
或
刹
「
m
恕
條
憾
遅
恕
以
匿

-\o-t0M1灘
鎚
怪
」
姐
紙
纏
縦
回
<
~
回
~
K
曲
1110
兵
亘゚

111
噸
條
韻
「
エ
粗
悩
憾
赳
恕
Q
華
禦
賑
出
」
悩
幽
#:1-K
咲
口
11
回
＜
嵐゚

廿
三
迦
「
櫛
憾
遅
恕A.I*
咸
起
剖
」
L
a
w
School No. 

3
4
 
1
 1110
嵐゚

匡
「
氷
睾
Q
悩
憾
起
則
捉
」
咀
紺
{tf,t、
1
0
1
く
嵐゚

匡
「l~
褐
恙
恕
0
隈
鞄
蘊
出
」
弄
志
悪
臨
善
剥
眼
垢
l=lti:l<
嵐゚

屯
幽

要
「
眼
瓶
-\Jl(1~

以
(¥:-,¥JQ
1
 *條
」
兆
軸
縄
縦
回
1
~
回
~1(,d_Il
志
曲
臣
〇
く
嵐
゜

担
閑
超
訳
「
m
粗
條
嶋
癌
恕
Q
策
崇
駕
出A.I*
眠
起
剖
」
囲
姐
Q$-,姜
日
11011
嵐゚

匝
「
俎
娼
迦
IIl:;A.Jm
恕
條
憾
癌
涵
」
哨
瓶
10ti:l1
曲
1く
嵐゚

呉
幽

，~
1
「
條
憾
恙
恕
心
氷
暇
益
拙
匿
遥
」

~I!l:{;1;1;1悪
臨
0
回
図
嵐
゜

裟
楽
怜
11
掛
「
嵌
瞑
起
郡
」
咀
瓶
悪
臨
.
.
.
.
1
 1(-¥J
嵐゚



齊
木
敏
文
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五

0
号
六
一
頁
。

川
井
健
「
表
見
代
理
制
度
」
民
法
基
本
問
題
一
五
〇
講
I
一
八
六
頁
。

同
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
と
表
見
代
理
」
演
習
民
法
（
親
族
・
相
談
）
九
一
ー
一
頁
。

松
嶋
由
紀
子
「
日
常
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」
演
習
民
法
（
総
則
・
物
権
）

1
1
0
0頁。

小
野
幸
二
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
法
学
教
室
第
二
期
第
七
号
―
二
四
頁
。

広
橋
次
郎
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
経
済
理
論
七
三
号
五
九
頁
。

沼
正
也
「
家
事
債
務
と
夫
婦
財
産
関
係
」
民
法
演
習
五
、
二
七
頁
。

青
木
康
「
不
動
産
売
却
行
為
と
日
常
家
事
行
為
」
民
事
研
修
一
四

0
号
一
三
頁
。

小
石
侑
子
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
と
夫
婦
財
産
関
係
」
杏
林
社
会
科
学
研
究
一
巻
一
号
五
六
頁
。

高
橋
忠
次
郎
「
日
常
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」
現
代
社
会
と
民
事
法
一
四
一
頁
。

人
見
康
子
「
夫
婦
間
の
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
新
版
・
判
例
演
習
民
法
5
四
三
頁
。

山
口
純
夫
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
民
法
講
座
7
―
二
五
頁
。

雨
宮
孝
子
「
日
常
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
七
六
二
頁
。

加
藤
美
穂
子
「
日
常
家
事
債
務
と
第
三
者
保
護
」
取
引
保
護
の
現
状
と
課
題
一
八
七
頁
。

高
森
八
四
郎
・
高
森
哉
子
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
」
名
城
法
学
三
八
巻
別
冊
本
城
武
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
一
九
亡
＾
＂

同
「
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為
」
関
法
三
八
巻
四
号
一
頁
。

判
例
批
評

山
田
晟
「
判
批
（
大
判
昭
和
八
年
一

0
月
二
五
日
）
」
判
民
昭
和
八
年
度
一
七
九
事
件
。

谷
口
知
平
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
一
―
一
月
五
日
）
」
民
商
二
八
巻
四
号
七

0
頁。

板
木
郁
郎
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
三
月
五
日
）
」
立
命
館
法
学
二
巻
―
―
六
頁
。

我
妻
栄
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
三
月
五
日
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
号
一
九
頁
。

幾
代
通
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
民
商
二
八
巻
五
号
＝
―
-
―
-
七
頁
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為
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関
法

第
四

0
巻
第
一
号

加

藤

一

郎
1
1
川
井
健
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
法
協
七
二
巻
一
号
九
二
頁
、
判
民
昭
和
二
七
年
度
五
事
件
。

西
川
達
雄
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
近
大
法
学
一
巻
一
号
。

最
高
裁
民
事
調
査
官
室
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
判
例
ク
イ
ム
ズ
一
八
号
四
九
頁
。

打
田
唆
一
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
判
例
演
習
（
民
法
総
則
）
一
八
五
頁
。

同
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
一
版
）
四
三
頁
。

谷
口
知
平
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
八
年
―
二
月
二
八
日
）
」
民
商
一
―

-0巻
五
号
四
五
一
頁
。

大
場
茂
行
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
八
年
ご
一
月
二
八
日
）
」
判
夕
三
七
号
四
八
頁
。

倉
田
卓
次
「
判
批
（
最
判
昭
和
一
ー
一
六
年
一
月
一
七
日
）
」
判
解
民
昭
和
一
―
一
六
年
度
1
事
件
。

佐
藤
邦
夫
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
判
タ
一
七
二
号
八
六
頁
。

谷
口
知
平
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
民
商
四
九
巻
二
号
二
四
六
頁
。

國
府
剛
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
一
1

一
七
年
六
月
一
九
日
）
」
同
志
社
法
学
八
二
号
四
一
頁
。

広
橋
次
郎
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
一
＿
一
七
年
六
月
一
九
日
）
」
法
時
三
四
巻
―
一
号
一

0
0頁。

國
府
剛
「
判
批
（
東
京
地
判
昭
和
四
一
年
五
月
九
日
）
」
法
時
三
九
巻
二
号
一
―
七
頁
。

同
「
判
批
（
名
古
屋
地
判
昭
和
四
四
年
一

0
月
一
八
日
）
」
法
時
四
二
巻
四
号
二
＝
四
頁
。

三
島
宗
彦
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
）
」
判
例
評
論
一
四

0
号
（
判
時
六

0
二
号
）
―
-
三
(
―
二
九
）
頁
。

浜
上
則
雄
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
三
版
）
四
四
頁
。

佐
藤
車
代
「
判
研
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
法
協
八
八
巻
七
・
八
号
七
六
二
頁
。

遠
田
新
一
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
商
六
一
一
＿
巻
三
号
一
三
二
頁
、
代
理
理
論
の
基
礎
的
研
究
四
四

0
頁。

奥
村
長
生
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
曹
時
二
1

一
巻
八
号
一
六

0
頁
、
判
解
民
昭
和
四
四
年
度
九
七
事
件
。

遠
藤
浩
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
二
八
頁
。

人
見
康
子
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
二
号
六
九
頁
。

山
畠
正
男
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
l

二
月
一
八
日
）
」
民
法
判
例
百
選
I

（
第
二
版
）
八
六
頁
。

奥
田
昌
道
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
）
五
＿
―
-
頁
。

1
0四

(
1
0四）



松
崎
康
夫
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
事
研
修
一
五
七
号
四
五
頁
。

松
本
娯
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
手
形
研
究
一
―
―
―
111
ハ
号
七
二
頁
。

滝
沢
車
代
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
四
版
）
一
六
頁
。

山
本
敬
三
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
法
判
例
百
選
I

（
第
三
版
）
七
六
頁
。

原
田
純
孝
「
判
批
（
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
―
一
月
―
―
日
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
二
号
二

0
九
頁
。

高
森
八
四
郎
「
判
批
（
東
京
地
判
昭
和
五
五
年
ご
一
月
二
五
日
）
」
法
時
五
六
巻
一
一
一
号
一
―
九
頁
。

右
近
健
男
「
判
批
（
大
阪
簡
判
昭
和
六
一
年
八
月
二
六
日
）
」
判
夕
六
三
五
号
七
八
頁
。

本
田
純
一
「
判
批
（
川
越
簡
判
昭
和
六
二
年
―
二
月
八
日
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九

0
七
号
八
一
頁
。

借
財
と
日
常
家
事
行
為

1
0五

(
1
0五）




